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ディーは人型魔装具です。

淺沼広太
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プロローグ





　魔ま装そう具ぐ少女は青年の前に回り込んだ。

　小さな顔がじっと青年を見上げる。瞳ひとみはガラス細工のようで、精気は感じられないが美しい。まるで純度の高い魔力結晶のような神秘的なゆらめく色をしていた。緑が基調になっているが、光の入る角度によって微び妙みように色味が変わる。

「よ、よう……えーと、その……なんて言えばいいんだ？　これからよろしく……とか」

　ややうつむき気味でしどろもどろになる青年に、それは突然やってきた。スッと魔装具少女がかかとを上げる。二人の顔が近づき……桜色をした魔装具少女の唇がぴたりと青年の唇に合わさった。

　いわゆる……キスである。唇同士がするそれは、青年にとって初体験だった。

「え、ええ……ええええええええええええええええええええええええええええッ!?」

　とある女子生徒の悲鳴を皮切りに、朝の教室内が騒然となる。

　ほんの数分前までの退屈な日常が、この瞬間破壊されたのだ。



    

  
    
      


第一章　今日から始める武器との生活





　厳島いつくしま遊馬あすまが学園に入学してから一ヶ月が経たとうとしていた。

　春からの新生活は苦難に満ちている。勉強や定期試験が面倒……というのは過半数の生徒に当てはまる苦難だが、遊馬にとって最大の問題は、この学園の勉強が一般教科だけではないことだった。

「厳島遊馬君。中間試験の点数……先生はとても悲しいです。貴方あなたがいるからクラスの平均点が下がる……とか、そういうことは思っていません。思っていませんよ。大事なことなので二回言いました」

　まだぎりぎり二十代で通るだろう担任の男性教諭――草くさ壁かべ遼りよう太た郎ろうは、優やさ男おとこで知的で大人おとなの落ち着きがあって眼鏡めがねが似合う女子たちの憧あこがれの的と言える。

　朝のホームルーム。教卓前に呼び出された遊馬に今日もお小言が飛んできた。

「べ、別にいいだろ。成績なんて」

「遅刻もサボりもせずにちゃんと学園に来る貴方が、なぜ我が校始まって以来の０点を取るんですか？」

「取りたくて取ってるわけじゃねぇ」

「ふぅ……先生、あんまりにもショックを受けすぎて、思わずラボに問い合わせて貴方の魔力数値を再確認してしまいました。正直なところ、計測器の故障でなければ貴方の潜せん在ざい能力はこの教室の……いえ、今年入学した二千人の中で一番です。貴方は磨みがけば光るダイヤモンドなんですよ」

　この学園で遊馬を悩ませるのは一般教科とは別に存在する、魔力を使った魔ま装そう士し訓練……平たく言えば魔法使いの修行だった。

　草壁は眼鏡を人差し指でクイッと上げる。レンズの奥から遊馬に刺ささる視線は冷たい。

「手を抜いてないですか厳島君？　そんなに厳しい表情で先生を睨にらみつけないでください。先生、ちょっぴり怖こわいです」

「俺おれの顔は四六時中こんなもんだって」

　生まれつき遊馬は目つきが悪い。目が合った子供が泣くこともしばしばである。

　また孤独主義というわけでもないのだが、遊馬は目つきの悪さからくる誤解を放置しっぱなしにするため、外見だけで不良のレッテルを貼はられてきた。

　さらに素手の喧けん嘩かで遊馬は負けたことがない。魔装士の能力とは無関係に腕が立つ。だが、魔装士の能力はからっきしだった。

「手は抜いてないし、アレが俺の全力だ」

「実戦だったら死んでますよ。テストだからとバカにしないでほしいものです。とはいえ、過ぎてしまったテストの結果は変えられませんから……」

「た、退学は勘弁してくれ先生ッ!!」

　学園生活全般を諦あきらめている遊馬あすまだが目の色が変わった。遊馬にはどうしてもこの学園を卒業しなければならない理由がある。

　魔力保有者育成法――国策で集められた才能ある青少年少女はほぼ強制的にこの学園に入学させられる……とはいえ、卒業後の進路選択の自由は約束されていた。

　無事学園を卒業することで、好きな学校に行かせてもらえる。国から厚い支援をしてもらう権利。それを得るために遊馬は退学になるわけにはいかなかった。

「そう言うと思って厳島いつくしま君には特別に補習を用意しました。貴方あなたの場合、剣でも槍やりでも弓でも……どの形状の魔ま装そう具ぐとも相性がよくありませんが……まあ、とりあえず面倒をみてもらうことにしましょう」

「面倒って……意味がわからんのだが。魔装具は面倒をみるもんじゃなくて、手入れをするものだろ？」

「今朝のホームルームは予定を変更して、厳島君の新しい魔装具を紹介します」

「スルーすんなッ！　やるなんて一言も……」

「退学になってしまいますよ？」

「そ、それは本当に勘弁してくれ」

　たじたじになる遊馬に、席側からひときわ厳しい視線を送る少女が一人。

　鬼おに切きりさつき――活発そうなショートカットの髪型だが、頭頂部から一本鞭むちのようにしなる長めのアホ毛が伸びている。これが関係しているかどうかは定かではないが、さつきは鞭型の魔装具を愛用していた。魔ま装そう士しとしてはクラス屈くつ指しの実力の持ち主だ。

　若じやつ干かん青みがかった黒髪にツリ目気味ながら大きな瞳ひとみ。まるで猫科の肉食獣のようなしなやかな四肢……だが、胸がやや……ほんの少しだけ同世代の平均値より控えめなのが弱点と言えば弱点と言えるかもしれない。

　さつきはスッと立ち上がると抗議する。

「先生！　事情を説明なさい。成績トップのあたしを差し置いて、０点の遊馬にご褒ほう美びなんてどういうつもりなの？」

　教師が相手だろうとさつきは遠慮も容赦もない。

「これから詳しく話しますから、ここは一つ穏便にお願いします」

「事を荒立てるつもりなんてないけど、納得がいく説明をしてもらうわよ？」

「鬼切さんは先生相手にも臆おくしませんね。もう少しおしとやかな方が先生は好きです」

　草くさ壁かべはクイッと眼鏡めがねを中指で押し上げる。

「女の子が相手なら容赦もするし優しいわよ♪」

「鬼切さんは女の子が好きな女の子なんでしょうか？」

「先生もあたしの鞭むちが欲しいのかしら？」

「いえいえ、厳島いつくしま君と違って先生にはそういう趣しゆ味みはありません」

「ちょっと待て！　俺おれにだって鞭で喜ぶような変態趣味はないぞッ!!」

「必死に否定するあたり、なんだか怪あやしいわね？」

　さつきのアホ毛がアンテナのように遊馬あすまに向けられた。凶暴そうな目つきのせいでクラスで恐れられている遊馬だが、さつきはまったく意に介さず怖こわい者知らずである。

「えー、このままではホームルームも進められませんので……入ってきてください」

　新型魔ま装そう具ぐを抱えたラボの人間でも来ているのかと、遊馬は視線を教室の扉に向けた。

　今まで剣や斧おのや槍やりや刀に鎖くさり鎌がま、トンファーにヌンチャク、ブーメランやらカタールにメリケンサックなどなど、様々な形状の魔装具と同調テストを行った遊馬だが、そのすべてが同調率０・０１％未満というとんでもない数値だった。

　どんな魔装具を持ってこられても同調できないというダメな自信が遊馬にはある。が、扉の向こうから現れたのは武器ではなかった。

　少女が教室に入ってくる。学園の制服姿だ。遊馬は思わずあっけにとられた。

　金髪のロングをツインテールにしている。色素が薄く白い肌にエメラルドグリーンの瞳ひとみ。華きや奢しやな体つきは中学生か、下へ手たをすれば小学校の高学年とも間違われかねない。学園の制服も一番小さなサイズですら大きめなようだ。

　スカートはたくし上げて短めに調整してあるものの、上着の袖そでの丈はそうはいかずちょっぴり長めで、それがなんともかわいらしかった。どこに出しても恥ずかしくない、ロリッ娘こさんである。

（――なんだ……このゾクッとくるのは）

　遊馬の手が震ふるえた。自分でもその震えがどこからやってきたのかわからない。ただ、現れた金髪の美少女から目が離せないでいる。心臓の鼓動が高鳴った。じわっと手のひらが汗ばむ。

　そんな遊馬とは対照的に、金髪の少女は宝石のような瞳でぼんやりと遊馬の顔を見つめていた。手には……魔装具どころか何も持っていない。

「新型の魔装具は人型です。少し運用方法が難しいかもしれませんが、彼女の不完全な擬似人格ＯＳを完成させるため、厳島君にはこれから尽力してもらうことになりました」

　さらりとした口調で草くさ壁かべは告げた。遊馬だけでなくクラス全体に公表するように。

　クラスのあちこちから「人型ってなんだ？　そんな規格の魔装具なんてあるか？」やら「転校生の間違いじゃないの？」といったざわめきがわき上がる。

　遊馬も確認するように聞き直した。

「いま、なんて言ったんだ？」

「ですから、彼女は人型魔装具で人格ＯＳがまだ不完全なので、貴方あなたとともに生活してもらって完成に近づけようというのがラボの方針です。このままでは期末テストも悲ひ惨さんでしょうし。もちろん、定期テストは受けてもらいますがそれとは別に、厳島いつくしま君の落第防止措そ置ちと思ってください。とりあえず完成の目め処どがつくまで預かってもらいます」

　本来なら遊馬あすまは素直に喜ぶべきところだった。新型魔ま装そう具ぐ完成に協力を惜しまなければ、退学にならずに済むというのは願ってもない。実際に中間テストでまともに戦えなかったことを考えれば、ありがたいことこの上なかった。

　問題は、その新型魔装具が女の子の姿形をしているという点だ。そもそも武器の形をしているはずの魔装具が女の子というのは理解しがたい。

「先生。どうなると完成なんだ？　明確な線引きはないのか？」

「彼女が一人前のレディーになるまで。とういうことにしましょう。ほら厳島君。彼女に挨あい拶さつをして」

　挨拶と言われてもなんて声をかけていいのか……と、遊馬は戸と惑まどった。

　席を立ってさつきが教卓の前まで歩み出てくる。口をとがらせ肩で風を切りながら、迫り来るその表情は明らかに怒っていた。アホ毛も天を衝ついている。

「あんたまさか受けるつもりじゃないわよね？」

　身長差の兼ね合いで少し見上げるような格好になりながら、さつきが睨にらみつけてくる。

　遊馬は返答に困った。が、どうしても卒業しなければならない手前、テストの成績が悪すぎる遊馬はこの課題を見逃し三振できない。

「受ける……ことに決めた。今、決心がついた」

「正気とは思えないわね。草くさ壁かべ先生……こんなのの成績なんてどうでもいいでしょ？　０点取るような人間の面倒をそこまでしてみるなんてバカげてるわッ!!」

「こんなのとはなんだ！　救済措置があったっていいだろ！　ああもう、決めた！　俺おれはやる。やり遂とげて卒業するんだッ!!」

「あんたは黙ってなさい全学年最下位男。最下位は最下位らしく、トップのあたしの足でも舐なめるといいんだわ！　ほら、足フェチなんでしょ本当は？　ひざまずいてクラスメートたちの前で醜しゆう態たいをさらしなさい♪」

　スカートから太ももをちらりとのぞかせて、さつきはさげすむように笑う。一瞬だが、遊馬はドキッとしてしまった。

「そ、そんなことするかッ!?　俺を変態に仕立て上げるなッ!!」

　遊馬に対してとんでもない因縁や言いがかり……果ては変態疑惑を流布しようとするさつきだが、それには理由がある。

　遊馬はさつきの弱みを握っているのだ。公表するつもりなど遊馬には毛頭ないのだが、さつきにはそのことが気になって仕方ないらしい。

　困ったように眉まゆを八の字にして草壁は告げる。

「では、この新型魔ま装そう具ぐについては他ほかの誰だれかに任せることにして、厳島いつくしま君の成績に関しては……そうですね、これから三年間みっちりと鬼おに切きりさんがフォローしてあげるというのもいいかもしれません。０点と１００点が組めば50点くらいにはなるでしょうし」

「……だめ。遊馬あすまじゃなきゃ……他の人じゃ……だめ」

　静かで抑よく揚ようのない、か細い声が遊馬の耳に飛び込んでくる。新型魔装具の少女の桜色の唇からだった。人造物とは思えない普通の……いや、とびきり柔らかそうな唇は適度に湿り気を帯びている。遊馬がじっと魔装具少女を見つめた。

　抱きしめれば折れてしまいそうで、小さくて……色んな部分が小さくて……特に胸のぺったんこさには、さつきの「ちょうどいいよりちょっと足りない」とはまた違った趣おもむきがあった。開花前の青いつぼみのような無む垢くさがあった。

　無理矢理開いてはいけないという禁きん忌きを逆に侵したくなる。

（――って、俺おれは変態かッ!?　しかし、どういうことだ。俺じゃなきゃ……って）

「どうやら気に入られてしまったみたいですね厳島君。厳島君も愛情を注ぐことに対してまんざらでもなさそうですし、すべてが丸く収まって先生は嬉うれしいです」

「待て待て待てッ！　なんだ愛情って！　それに俺がまんざらでもないって決めつけるなッ!!　俺は補習をこなして卒業したいだけだッ!!」

「そこまで必死に否定するってことは、まんざらでもなかったのね？　こんなちっちゃな子に何考えてるのよ変態ッ!!　見た目だけならこの子は小学生よ？」

「勝手に変態扱いすんなッ!!　そもそも俺は必死に否定してないッ!!　そういうやましい気持ちも皆無であって……学園からの課題として受けるっていうだけの話だ」

「口ではなんとでも言えるわよ。ロリコンのド変態。死ねばいいのに！」

「ロリコンってお前……」

　視線を魔装具少女に向け直すと、遊馬は心の中で嘆たん息そくした。美少女だ。どの角度から見ても美少女以外の何者でもない。そのうえ幼かった。

（――ちっちゃいなぁ。ショートケーキの上のイチゴみたいにかわいい……いかん、見とれている場合じゃない）

「ほらロリコンでしょ！　今の舐なめるような視線は間違いないわッ!!」

「まぁまぁ。いいじゃありませんかロリコンだって。生きているんですから」

「おぉいッ！　そこはロリコン部分を肯定するところじゃないだろう先生ッ!!」

「あれ？　違ったんですか厳島君。ちなみに彼女の試験実動期間は三ヶ月ほどと聞いています。まだ一歳にも満たない相手に好意を寄せるなんて、厳島君は見上げた根性のロリコンですね。その心意気を胸に補習をしっかりこなしてください」

「こじつけんなッ!!　ロリコンの部分でこじつけんなッ!!」

「生後三ヶ月に発情するなんて超ちよう弩ど級きゆうの変態じゃないッ!!」

　そんなロリコン……もとい遊馬あすまの制服の袖そでに魔ま装そう具ぐ少女が手を伸ばす。幼い子供のような仕草で遊馬の袖をきゅっと掴つかんで、再び桜色の唇を開いた。

「……お願い……遊馬」

（――手じゃなくて裾すそをッ！　この構かまって感……ま、守りたくなるじゃないか）

　魔装具少女の面倒をみるという補習に不安はあるが不満は……ない。魔装具少女の声は見事に遊馬の心の奥にまでしみこんだ。他ほかの誰だれにも渡したくない。そんな気にさせられる。

（――いや、これは別に一ひと目め惚ぼれってんじゃない。卒業するための課題がたまたま俺おれにとって、かわいいと思える対象だったんだからラッキーってことでだな）

　そう遊馬が思ったところで事件は起こったのだった。



「え、ええ……ええええええええええええええええええええええええええええッ!?」

　さつきの悲鳴が教室内に響き渡った。

　キスである。まごうことなくキスである。

　かかとを上げてめいっぱい背伸びした少女の唇が、遊馬のそれと重なった。ほんの一瞬、チュッとしただけで、魔装具少女はすぐに一歩下がる。

　草くさ壁かべが手を叩たたきながら全員に呼びかけた。

「はいはい。みんな落ち着いて静せい粛しゆくに。何も驚くことはないでしょう。みなさんだって魔装具を使う時は魔力を送り込むものです。少女型魔ま装そう具ぐが設計上、たまたまこういった方法をとるというだけで、他意などありませんから。仕様なので驚く場面ではありません」



    

  
    
      



    

  
    
      　さつきが吠ほえる。

「そ、そんな仕様間違ってるわ！　ただでさえ女の子の形をしていて武器には見えないのに……き、ききき……キスみたいなこと……いいえ、みたいなことじゃないわ。キスまでさせて。反対よ！　こいつとキスしなきゃいけない魔装具の彼女が可哀かわい想そうだわ！　何の取り柄もない限りなく一般人に近い魔ま装そう士し見習いに使われるなんて、もしあたしが彼女の立場だったら自暴自棄になって暴走してるところよ!!」

　一方、いきなりキスをされた遊馬あすまは、自分の体に起こった異変に驚いていた。

（――膝ひざに力が入らん。なんなんだ……今のはいったい!?）

　そんな遊馬のことはおかまいなしに、魔装具少女が口を開く。

「……名前をつけて」

「名前って……俺おれがお前の名前をつけるのか？　元からあるだろ名前くらい」

　少女はゆっくりと首を左右させた。この世界で頼りになるのは貴方あなただけ……そんなふうに少女の瞳ひとみが遊馬に訴えかけてくる。

「そうか……じゃあ……そうだな」

　遊馬の頭は先ほどのキスでまだボーッとしたままだが、ぼんやりとした思考の空白地帯に言葉が浮かんだ。

「ディー……ディーなんてどうだ？」

　魔装具少女はうなずいた。その瞳が……だんだんはっきりとし始める。曖あい昧まいでおぼろげで神秘的な揺らめきは消えた。まるで魂が入ったようにも見える。遊馬だけがその変化に気づいていた。

「……うん。今日からディーは……遊馬のものだよ」

　遊馬の胸に顔を寄せて心音を耳で聞くようにぴたりとくっつくディー。その表情は、好きな人にプロポーズしてオッケーをもらった女の子のような、無む垢くで純粋な喜びに溢あふれていた。

　大胆発言に再び教室内が騒がしくなる。俺の嫁発言ならぬ、あなたのモノ発言。

　魔装具とはいえとびきりの美少女と一緒に青春を謳おう歌かする補習なんて、ご褒ほう美び以外の何物でもない。

　アホ毛と目め尻じりをつり上げて、ムッとしながらさつきは声を張った。

「なにデレデレしてんのよあんたはッ!!」

「いや、してないだろ」

　今にもビンタしそうな勢いである。さつきがこうも怒るのが遊馬には不可解だ。

　なりゆきでさつきの秘密を知ってしまっただけで、別に恋人同士というわけではない。

　そもそもデレデレしているつもりはないのだが、仮に遊馬あすまが誰だれといちゃいちゃしようが、さつきの怒りを買う理由は遊馬にはなかった。

（――さつきのアレは隠す必要なんてないと思うんだが）

　お気に入りのおもちゃを取り上げられた子供のように、さつきはどうにも収まらない。

「なによその反抗的な視線はッ!!」

「俺おれの目つきが悪いのはデフォルト設定で俺のせいじゃねえッ!!　神様の戯たわむれだッ!!」

　今にも戦いのゴングが鳴ろうかというところで、遊馬とさつきの間にディーが割って入った。小柄な少女に庇かばいきれるわけもないのに、両手を広げてディーは懸命だ。

「……遊馬を守るのが……ディーの役目だから」

　ディーの表情に先ほどの笑顔はない。じっと真顔でさつきを見つめる。

　使い手とともに戦い、守るのが魔ま装そう具ぐの存在理由だった。女の子の形をとっていて、会話までできる最新型の魔装具も、そこらへんの持ち主との関係性は変わらないようだ。

「べ、別にいじめてたわけじゃないわよ。ちょっと気にくわないだけなの」

「気にくわないから虐しいたげるってのはいじめだろ？」

「男のくせにあんたが一言多いからいけないんでしょッ!?」

　遊馬の心は決まった。さつきから目を離さないディーの頭をそっと撫なでる。

「大丈夫だディー。さつきは口は悪いが本当は心優しい女の子なんだ。噛かみついたりしないから安心していいぞ」

　口から出任せを言う遊馬だが、ディーはうなずくと広げていた腕を下ろした。その一方でさつきのアホ毛がビクンビクンと揺れる。

「それ皮肉？　ならあたしにも考えがあるわよ……この子の面倒はあたしがみるわッ！」

「いやダメだろ。他人に押しつけたら俺の補習にならんし。つうか俺が退学になる」

「退学になればいいじゃない！　こんな時ばっかり真面目まじめぶるなんて不良失格よ！」

「俺は不良じゃねぇッ!!」

「ならロリコン失格ね！」

「失格にすんな……あ、いや失格でいい！　そこは失格にしてくれ」

「今、自分がロリコンであることを認めたわね。ますますディーと一緒にいさせられないわ！　やっぱりあたしが面倒をみるべきね」

「だいたい、なんでそんなにつっかかってくるんだ？　俺が卒業したら困るのか？」

「あんたが退学になろうが卒業しようが関係ないわ。けど……相手が女の子だからって変なことしようと企たくらんでない？　キスまでしてその気になってるんでしょ変態！」

「企むかッ！　どうしてそういう考えに行き着くんだ」

「女の勘よ。文句ある？」

「大ありだ。ともかくディーが俺を指名してるんだし、俺の成績が酷ひどいことはさつきもわかってるだろ。これしか卒業への道がないなら……覚悟は決めた」

「なにが覚悟よ」

　不機嫌そうにほっぺたを膨らませるさつき。その表情に影響されてディーが同じようにほっぺたをぷくっとさせる。エメラルド色の瞳ひとみがじっと遊馬あすまを見つめた。

「……できてる？」

「あ、ああ。うまいな。ところでその表情の意味はわかるか？」

「……わからない」

「不機嫌って意味だ。怒ったり、自分のわがままが通用しなかった時に子供が拗すねるとこんな顔をするんだ」

「説明にかこつけてあたしのことを批判してるのね？　一般人に毛が生えたような最下級魔ま装そう士し見習いのくせに」

「人を係長代理補佐みたいな肩書き風に呼ぶなっての」

　少しだけへこんだ遊馬の横で、不機嫌の意味を理解したのかディーは小さくうなずいた。

「……うん。不機嫌のこと、わかった」

　次にどんな表情をするのかと、ディーの視線はさつきに釘くぎ付づけになっていた。さつきはとびっきりの笑顔で返す。ウインクすれば星でも飛びそうな、アイドル歌手さながらの完かん璧ぺきなスマイルにディーは真顔で呟つぶやく。

「……難しい」

　先ほど遊馬に名前をつけてもらった時に見せた笑顔が、ディーはできなくなっていた。

「ふふふ、まだまだ学習が足りないわね」

　ぎこちない笑顔しかつくれないディーに勝ち誇るさつき。彼女の負けず嫌いはクラス内どころか同学年の間でも有名である。

「胸も勝ってるわ」

「接戦だろ？」

　思わず遊馬の口が滑った。ディーがつるぺた洗濯板ならさつきはスレンダー。０と１ほどの違いはある。

「あたしにはあるもの！　ディーにはないから圧倒的大差じゃないッ!!」

「確かにそうかもしれんが、もう少し広い視野で見れば、同学年においてお前の場合勝てる相手の方が少ないんじゃ……」

　途中で遊馬は口をつぐんだ。鋭いさつきの眼光に殺気すら覚える。これ以上続けると冗談では済まなさそうな緊迫感が漂った。

「あんた表層だけで物事を捉えているでしょ。脱いだらすごいのよ」

　タイに指をかけるさつき。真剣な眼まな差ざしに遊馬は顔を背けた。

「いや、遠慮しとく」

「ちょっと！　まるであたしに魅力がないみたいじゃない!!」

　そろそろ遊馬あすまは席に着きたかった。このまま教壇のあたりで延々さつきに不満をぶつけられ続けるのは勘弁してほしい。付き合ってもいないのに痴ち話わ喧げん嘩かとしてクラスメートたちに認識されているのを、遊馬はうすうす勘づいていた。

（――さつきは気にならんのかそういうのは。ある意味鈍感？）

　不意に遊馬の制服の裾すそが引っ張られた。ディーがまた、おねだりする子供のように遊馬をじっと見つめる。

「……遊馬。ディーは負けっぱなし。どうすれば勝てる？」

「無理に勝ちにいかなくてもいいんじゃないか。平和が一番だ」

「……うん」

　遊馬の言葉に素直にコクリとうなずくディー。主人の言うことに素直で、信頼しきっている子犬のような愛らしさだった。誰だれかさんと大違いだが、本人を目の前にして遊馬は口が裂けても言うことができない。

　草くさ壁かべが微笑ほほえむ。

「まるで三角関係みたいですね。ハッハッハ……先生、ちょっと羨うらやましいです」

　ディーは理解できずきょとんとしている。さつきは悲鳴のような抗議で返した。

「あたしと下級魔ま装そう士し見習い以下略が釣り合うわけないでしょッ!?」

（――以下略ってなんだ以下略って……）

　煽あおる担任も担任だが、悲鳴をあげるくらいなら最初から絡んでくるなと遊馬は思う。

　ディーとさつき。二人の視線……だけでなくクラス一同の注目を背に感じながら、遊馬はこれからの生活に不安と焦燥と言いようのない不吉さを覚えるのだった。



　午前中の授業の間、ディーはずっと遊馬の隣の席に座って黒板には目もくれず遊馬の顔ばかり見ていた。どこかぼんやりとした無表情である。各教科の先生たちもディーについては知らされているので、彼女が授業に耳を傾けないことを最初から諦あきらめていた。

　ちなみに、遊馬の席の右隣がディーで左隣は昨日まで男子生徒が座っていたのだが……先ほどその男子生徒の厚意に甘えるという形でさつきがやってきた。

「あたしとディーに挟まれるなんて両手に華。今があんたの人生のピークね。一生に三回はモテ期が来るっていうけれど、来世分までモテエネルギーを使ったんじゃない？」

「片方の華には毒がありそうだな。竜りゆう舌ぜつ蘭らんっていうか毒舌蘭か」

「むしろあたしは花に例えるなら薔ば薇らね。そして、綺き麗れいな薔薇には刺とげがあるのよ！」

（――自分を薔薇に例えられる自信が、時々羨ましいぜ）

「……ディーは？」

「そうだな……いや、あんまり花のことは知らないんだが……」

「ディーちゃんも薔ば薇らになりなさい。そして遊馬あすまをチクチクするのよ！」

「……チクチクしたら遊馬が可哀かわい想そう」

「チクチクされて痛がって喜べばいいのよ！　それからあたしの鞭むちで叩たたかれるのを自分で希望するようになるとモアベターね！　やっぱりペットのしつけに鞭は欠かせないわ！」

「いやいやそんな趣味はないから。授業中だから静かにしような」

「……うん」

　ちょこんとうなずくディーの雰囲気は、黄色い花が愛らしいタンポポのように遊馬には思えた。そんなディーを遊馬は一人前のレディーにしなければならない。

（――女の子らしさってどんなんだ？　かわいい服とかぬいぐるみとか……あと、甘いものなんかも女の子は好きだし……いや甘いものはいい。女の子だけじゃなくてみんな好きだ……って、そもそも魔ま装そう具ぐのディーが甘いものを食べるのか？）

　女の子らしさについてさつきを頼りにしてもいいのだが、そうなるとディーは「鞭を振り回したり人をペット呼ばわりしてくる困った女の子」になってしまう危険性が高い。

　遊馬には一人だけ、この学園で他ほかに頼りになる存在の心当たりがあった。

（――気乗りはしないが、昼休みにはどのみちこの状況がバレるんだ。素直に話そう）

　午前中の残りの授業が遊馬には普段の三倍くらいの長さに感じられる。

　それになんとか耐えきると、ようやく昼休みはやってくるのだった。



　今日は遊馬の方からお願いがあるため、頼みの綱ともいえる彼女――楠くすノの葉は桂けいを誘って、ラーメン店にやってきた。もちろんディーも一緒で……遊馬が頼んでもいないのにさつきまでついてきている。

　普通の女の子なら狭くてお世辞にも綺き麗れいとはいえない激安ラーメン店に不満の一つも出そうだが、遊馬に頼られることが嬉うれしくて桂は笑顔を絶やさない。四人はカウンターに一列で座った。桂の隣に遊馬。そして横並びでディーとさつきという順番で並ぶ。

（――桂のやつ。髪伸ばしてるんだな）

　桂の髪は少し赤みがかった薄茶色のセミロングだ。内巻きのロールがかかっていて、エレガントな雰囲気を醸かもし出している。

　そんな桂は遊馬やさつきの一年先輩にあたる。学園の奨学生になれるだけの学力と魔ま装そう士しとしての才能……さらに美び貌ぼうまで兼ね備え、グラビアアイドルと見まごうばかりの抜群のスタイルを維持。そのうえ性格は穏やかで優しく誰だれにも分け隔てなく接する姿に、学園内でファンクラブができるほどの有名人だった。

　クラブ会員ではない潜せん在ざい的なファンも含めると、その人気は計り知れない。

　遊馬の入学がファンたちを大いに揺るがしたのはこの春の出来事だった。

「あっちゃんからお誘いしてくれるなんてお姉ちゃん嬉しい♪　それにしてもあっちゃんモテモテだね。女の子が二人もいっしょだなんて」

「別にモテてるわけじゃねぇ」

「照れなくてもいいのに♪　でも、あっちゃんのそういうところかわいいよ」

（――先が思いやられるな。こりゃ）

　幼い頃ころに両親を事故で亡くして以来、遊馬あすまはずっと楠くすノの葉は家で面倒をみてもらっていた。親しん戚せきの家でみじめな生活を強しいられた……なんてことはなく、遊馬と桂けいは姉弟同然に育てられたのだ。遊馬はそのことを心の底から感謝している。

「で、さっきも電話で説明したんだが改めて……彼女がその……なんつうか信じられないかもしれないが、魔ま装そう具ぐのディーだ」

「こんにちはディーちゃん」

「……こんにちは？」

「なるほど、あっちゃんが言ってた通りだね。ディーちゃん今のは挨あい拶さつだよ？　こんにちはって言われたら、こんにちはって返すの」

　こくりとうなずいてからディーは「こんにちは」ともう一度呟つぶやいた。桂は笑顔で「はい、よくできました♪」とディーを褒ほめる。遊馬には理想的な先生と生徒の関係に思えた。

「ディーちゃんって本当に魔装具なの？」

「……そうだよ」

「ぜんっぜん見えないね！　もう普通の……ううん、普通じゃないね。かわいい！　とびっきりの美少女じゃない？」

「……遊馬？　ディーは美少女？」

「そう面と向かってたずねられても俺おれが困るんだが」

「……違うの？」

（――違わないんだが、肯定すればしたでうるさそうなのがついてきてるしな）

　さつきの視線をうすうす感じながら遊馬は肩を落とす。ここで「ディーは美少女だ。俺が保証する」とでも遊馬が言えば、さつきは脊せき髄ずい反射的に「魔装具に発情しようっていうのねこの変態ロリコン下級魔ま装そう士し見習い！」と、ツッコミを入れてくるに違いない。

　桂が微笑ほほえむ。

「あっちゃんはきっと照れてるだけよ。ディーちゃんは美少女だから自信持っちゃっていいんじゃないかな？」

「……うん」

「と、ともかくだ。ディーに女の子らしさを教えてほしいんだが……だめか先輩？」

「だめ！　後輩の頼みは聞けないなぁ」

　一番安いラーメン（２９０円）の麺めんを箸はしで持ち上げながら桂はきっぱり断った。カウンターに並んだドンブリは二つだけだ。一つは桂に遊馬が身み銭ぜにを切ってごちそうしたもの。もう一杯はさつきが自分で頼んだものになる。

　ディーはさつきのラーメンをじっと見つめている。さつきもそれに気づいた。

「あら？　食べ物にも興味があるみたいね」

　ディーは無言でコクコクと首を二回縦に振る。

「これはラーメンよ。分類するなら麺めん類るいね」

「…………おいしい？」

「味は値段なりに安っぽそうね」

「……………………ごくり」

　ディーの視線はラーメンに釘くぎ付づけだ。お箸はしで麺を持ち上げてさつきはため息をつく。

「量が多いわね。麺が茹ゆですぎで増えちゃってるのよ。小さなお椀わんはあるかしら？」

　さつきの要求に店主は文句一つ言わず、小さなお椀をカウンター越しに出した。そこにさつきは麺とスープとメンマを取り分けて、ディーの前に置く。

「ラーメンを食べるのも人生経験になるでしょ？」

「……ありがとう……あってる？」

　ディーは今し方挨あい拶さつを覚えたばかりである。いちいち確認するあたりが遊馬あすまには微笑ほほえましく思えた。

「ええ、合っているわ。相手に何かいいことをしてもらったら感謝の気持ちを示すのは当然よね。ほらあんたも感謝なさい」

「な、なんでそこで俺おれに振ってくるんだッ！」

　口では遊馬の相手をしているのだが、いつのまにかさつきの視線は桂けいに注がれていた。

「どうしたんださつき？　桂先輩を睨にらみつけてもお前の胸が成長することはないぞ？」

　さつきの手にしていた割わり箸ばしが豪快に「ベキィィッ！」と、音を立てて折れる。

「べ、別に羨うらやましいなんてこれっぽっちも思っちゃいないわよ！　ただ、駄目魔ま装そう士し見習いのあんたが頼りにする相手が、学園の有名人だったのが意外だっただけよ！　しかも幼なじみであんたのことをいっぱい知ってて……って、別にそんなことはどうでもいいの。ともかく、すぐに胸の大きさで比べるなんて、やっぱり変態ね。あんたがつるぺたから巨乳まで見境なく毒どく牙がにかける気まんまんだってことは理解できたわ！　汚らわしい視線であたしを見ないでくれる？」

「だったらここまでついてくるなよ。つうか、毒牙ってなんだよ」

　そんなやりとりの合間に、ディーはラーメンをちゅるりと一口食べる。魔ま装そう具ぐが人間と同じように食べるのは不思議な光景だった。

「ディー？　ラーメンはどうだ」

「……限りなく微び妙みように近い……普通」

「だよなぁ……お世辞にもうまいとは……いや、安くてボリュームがあっていいんだが」

　先ほどラーメンを二つ作り終えてから、中年のひげ面な店主は厨ちゆう房ぼう内の椅い子すに腰掛けて競馬新聞を広げていた。紙面の向こうから煙草たばこの煙が立ち上っている。

　常にこんな調子なので激安ラーメン店に遊馬あすまたち以外の客の姿はない。

（――ちゃんと儲もうかってるのかこの店？）

　が、遊馬の疑問は後回しだ。

「桂けい先輩頼むッ！　ディーを成長させる手伝いをしてくれ！　でないと退学なんだ」

「だめなものはだめ」

　桂はおっとりした口調でメンマをつまみ、ゆっくりとかみしめる。

　なけなしの生活費からラーメン代を捻ねん出しゆつしてまでお願いしているのに、桂が首を縦に振らない理由は遊馬も心当たりがあった。

　手を合わせて遊馬は桂を拝み倒す。

「頼むこの通りだ……お姉ちゃん」

「うん！　後輩の頼みじゃ受けられないけど、かわいい弟の頼みとあっては受けないわけにはいかないね♪　お姉ちゃんにお任せだよ」

　桂の笑顔が弾はじけた。カウンターテーブルの上にのっかりそうな大きな胸を張ってみせる。たゆん……と、マシュマロのように柔らかい二つの丘が揺れた。ファンが近くで見たら卒倒しかねない破壊力である。が、遊馬にはそれが恥ずかしかった。

　学園に入学してからの遊馬は桂に対してあえてよそよそしい態度をとった。呼び方も「先輩」で通している。自立したい遊馬には桂を「お姉ちゃん」と呼ぶのに抵抗があった。

　だが、背に腹は代えられない。

　心の中で嘆たん息そくする遊馬とは対照的に、桂の笑顔がいっそう輝いた。

「じゃあさつきちゃんとディーちゃんはわたしの妹だね♪」

「どういうつもりかしら？　ディーはともかくあたしまで妹だなんて」

「だってさつきちゃんはあっちゃんの……恋人？」

　人差し指を立ててから小首を傾かしげる桂の爆弾発言に、さつきのアホ毛が天を衝ついた。

「そんなわけないじゃない！　か、飼い主よ！」

「そうなのあっちゃん？　あっちゃんはさつきちゃんに飼われてるの？　あ！　わかった！　おしり夫婦みたいな？」

「たぶんそれはおしどり夫婦だろ。尻しりに敷かれるとまざってないか？」

　冷静な遊馬のツッコミに桂は少し恥ずかしそうだ。さつきも桂の独特なペースに翻ほん弄ろうされたのか、ぽかんとしている。

（――これで成績優秀ってのが信じられん）

　心の中で呟つぶやく遊馬の隣で、ミニラーメンを食べ終えたディーが店主に声をかけた。

「……大将、五目チャーハンひとつ」

　新聞を畳んで立ち上がると、無言のまま店主は中ちゆう華か鍋なべを強火にかけて熱し始める。

「って、おい待てディー！　五目チャーハンは予算オーバーだッ!!」

　自分はなにも頼まずお冷やだけで堪たえ忍んできた遊馬あすまだが、ディーは容赦なく店主に追加注文する。

「……大盛り。餃子ギヨーザも」

　遊馬の脳裏に不安がよぎる。

（――そもそも、これから先の生活費はどうするんだ？）

　遊馬は貧乏だ。一人暮らしはしているが市内屈くつ指しのボロアパートで、その激安な家賃の支払いすらも国が出す助成金でなんとかやりくりしていた。

　学園の奨学金制度による援助を受けられるほど、遊馬は優秀ではない。が、普通の高校などと違って、学園にはもう一つお金を稼かせぐ手段があった。

　学園の生徒はレベル３地域までならいつでも「塔」に挑戦できる。中で集めた戦利品――魔力結晶はラボが鑑定して買い取ってくれるのだ。

　しかし、遊馬には「塔」で戦うだけの力がない。よって、遊馬は貧乏なのである。

「じゃああたしはエビチリね。もちろん遊馬がごちそうしてくれるんでしょ？」

　対抗するようにさつきまで食の都に上じよう洛らくを試みた。

「勝手についてきて勝手に食ってんじゃねぇッ！　だいたい俺おれがおごるって言ったのは桂けい先輩だけでだな……」

「やっぱりお断りしよっかなぁ。先輩だなんて寂しいなぁ」

　桂は他ほかの誰だれにも優しいのに、遊馬に対してだけはちょっぴりサドっ気けがでるらしい。

「ごちそうするって約束したのは…………お姉ちゃんだけでだな、それに考えてみたらディーの食費を含む生活費のことは、学園からなにも聞かされてないわけで……」

　魔ま装そう具ぐのエネルギーは内蔵された魔力結晶でまかなわれている。無む尽じん蔵ぞうというわけではないのだが、酷使しても数時間待てばエネルギーが充じゆう填てんされ、再利用できるのだ。

　それとは別に、人型であるためなのかディーには食事が必要……なようである。その方が人間らしいと嬉うれしく思う反面、学園から支援がない場合、遊馬は早急にアルバイトを探さなければならない。

　普通のアルバイトも目つきが怖こわいというだけで、面接で落とされっぱなしの八連敗中なのだが……。

　店主がエビチリの用意まで始めていた。一皿１１００円である。価格設定がラーメンとはえらい違いだった。

「……遊馬は食べないの？」

「今日は食欲がわかないんだ」

「……なら、遊馬の分も食べるね」

　ディーは回鍋肉ホイコーローを追加した。桂けいが笑顔で告げる。

「今日はお姉ちゃんがごちそうしてあげるから安心してあっちゃん。ディーちゃんのことは放課後、草くさ壁かべ先生に聞いてみようね。まずは午後の授業を乗りきらないと。一年生はそろそろペア戦の時期かな？　本当はお姉ちゃんが組んであげたいけど……うん。どうにか学園にかけあえないかな？」

「じゃ、じゃあ俺おれは爆盛りチャーシュー麺めん！」

　遊馬あすまが桂の言葉を遮さえぎるように注文する。桂の場合、有言実行しかねない。

　小学校の頃ころ、その強こわ面もてゆえに運動会の男女ペア二人三脚であぶれてしまった遊馬に、上級生なのにもかかわらず桂がペアに立候補したという経緯がある。

　桂は遊馬を助けるのが当然だと思っているようだが、当時の遊馬は何とも言えない恥ずかしさでいっぱいにさせられた。

　高校生にもなってその再現だけは遊馬も回避したい。

「……ディーも爆盛りチャーシュー麺」

　桂は遊馬の意図に気づいているのかいないのか……にっこり笑うとチャーシュー麺を二つ追加した。

　ちなみに爆盛りとつくメニューはどれも、食べ盛りの遊馬ですら苦労する量……なのだが、ディーは大盛り五目チャーハンと餃子ギヨーザに回鍋肉も片づけてから、チャーシュー麺までぺろりと平らげる。

　お皿に残ったのはラーメンのスープと五目チャーハンのグリンピースだけだった。



　昼休みが終わると午後からは、魔ま装そう具ぐを使った実戦形式の訓練が行われる。

　巨大な体育館――室内訓練場が今日の訓練の舞台だった。先日の「塔」内訓練で気があった者同士がチームを作るなかで、遊馬はあぶれる……はずだったのだが。

「あんたくらいのハンデがないとやりがいがないのよね」

　さつきが胸を張ってペアの証あかしである腕章を遊馬に手渡した。エントリーも済ませて魔装具のリミッターも調整を終え、あとは出番を待つばかりだ。

「俺が役立たずだってことは認めよう。だが、そもそもなんで俺と組んでくれたんだ？」

「異論は認めないわよ。勘違いしてほしくないんだけど、あたしはあんたのことはどうでもいいの。あんたみたいな駄犬は、獣の罠わな的なものにでもかかればいいと思ってるくらいよ。だけど、一緒にいるディーが可哀かわい想そうでしょ？　あんたが弱すぎるせいでディーに危険が及ぶのを見てられないの!!」

　なんで頼りたくもないのに、こうも女に頼ってばかりなんだ……と遊馬は心の中でひとりごちた。

　自覚すると余計に遊馬はへこまざるをえない。戦う前から精神的にはボッコボコのペランペランだった。

「あんたはあっさりやられないように、相手から距離をとって威い嚇かく射撃でもしてなさい」

「わーってるよ。そんくらい」

　様々な魔ま装そう具ぐの中から、遊馬あすまが相棒に選んだのは拳けん銃じゆう型の魔装具だった。威力はエアガンに毛が生えた程度しかない。

「威嚇にもならんけどな」

　さつきとお揃そろいのオレンジ色の腕章をつけながら遊馬がぼやく。手首には金属のリングが装着されていた。これがリミッターの役割を果たす。生徒同士が試合形式で訓練する時に用いられるアクセサリーだった。

　魔装具へ送り込む魔力を50％にカットするのだが、遊馬の場合はつけてもつけていなくてもいっしょである。

　準備を終えて遊馬は周囲をぐるっと見回した。試合用のフィールドはサッカーのハーフコートほどの広さで、遮しや蔽へい物ぶつや起伏はなく平へい坦たんだった。

（――ったく、せめて隠れるための障害物くらい設置してくれてもいいだろうに）

　周囲には魔力防壁発生装置のポールが立っていて、場外に攻撃が漏れないよう安全が確保されていた。

　遊馬にとっては逃げ場のない檻おりだ。このフィールドに放り込まれたが最後、逃げまどうしかない。

　訓練ではチームのどちらか一人でも戦闘不能になったら負けである。「塔」の内部で仲間を置き去りにしなければならない状況に追い込まれた場合、たとえ自分が生き残ったとしてもそれは負けに等しい。仲間をカバーし、いかに生き残るかが試される訓練だった。

「じゃあ逝いってくる……もとい、行ってくるぜ。ディーは大人おとなしく外で待っててくれ」

　遊馬とさつきが準備を終えるのを、一歩下がって見つめていたディーに、遊馬は言い聞かせた。

「……ディーも戦う」

「今回はペアマッチだからな。俺おれとさつきで定員だ」

「……ディーは遊馬を守るって約束したから」

「約束？　そんなことしたか？」

　遊馬はそんな約束をした覚えはなかった。遊馬が一歩進めば、ディーもついてくる。カルガモの子供のように遊馬にべったり離れない。

　ルール上、魔装具を複数持ち込むことは禁じられていない。が、少数派である。ほとんどの生徒がそうしないのは、複数の魔装具に魔力が分散してしまい弱くなってしまうからだった。

「けどな、やっぱりまずいだろ三人は」

　遊馬あすまはディーを一人の女の子として考えることにした。先ほどラーメンやチャーハンを食べていた姿は、ちょっと大食いなロリ系美少女でしかない。ラーメンをふーふーして冷ます姿はただただ、愛らしいの一言だった。

　ディーが人間の形をした魔ま装そう具ぐだという事実を、ついつい遊馬は忘れてしまいがちだ。

　そんなディーを一人前のレディー……というのは言いすぎだが、普通の女の子にするのが遊馬の課題である。

「だめ……ディーは魔装具だから。遊馬を守るのが役目だから。役目がなくなったら……そばにいられないから」

　じっと懇こん願がんするような眼まな差ざしに遊馬の背筋が震ふるえた。ディーの宝石のような瞳ひとみが潤うるむ。心細そうで、逆に守ってあげたくなる。遊馬はディーを守りたいと思った。小さくて、繊せん細さいで、すぐに傷ついてしまいそうで……そんなディーを戦いに巻き込むなんて男として失格だ。

「お前は戦うな。俺おれの補習課題はディーを一人前の女の子にすることだから……そこで俺の勇姿を見ていてくれッ!!」

　勇姿というより逃げ惑う姿の方が正しいのだが「これから逃げ回る情けない姿を見てくれ！」と、ディーに言うわけにもいかない。

（――守ってやりたいが守れるだけの力がない。なら、せめて危険から遠ざけてやるのが親心ってやつだ……我ながら情けない限りだが）

　学園に入学してから、遊馬が挫ざ折せつしなかった日はない。

「一年Ｃ組。厳島いつくしま君、鬼おに切きりさん。前へ」

　審判を務める草くさ壁かべが防壁発生装置のブースから二人を呼んだ。

「じゃあ、行ってくるから待ってろ。良い子にしてたら今度ケーキでも……っておい！」

　ディーは遊馬の説得に応じず、結局戦闘フィールドについてきてしまった。草壁が防壁を展開させて、ディーもろとも遊馬たちとその対戦相手を閉じ込める。

　今日、遊馬たちと戦うＨ組の生徒たちから批難の声が飛んだ。

「どういうことだよッ！　ペア戦じゃないの？」

「ルール違反だな」

　双子なのか外見も声もそっくりなＨ組の生徒二人に、遊馬ではなくさつきが返す。

「あんたたちの目は節穴ね。確かにディーは女の子に見えるけど、れっきとした女の子なのよ」

「いや……さつき、ちょっと間違ってないか？　それじゃどっちにしろ女の子だ」

「え？　あ……ち、違った……わけじゃないの。ちょっと遊馬の冷静さを試しただけよ。実戦さながらの訓練を前に、引っかからなかったなんて余裕あるじゃない」

　遊馬に説明してから向き直って再び双子をビシッと指さし、さつきは吠ほえた。

「ディーは女の子の形をした魔ま装そう具ぐなの。わかったら黙って正々堂々戦いを辞退なさい」

　命令口調で高圧的なさつきの態度に双子の弟が吠ほえ返す。

「い、意味わかんない！　ねぇ兄貴あいつらムカつくよ」

「落ち着け。成績最下位と上位クラスが組んでるのは少し解せないが、強豪同士で組まれるよりも付け入る隙すきが多く幸運だ。噂うわさで聞いただけだが……あれも魔装具なようだ」

「あの女の子が？　あんなにかわいいのに？」

「ああ。油断するな」

「そっか……かわいいけど……魔装具なら壊してもいいってことだよね？」

「危険ならば優先的に破壊する」

　兄の方は落ち着いた口振りで狙そ撃げき銃型の魔装具を構えた。弟もそれに合わせるように、盾たて型魔装具に魔力を込める。

　準備も整ったと草くさ壁かべが進行した。

「では、あともつかえているので、さっそく二対二の戦闘訓練を開始します。リミッターで制限されていますが、急所への攻撃は禁止ですよ。制限時間は十分間。戦闘中、ペアのどちらかが気絶、負傷などして行動不能になった場合、そこで訓練は終了です」

　遊馬あすまも銃を抜き身構える。草壁が軽く眼鏡めがねを人差し指で押し上げてから、防壁制御用ブース内のボタンに指を乗せた。

「それでは……戦闘訓練開始ッ！」

　草壁がスイッチを押すと、開始を告げるブザーの音が室内訓練場に響き渡った。

　開幕と同時に遊馬は走る。双子の相あい川かわ兄の魔装具は狙撃銃。リミッターで制御されていても、その威力は侮あなどれない。狙撃の精度も高かった。遮しや蔽へい物ぶつがないため、遊馬は常に走り回って狙ねらいをつけさせないようにした。

　その間にさつきが距離をつめて相川兄を狙うのだが、弟の盾がさつきの鞭むちを阻はばむ。

「ちょっとあんた邪魔よ！　そこを退どきなさいッ!!」

　四肢を躍動させてさつきが鞭を振るう。ヒュンと切り裂くような一撃が弟の盾に易やす々やすと弾はじかれた。

「ならッ！　これでどうかしらッ!?」

　新体操のリボンのように、さつきは頭上で鞭を回して円を描く。その円はだんだんと大きくなっていった。さつきの鞭は魔力を込めることで自在に伸び縮みする。

「伸びたって兄貴には届かない。届かせないッ!!」

　相川弟も盾に魔力を注ぎ込む。盾の周囲から紫色の魔力のオーラが噴き出した。防壁だ。このフィールドの周囲に展開しているものと、同様の性質を持った防御フィールドが盾を中心に広がった。

「防御だけしか取り柄がないの？　臆おく病びようなのね？」

「挑発のつもりなら無駄だよ。その鞭むちじゃ俺おれの防壁は破れない」

「破る必要なんてないわよ」

　さつきが再び相あい川かわ弟めがけて鞭を放つ。

「頭の出来が悪いみたいだねッ!?　真正面からなんてさッ!!」

　まるで時間が止まったように、鞭がぴたりと空中で制止した。先端部分が右に折れ曲がり、伸びる。奇妙な光景だった。空中を這はう蛇のようにさつきの鞭が相川弟を迂う回かいして、その背後に回り込む。

　変幻自在の軌道を描く。それがさつきの魔ま装そう具ぐ――蛇姫サーペントの能力だ。

　先にさつきの狙ねらいに気づいたのは、攻撃を仕掛けられている相川弟ではなく、遊馬あすまの動きを捕捉しながらきっちり弟の位置も確認していた相川兄だった。

「後ろだッ！」

「――ッ!?」

　兄の一声で弟は盾たてから発した魔力防壁を背中側に展開させて、さつきの一撃を防いだ。

　そのまま相川兄が銃口を弟の背中に向ける。正確にはそのわき腹の数センチ横だ。フィールドを走り回る遊馬には目もくれず、相川兄はトリガーを引く。

　放たれた魔力の弾丸は弟の盾の脇わきをすり抜けていった。相川弟は兄の弾丸が通れるだけの、直径十センチほどの穴を魔力防壁にあけていた。そこを素通りして魔力の弾丸がさつきの肩をかすめる。触れてもいないのに衝撃波でさつきは軽くはねとばされた。

「さつきッ！　大丈夫か？」

　思わず遊馬の足が止まる。駆け寄ろうとするとさつきが首とアホ毛をぶんぶん横に振る。

「かすり傷よ。あんたの方こそ棒立ちじゃないッ!!　ほんと……やっかいな連れん携けいね」

　リミッターが利いていてこの威力なら、相川兄が放つ狙そ撃げき銃の攻撃力は三年生の上位かセミプロ級。一発ＫＯの危険もある。遊馬は思考した。

（――これだけの威力があるのに今までの訓練で目立たない……そうか、こいつらは二人で組まないと実力を発揮できないのか）

　これまで頭角を現さなかったのも、それぞれが特化しすぎた性能の魔装具を使っていたからなのだと遊馬は理解した。一つの性能を突き詰めた魔装具には弱点も多い。

　だが、この兄弟はお互いをカバーしあうことで弱点を消していた。相川弟のねちっこい防御と、兄の一撃必殺の破壊力。双子ならではのぴったりと息の合った連携は、今の遊馬たちにとって脅威以外の何物でもない。

（――このままじゃじり貧だな……そういえばディーのやつはどこだ？　まさか流れ弾で怪け我がなんてしてないよなッ!?）

　相川兄の銃口がディーに向いていないことを祈りつつ、遊馬は周囲を確認した。もちろん足は止めていない。

　ディーはフィールドの隅っこで、ずっと相あい川かわ兄を見つめていた。棒立ちである。相川兄はディーに対しても警戒を怠おこたっていないのだが、ディーを倒しても勝利にならないことがわかっているためか放置していた。

「信じがたいがあれは魔ま装そう具ぐ。では、やはり倒すべきは……こちらか」

　相川兄の銃口が再び遊馬あすまを狙ねらった。遊馬は走る。走る。走り回る。フィールドを駆け巡り狙いを定めさせない。

（――こっちから仕掛けるか？　いや……無理だよな）

　演習場の端に陣取った兄が遊馬には遠い。逃げ回りながらまともに拳けん銃じゆうを撃って当たる距離ではない。遊馬が相川兄に攻撃を当てるには、近づいて足を止めてきっちり狙う必要がある。

　その時が相川兄にとっても遊馬を狙う絶好のチャンスになるだろう。

（――つまり、俺おれが足を止めれば狙そ撃げきの的になる。かといって俺が走りながら撃っても当たる距離じゃない。空気以下だな俺）

　空気がなくては呼吸できないのだが、遊馬の場合いるだけでハンディになり、囮おとりにすらなれていなかった。

　それこそ雷にでもなったつもりで、俊敏に左右と縦の動きを組み合わせて接近でもしなければ、相川兄の懐には入り込めそうにない。

（――せめてもう少し魔装具と同調率が上がれば……いや、今さら泣き言を口にしてもどうにもならんだろ俺ッ!!）

　同調率。それは魔ま装そう士しと魔装具の相性と言い換えてもよい。

　魔装具との同調率が上がるほど魔装士の身体能力は魔装具の影響で強化されるのだが、遊馬がいくら気合いをいれてみても、拳銃型魔装具がそれに応こたえてくれる気配はない。

　遊馬が手をこまねいている間もずっと、さつきは押されていた。相川弟は盾たてを構えて常にさつきの攻撃を誘っている。わざと攻撃させて隙すきをつくり、兄が撃ちやすいよう誘導するつもりなのだ。

「あいにく待つのは苦手なのよねッ!!」

　わかっていてもさつきは挑発にのってしまった。こればかりは性分だ。

　ボクシングのフックを放つ要領で横になぎ払った鞭むちが、突然カクンと折れ曲がって天井めがけて伸びる。ある程度の高さで弧こを描いてから落下し、鞭が相川弟の頭上めがけて一直線に飛んだ。

「残念。さっきの攻撃で手の内は見せてもらったからね」

　盾を頭上に構え直して相川弟は難なくさつきの攻撃を弾はじく。

「ああもうじれったいわね！　攻める気のない相手がこんなにやりづらいなんて思わなかったわ。けどいい経験よ。崩して倒す練習相手にはうってつけね」

「そういう台詞せりふは勝った人間がするもんだろ？　相方がアレじゃ勝ち目ないよ？」

「勝つわよ……あたしたちはッ!!」

　さつきは連続して鞭むちを放つ。まるで一本の鞭が数本に分裂したかのような手数をみせた。だが、すべて相あい川かわ弟の盾たてに阻はばまれる。間――。ほんの一瞬、さつきが攻撃のテンポを緩めた刹せつ那な。相川兄の狙そ撃げき銃から魔力の弾丸がさつきめがけて放たれた。

「こっちだってそれくらい読めてるわよッ!!」

　寸前のところで身を翻ひるがえしてさつきは直撃を避ける。こんな芸当ができるのも、さつきが鞭とうまく同調して反射神経が研ぎ澄まされているおかげだった。

　伊だ達てに一年生でもトップクラスの戦闘センスの持ち主ではない。

「なるほど。さすがに学年でも名前が通っている使い手だ。一ひと筋すじ縄なわではいかないか」

　呟つぶやきながら相川兄は遊馬あすまとディーの位置を確認した。遊馬は相変わらず、相川兄に注意を向けながら走り回っている。

　戦局はワンサイド。遊馬が逃げ回っている間も、さつきの手数が徐々に減り始めている。

「こうなりゃ……俺おれの方から行くしかないか」

　低い可能性でも遊馬は自分から仕掛けることにした。

（――直撃したら痛いじゃ済まないかもな）

　訓練ということもあり急所への攻撃は禁じられている。とはいえ、少なく見積もっても骨の何本かは持って行かれそうだった。そうなれば医療センター送りは免まぬがれない。

　遊馬の意識が、集中が、一瞬だけ相川兄から離れてしまった。その瞬間を狙撃手は逃さない。

　銃口が狙ねらう。遊馬の右肩、直撃コース。

　その瞬間をディーは見ていた。遊馬に迫る脅威をディーは認識していた。すでにディーは走り出していた。

「……遊馬は守るから」

　ディーが遊馬と狙撃銃の火線の間に割り込む。相川兄は構わずトリガーを引いた。

　放たれる凶弾はまっすぐに飛ぶ。遊馬をかばったディーめがけて。

「ディーッ!!　来るなッ!!」

　遊馬は叫ぶがすべてが手遅れだった。

　無力感に膝ひざを折りそうになった遊馬だが、状況はその想像を超えた事態になっていた。

　金属をグラインダーにかけた時の甲高い音とともに、火の粉が舞い散る。

　ディーの手から瞬時に膨らんだ巨大なシャボン玉の泡……それがディーを包み込み火線を防いでいた。相川弟が悲鳴をあげる。

「そ、そんな……あんなふざけた形の防壁が、なんで兄貴の直撃を防げるんだよッ!!」

　ふわふわと空気に揺れる不思議なシャボン玉。だが、それはディーによって生み出された高性能な魔力防壁だった。

　驚いたのは相あい川かわ弟だけではない。一番驚いたのは遊馬あすまだった。

「な、な……ななななんだよ今のは？　防壁なのか？　ディーがやったのかッ!?」

　ディーはコクリとうなずいた。

　火花が収まるとプチンッ！　と弾はじけてシャボンは消える。その背後にいた遊馬は当然無傷。これで戦局は急変した。

　事実上、三対二である。相川兄の攻撃力は絶対的だが、防御は弟にまかせっきり。その弟はさつきを抑えるのに手いっぱいだった。

　ディーに攻撃を防いでもらえば、遊馬が相川兄を射程に捉とらえるのは時間の問題……と、兄の方が狙そ撃げき銃の銃口を降ろした。

「審判。この戦闘を辞退する」

「ちょ、ちょっと兄貴！　まだ負けって決まったわけじゃないだろッ!!」

　弟が吠ほえるが兄はゆっくりと首を左右させる。

「よく見ろ。お前の防壁を」

　小さなヒビが入っていることに相川弟は指摘されてようやく気づく。さつきもただむやみやたらに攻撃していたわけではない。ピンポイントに防壁の一カ所を狙ねらっていた。

「こ、こんな小さな傷なんて」



    

  
    
      



    

  
    
      「おそらく鞭むちによる乱打の時だろう。大きく鞭を曲げてみせるフェイントは、それ自体が我々の注意を引きつけるための罠わなだ。気づかなかったお前には安心して背中を預けられないな」

「ごめん……兄貴」

　制御ブースで審判の草くさ壁かべが笑顔をつくっている。フィールド四方の防壁も解除された。

「いい判断ですね相あい川かわ君。撤退の見極めがきちんとできていました」

　反撃に転じる前に遊馬あすまたちは勝ってしまった。おかげで勝利の実感もなにもないのだが、ディーは振り返るとにっこり微笑ほほえむ。

「……よかった。遊馬が無事で」

　笑顔から今にも泣き出しそうな顔に早変わりしていた。

（――あんまり感情は顔に出さないと思ってたんだが、意外だな。それにディーにこんな力があったなんて……）

　遊馬が驚く一方で、さつきは相川弟にとどめを刺していた。

「とっとと負け犬は去りなさい」

「な、なんだとこのクソ女ッ!!　そっちは三人がかりだろッ!!」

「言い訳なんてみっともないわね。何を言おうと負け犬の遠とお吠ぼえよ？」

　容赦のない勝利宣言をするさつきは満足げに胸を張った。まだ口げんかをしたりなさそうな相川弟だが、兄が一いち瞥べつくれると黙り込む。兄弟が先にフィールドから外に出た。

「あ、ありがとうなディー。あのシャボン玉は防壁なのか？」

　遊馬の質問にディーはコクリとうなずいた。魔ま装そう具ぐはその形から性質がなんとなく想像がつく。狙そ撃げき銃なら長距離攻撃。盾たてなら防御。鞭なら変幻自在の打撃。だから今まで遊馬にはディーの能力が見当もつかなかった。

（――道理で俺おれのことを守りたがるわけか。ディーの魔装具の性質は盾に近いんだな）

　自分が何もできなかったことがますます遊馬には心残りになる。結局、ディーに助けられた。攻撃もさつきに頼りっきりだ。

「あら？　落ち込んでるのかしら遊馬？　試合に勝ったんだしいいじゃない？」

「励ましてくれてるのか？　さつきにもちょっとはいいところあるんだな」

「べ、別にそんなんじゃないわよ。最初っからあんたのことなんて戦力にカウントしてないんだから、反省されても落ち込まれても意味ないって言ってるの」

　オレンジの腕章を外してさつきは口をとがらせた。次のペアにそれを手渡したら、試合を終えたチームは休憩しつつ観戦タイムになる。戦いを見ることも訓練の一環だった。他者の試合を見てレポートを提出するのも義務づけられている。

「……ディーの力は遊馬の力だよ」

　まるでフォローするようにディーは呟つぶやいた。さつきが目を丸くさせる。

「あら？　確かにそうとれなくもないけど……ディーは遊馬あすまを甘やかしちゃだめよ？　こんなのが調子に乗ってもろくなことないんだから」

　ディーは魔ま装そう具ぐなのだから、あれだけの力を発揮したのもその使い手である遊馬の魔力があってのことである。

（――もしかして、俺おれって……銃型とか剣型じゃなくて、人型の魔装具と相性がよかったのか？　なんか、ディーのおかげとしか思えないし、誇ることじゃないんだろうけど……でも……嬉うれしいな。ちゃんと俺にも魔力があって、ディーを通してだけど力が発揮できたんだ）

　遊馬は自分の力の開花に戸と惑まどいと喜びの両方を感じていた。才能があるあると言われながら、実際にはなにもできずにいたこの数ヶ月。自分がなぜ学園に来てしまったのかと、ラボの測定結果をひたすら疑い続けてきたのだが、ようやくその霧が晴れたのである。

（――いや、お、俺は別に魔ま装そう士しになりたいんじゃないんだし。力があっても困るんだけどな……でもないよりはマシか？　ともかくディーには感謝だな）

　複雑そうな顔をする遊馬と視線が合うたびに、ディーはにっこり微笑ほほえみ返すのだった。



　訓練のあとのホームルームで遊馬は草くさ壁かべから、当面のディーの生活費や諸経費などはラボから支給される……ということを聞いて人心地がついた。

　だが、遊馬にはもう一つ草壁に確認しておかなければならないことがある。

「まさかとは思うが、ディーの部屋はどうなるんだ？　用意されてるんだよな？」

「何を言ってるんですか厳島いつくしま君？　当然、寝食をともにしてもらいます。では本日はこれにて。ああ、厳島君。先生も忙しい身なのでこれ以上の質問はしないでくださいね。言葉を発した瞬間に退学も……あり得るとかそうでもないとか」

　釘くぎを刺してから草壁は教室を出る。若じやつ干かん早足気味で職員室に向けて一直線だ。

　取り残されて遊馬は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　つまり……同どう棲せい。

　遊馬のすぐ隣にはディーとさつきの姿があった。美少女二人に挟まれて周囲の男子から羨せん望ぼうと嫉しつ妬との入り交じった視線が突き刺ささる……のだが、その実情は彼らが思うよりも幸せではない。

「ディーはあたしと一緒に女子寮ね。こいつと一つ屋根の下なんて危険すぎるわ」

　遊馬は安あん堵どした。この時ばかりはさつきの強引さに感謝する。ボロアパートにディーのような美少女と二人きり。

　間違いは起こらない。起こしてはならない。起こさないための最善策は、一緒に住まないことだった。

「さつきに危険人物として認定されるのは納得できんが、ディーが女子寮で生活するってのには賛成だな」

「……だめ。遊馬あすまのそばにいて、遊馬を守る。女子寮に行くなら遊馬も一緒」

　ディーは遊馬の腕にぎゅっと抱きついてきた。ふにんとした柔らかい感触に遊馬の背筋に電撃がほとばしる。

（――ぺったんこだけど、やっぱり全体的には柔らかいんだな……女の子って）

　遊馬の顔が赤くなり、それに反応してピンッ！　とさつきのアホ毛が立つ。

「まさかディーのお願いを叶かなえるために、自分も女子寮に住まわせてほしいなんて言わないわよねッ!!　自分の欲望を満たすためにディーを利用するってわけ？」

「言うかッ！　するかッ！　そんなことッ!!」

　ちょっといいかも……と、一瞬だけでも思ってしまったのは秘密だ。

「……遊馬もさつきも一緒？　桂けいは？」

「桂も同じ寮に住んでるわ。でも遊馬は別よ！　ともかく遊馬が女子寮にいたら浮いちゃうでしょ？　おかしいでしょ？　問題大ありでしょ？」

「……大丈夫だよ。ディーが守るから」

　さらに遊馬の腕をぎゅううッ！　とディーは抱きしめる。

（――吸いつくような密着感ッ!?）

「拒否権があると思ってるの遊馬？　もちろんディーは女子寮に預けるわよね？」

「……遊馬はディーと一緒じゃ嫌？」

　どっちの意見を選んでも、嫌なことになりそうだ。

　そんな放課後の一年生の教室に上級生が乱入してきた。

「あっちゃん！　今日は用事があるから堂々と来たよ？　これまではあっちゃんに迷惑かけるかもって自重してたけど、ディーちゃんのこともあるしッ!!」

　桂が満面の笑みをたたえて一年Ｃ組の教室に入ってくる。放課後で帰る支度をしていた生徒たちも手を止めた。

「桂先輩。人前でその呼び方は困るんだが」

「あのねあっちゃん！　お姉ちゃん決めたの！　もう自分を偽いつわらないって。これからは用事があってもなくても、しょっちゅう遊びに来るからね？」

「いや、偽るとかそういうのじゃなくて、普通にしていてくれないか？　あと、できれば重要な用事がある時だけにしてもらえると助かるんだが」

「これが普通なの！　あっちゃんはやっぱりお姉ちゃんの弟だよ！　弟と仲良くするのはお姉ちゃんにとって重要事項だし♪」

「頼むから帰ってくれッ!!」

　教室中の視線が遊馬に集まっていた。

（――この場から消えてなくなりたい）

「……遊馬あすま、大丈夫？」

「大丈夫だ。心配すんな。むしろ心配される方が精神的にはキツイ」

　さっそくさつきが桂けいを味方に引き入れた。まだディーの身の振り方は決まっていない。

「いいところに来たわね。桂からも言ってあげてちょうだい！　ディーは遊馬と生活するよりも、女子寮であたしたちと生活すべきだって」

「じゃあみんなであっちゃんのお家うちで生活しましょ♪　我ながらグッドアイディア♪」

（――バッドすぎる提案だろうが！）

　と、思ってはみたのだが、遊馬の頭の中に起死回生のアイディアが閃ひらめいた。

「よし。わかった。そうまで言うならそうしよう」

「お姉ちゃんの言うことをきいてくれる素直なあっちゃんは弟キャラの鑑かがみだね？」

「なら案内なさい」

「……遊馬とずっと一緒だよ」

　三人を引き連れて帰るのも恥ずかしいのだが、遊馬は歩き始める。普段の帰り道が遠く遠く感じられるのだった。



    

  
    
      


第二章　押しかけて六畳間





　虹にじ浦うら市が「塔」と魔力結晶の研究施設として誕生したのは二十年ほど前になる。さらに学園都市としての機能が完成したのはここ十年の話だった。

　なのに、まるで文化財の建築物でも移築してきたように……そのアパートは築五十年ほどに見えるのだ。薄い壁。トタン屋根。立てつけの悪い窓から入り込むすきま風。ビルとビルの合間という立地のせいで日差しは皆無に等しい。

　それが遊馬の住む風ふ呂ろ無しトイレ共同のアパート「レジデンス虹浦」だ。土色の壁は所々ひび割れて、今にもはがれ落ちそうだった。

「どうだ！　中はもっとすごいぜ」

　胸を張る遊馬。これだけ酷ひどい住環境は虹浦市内を探し回ってもここくらいなもの……ディーもさすがにこんなところには住みたくないだろう。

「……ディーは遊馬と一緒なら、どこでも生きていけるよ」

　健けな気げな一言に遊馬のもくろみはもろくも崩れ去った。

「な、なかなか趣おもむきがあるじゃない！」

　さつきの自慢のアホ毛がぺたんと垂れ下がっている。どん引きなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「けど、アンティークすぎるのもどうかと思うわ。『塔』に入って稼かせげないならアルバイトすればいいじゃない？」

「この顔で接客業は無理だから、引っ越しのバイトを受けた。が……面接で落とされた」

　苦い思い出に遊馬あすまは自じ嘲ちよう気味に笑う。と、桂けいが遊馬の疑問にスパッと答えた。

「それはきっと、あっちゃんが学園の生徒だからだよ。学園は生徒に『塔』に入って訓練することを推奨してるから、よっぽど人手に困ってないと学園の生徒を雇わないって、前に友達から聞いたことがあるの」

「なるほどな。『塔』に入れない俺おれにとっては死活問題だ。死刑宣告された気分だぜ」

「困ってるなら……あっちゃん、仕送りしてもらう？　お姉ちゃんは自活できるし」

「それは駄目だッ!!」

　脊せき髄ずい反射的に遊馬は拒否した。お世話になった楠くすノの葉は家――桂の家族にこれ以上迷惑はかけたくない。

　軽く咳せき払ばらいをして遊馬は続ける。

「というわけでディー。こんなところにお前を住ませるわけにはいかないんだ。冷暖房もまともにないからな」

　金髪のツインテールを揺らしてディーが首を傾かしげる。

「……中が気になる」

「うんうん！　お姉ちゃんもあっちゃんの部屋見てみたいなぁ♪」

　建物の外見など気にせずに桂がアパートの奥へと進む。遊馬の部屋は１０６号室……建物の最奥で太陽とは無縁な部屋だった。

「おい、待て！　どうするつもりだ！」

「これから四人一緒に住むんでしょ？　あっちゃん覚悟はできたんだよね？」

「……遊馬と一緒……よかった」

　ディーは小さく「ほっ」と息を吐いた。遊馬を見つめるエメラルドグリーンの瞳ひとみには、不安も恐れもなく信頼感でいっぱいである。

「頼むさつき！　こいつらを説得してくれ！」

「あ、あたしに言わないでよ！　けど、四人ってどういうこと？　なんであたしが含まれてるわけッ!?」

　唯一、予定通りどん引きしてくれたさつきだけが、今の遊馬には頼りだった。

「あんたこんなところに住んでて大丈夫なわけ？　体にカビとか生えてない？」

「正直、梅つ雨ゆ時どきにはどうなってるかわからんな」

「引っ越しなさいよ」

「そんな金はない」

　きっぱりと遊馬は言いきった。さつきは遊馬から視線を外すと小声で呟つぶやく。

「なら……今度から……『塔』に一緒に行ってあげなくもないわよ。『塔』で魔力結晶を集めて引っ越し資金にあてればいいし、そのあとも定期的に『塔』で戦ってあげるわ。べ、別にあんたの身体からだのことなんか心配してないわよ。けど、クラスで席も並べてるんだし、カビられても困るじゃない。それにこうして家の場所とかわかっちゃった以上、あんたが急病で学校を休んだ時にノートを届けにいってあげなきゃならないし……そんな時にここまでじめっとしたところに入るのは嫌なのよ。だからせめて引っ越しして、普通の部屋に住んでほしいだけで……普通の部屋ならお茶くらいごちそうになってあげてもいいわ。お茶だけよ！　あ、でもお菓子類はありね。ケーキでも用意してればいいんだわ。それで一緒に……」

　さつきの顔が赤くなる。膝ひざを内側にすりあわせるようにしてモジモジっとしていた。アホ毛もくんにゃりおとなしくなり、しおらしさすら漂っている。

　ディーと桂けいは一足先に、アパートの奥の奥にある遊馬あすまの部屋の玄関前に移動していた。ディーたちに聞かれる心配がないためか、さつきの口はさつき自身が思っていた以上によく回る。

「って、やだ……あたしってばなんてこと口走ってるのよ。本当にあんたのためじゃないんだからね」

　自分の気持ちがさつきにはよくわからない。顔どころか耳たぶまで赤くしてさつきは念を押した。が、念を押した相手――遊馬の姿がそばにない。

「あっちゃん早く！　鍵かぎを開けてくれないと入れないよッ!!」

「本当に入るのかよ……ったく」

　桂に呼ばれて遊馬もアパート奥の玄関前に行ってしまったあとだった。

「入れてくれないなら壊してでも入り込むからッ!!　ね！　ねッ!!　あっちゃん、追い詰められた時のお姉ちゃんの強引さはよく知ってるでしょ？」

　遊馬はドアの前でしぶしぶ鍵を取り出していた。その背後までやってきて、さつきは怒りに肩を震わせた。

「あたしを華麗にスルーだなんていい度胸じゃないッ!!」

「さつきちゃんどうしたの？　かわいい顔も怒ってばっかりだともったいないよ？」

　桂が首を傾かしげる。さつきがなんで怒っているのかわからない。

「な、なんでもないわよ！　気にしないでッ!!　あたしが遊馬を怒鳴りつけるのなんて日常茶飯事でしょ？　特に変わったことでもないわ!!」

「そっか。あっちゃんは尻しりに敷かれるタイプだもんね♪」

　さつきと桂のやりとりに不安を覚えつつも、遊馬は鍵穴にキーを差し込んだ。

「いいか。片付けるから大人おとなしく待ってろよ」

「お姉ちゃんはあっちゃんのありのままを受け入れる心の準備はできてるよ？」

「……ディーも遊馬あすまを受け入れる準備……できてるから」

「ともかく五分待てッ!!」

　慌てて自室に飛び込むと遊馬は内側から鍵かぎをかけた。

（――この本はベッドの下で、こっちのアレは……ふぅ、貧乏すぎて物が少ないから片づけは楽だが、隠す場所が足りん）

　五分とかからず遊馬は片づけを終えてドアから顔を出す。

「よし。入っていい……が、別に一緒に暮らすなんてあり得ないからな。それが不可能だってことを証明し、確認するために部屋を見てもらうだけだ」

　遊馬が念を押しても構わず桂けいは玄関に乗り込んできた。靴の置き場もほとんどない。

「おじゃましま～す。あ！　ただいまの方がいいかもしれないね」

「……ただいま」

「あたしの靴を置く場所がないじゃない。なんなの？　まだ外は明るいのにカーテン全部開いていても暗いわよ!!　これじゃ窓の意味がないわッ!!」

　遊馬が蛍けい光こう灯とうのひもを引っ張った。昼間でも灯あかりがなければ薄暗い。入ってすぐにミニキッチンがあるほかは仕切りもなく、部屋の半分近くをベッドが支配している。広さは和室の六畳間だった。

　パソコンもテレビもなく、常に通電されているのは小型の冷蔵庫くらいなものである。収納スペースは青い猫型ロボットでも入っていそうな押し入れだけ。家具も小さな折りたたみ式のテーブルが一つ。

「どうだ！　エアコン風呂無しトイレ共同。自分で言うのもなんだが酷ひどいだろ」

「へぇ♪　あっちゃんにしてはけっこう綺き麗れいに片づいてるね。昔はパンツとか脱ぎっぱなしで散乱してたのに」

「俺おれだっていつまでも子供じゃないからな」

「そうだねあっちゃん♪　お姉ちゃんは弟の成長が寂しくもあり、嬉うれしくもあるよ！」

　桂が感心したようにウンウンとうなずいてみせる。一方、さつきは不満げだ。

「単にモノがないから片づいて見えるだけじゃない。簡素を越えて空虚ね」

　腰に手を当ててさつきが言い放った。ディーはぼんやりと窓際に立っている。目の前は隣の建物の壁がそびえており、洗濯物を干すスペースすらままならない。

「……ディーは魔ま装そう具ぐだから、冷暗所での保管も大丈夫だよ」

「ディーには人間らしい生活をしてもらわなきゃならないんだ。ここじゃ保管庫と変わらん。人間らしい生活なんて営めん」

「……保管庫は湿度も温度も管理されてたよ」

「じゃあ保管庫以下だ！」

　やけくそ気味に遊馬は吠ほえた。四人が部屋に立っているだけで、狭い空間が一層窮きゆう屈くつに感じられる。

「これだけ近いと、二人の距離も近づきまくりだねあっちゃん？」

「誤解を招く言い方すんなッ!!」

「わぁ♪　あっちゃんにつっこまれちゃった。昔を思い出すね。あっちゃんは昔から隙すきあらばお姉ちゃんにつっこみ、つっこみ、つっこみまくってたもんね？」

「わざとかッ!?　わざとだよな三回も強調したのはッ!!　なにとは言わないがディーの健全な育成に悪影響を及ぼすつもりかッ!!」

「やだ♪　あっちゃんってば何か勘違いしてるの？　イケナイ子なんだから♪」

　嬉うれしそうに桂けいは目を細める。何を言ってもダメだと遊馬あすまは肩をすくめた。

　さつきがどさっと遊馬のベッドに腰掛ける。布団は湿気を吸ってぺったんこだった。

「そうね……一晩泊まってみましょ？　それで生活できるかどうかわかるんじゃない？　もちろん、あたしも参加するわよ。あんたとディーを二人だけにしたら、何が起こるかわかったものじゃないし」

「人を野獣みたいに言いやがって……いや待て！　なんでそうなるんだ！　泊まってみるってどういうつもりだッ!?」

「外泊許可くらい簡単に出るわよ。成績優秀なうえに事情は草くさ壁かべ先生も知ってるんだし」

「それならお姉ちゃんも大丈夫だよ。あっちゃんの課題のことは先生たちから聞いてるし、なによりお昼休みにあっちゃんから協力要請されてるから問題なし！」

　このままでは遊馬は、今夜一晩を女の子三人と過ごすことになりかねない。

「よーし！　ミニだけどキッチンもあるし、今晩はお姉ちゃんが手料理作っちゃうぞ！　買い物に行くついでに着替えも取ってこないとね。今夜はお泊まり会だよ！　そういえばディーちゃんは制服以外に服がないんだっけ？　とりあえずお姉ちゃんのを貸してあげるから、次の休日にみんなでお買い物に行こうね！」

　ちゃっちゃと仕切る桂に遊馬は頭を抱える。ディーは桂の申し出に「……ありがとう」を連呼していた。テンポよく桂が決めるたびに、ディーは感心したようにくりっとした瞳ひとみを輝かせる。主人を尊敬する愛犬のような従順さだった。

　ベッドに腰掛けていたさつきはというと……すっとベッドの下の暗がりに手を伸ばす。指先にこつんと何かが当たった。

「あら？　本当にあるものなのね」

「って、おい！　変なところに手を突っ込むな!!」

　遊馬が止めても手遅れである。さつきは隠されていたそれをぐいっと引っ張り出した。

　本……それも一冊や二冊ではない。本……本……本……本ッ!!　本棚を買って並べた方がいいのでは？　というほどの、大量の本がベッドの下から発掘される。フルカラーのそれらを並べてさつきは絶句した。

「……なによ……これ……あんたの趣味って……変態じゃないッ!!　こんなもの見て興奮してるの？」

「お、お前に言われる筋合いはないだろッ!!」

　負けじと遊馬あすまは吠ほえ返す。先ほど慌てて片づけたのだが、もっと念入りにしておくべきだったと遊馬は後悔した。

　さつきの手で掘り起こされ、ベッドの上に次々と投げ出される……ケーキやお菓子のレシピ集。

「あ！　あっちゃんやっぱりケーキ屋さんになりたいんだ？　昔からあっちゃん甘いのが大好きだったもんね」

　一冊を手に取ると桂けいはぱらぱらめくる。どの本にも付ふ箋せんが貼はってあり遊馬なりにメモ書きが足されていた。

　半分は甘党な桂の影響である。桂を喜ばせたくて行き着いたのがケーキだった。それに、そもそも遊馬自身も甘いものは嫌いじゃない……いや、もっとハッキリ言うべきだろう。

　大好きだ……と。好きなことを仕事にするのは辛つらいというが、それでも遊馬は将来……パティシエになりたいと思っている。

　学園を無事卒業して専門学校へ進み、立派なケーキ職人になるのが今の遊馬の人生における目標なのだ。

　ケーキのレシピ集を眺めているだけで、遊馬は幸せな気持ちになれた。

「……綺き麗れいだね」

　桂がめくっているページを横からのぞき込んでディーが呟つぶやく。飴あめ細工や色とりどりのフルーツで飾られたケーキの写真は、知識としてそれがなんなのかを知らないディーにも美しいと感じさせる魅力があった。

「これ全部食べられるんだよ。しかも甘くて美お味いしいの！」

　桂の言葉にディーは目を丸くさせた。

「……全部？」

　本に向かって大口をあけるディーを遊馬が止める。

「いや違う！　これは本で写真だからッ!!　実物のケーキは今度ちゃんと見せるから」

　虹にじ浦うら市最大のショッピングモールであるレインボータウンには、日本中の有名店が支店を出している。今は収入の関係でショーケース越しに見せるのが精一杯。ごちそうしてあげられないのが遊馬には辛いところだ。

「呆あきれた。男のくせにケーキが好きなんて軟弱ね」

　さつきが挑発するように肩をすくめる。が、遊馬も黙ってはいなかった。

「別にいいだろ。それより他ひ人とのこと言えるのかお前は？」

　さつきにどんな仕打ちをされても我慢できたのは、さつきが秘密にしたがっている夢と遊馬あすまのパティシエという夢に、どこか近いものを感じたためだ。さつきの夢を尊重したいという理由で遊馬はずっと黙ってきた。それなのにこんな言われようは心外である。

「プロの魔ま装そう士しになるよりも、さつきはあっちの方が……」

「ちょ、ちょっとやめて！　その話はしないって約束したじゃないッ!!」

　ディーと桂けいが慌てるさつきに視線を集めた。

「……あっち？」

　じっと見つめるディーの眼まな差ざしからさつきは逃げようとするのだが、狭い部屋の中では隠れる死角も見あたらない。慌ててさつきは話を変えた。

「と、ともかく夕飯作るにしても、コンロが一口しかないキッチンじゃどうにもならないし……どうするのよ？　お弁当でも買ってきた方がいいんじゃないかしら」

　桂は首を左右させてお弁当案を却下する。

「お鍋なべにしよっか！　そうだ！　あっちゃん大きめのフライパンある？　それですき焼きなんてどうかな？　電気コンロで先にお肉とか全部煮ちゃうけどいいよね？　材料や足りないものはお姉ちゃんに任せておいて♪」

「またおごってもらうのか……俺おれは」

「若くしてヒモね」

「……遊馬、元気ない？」

　さつきの辛しん辣らつな言葉を遊馬は否定できない。心配するディーにも苦笑いで返すのがやっとだった。

「あっちゃんがケーキ屋さんになったら、美お味いしいのたくさんごちそうしてもらうの。これはお姉ちゃんの先行投資だよ？　それに、これでもお姉ちゃんは強いんだから！　この前レベル３地域で大きめの魔力結晶も拾ったし、すき焼きはその幸運のお裾すそ分わけ♪　お鍋はみんなで食べた方が美味しいもんね？」

（――甘えてばっかだな俺。けど……すき焼きか。牛肉っていいよな。心が豊かになる）

　遊馬は誘惑に屈した。首を縦に振るとさっそく桂が玄関で靴を履く。前まえ屈かがみになって危うくスカートからお尻しりが見えそうになり、遊馬はそっと目をそらした。桂は遊馬と一緒にいると気がゆるむのか、時々大きな隙すきを見せる。

　お姉ちゃんらしく桂はディーを呼んで靴を履かせた。面倒見のよさは姉を超えて母の領域に達しようとしている。

「ディーちゃんもほら！　一緒に行こうね」

「……うん」

　二人が玄関から外に出た。それに続こうとした遊馬の耳元でさつきが小声で呟つぶやく。

「これでお互い秘密の共有者ね。バラされたくなかったら、あんたもあたしの秘密は厳守するのよ」

「そんな心配せんでも、言わないから安心しろ」

「ふふふ♪　それにしてもケーキが好きなんて、顔と趣味がアンバランスすぎるわよ」

「言ってろ。むしろお前の場合は鞭むちと相性ぴったりかもな」

「ば、バカ言わないでよ！　調教師じゃないんだし、かわいい子に鞭なんて振るえないわッ!!　もちろんあんたは別だけど」

　なかなか外に出てこない遊馬あすまを心配してか、ディーが玄関の外から部屋の中をのぞき込む。気づいてさつきも玄関で靴を履き外に出た。

　一番最後に外に出て遊馬は玄関の鍵かぎをかける。

　ふと、遊馬が視線を落とすとディーの顔が飛び込んできた。

「……遊馬、ディーもがんばるからね。遊馬もがんばろうね」

　ディーなりに心配をしてくれていた。こんな気遣いができるなら、自分が一緒にいて教育する必要もないのでは？　と、遊馬は思う。そして少し恥ずかしくなった。

「そうだな！　ディーの言う通りだ。くよくよしたって始まらん。がんばろう。それにすき焼きはうまい！　楽しみだ」

「……楽しみ」

　空元気でも元気を見せた遊馬に、ディーはうんうんとうなずいて同調した。

「というわけだから、さつきも荷物持ち手伝えよ」

「あんたが全部やんなさいよ。筋トレ代わりにでもなるでしょ！」

「ま、最初からそのつもりではあったがな」

「なんかイラッとくるわね」

　睨にらみ合う遊馬とさつきに桂けいが明るく宣言した。

「それじゃ買い出し探検隊出発～！」

「……しゅっぱつ」



　遊馬が買い出した材料を自室に運び込み、ミニキッチンの収納に調味料一式をしまう。その間、ずっとディーは遊馬のやることを眺めていた。包丁とまな板くらいはあるが、まともに使った覚えはないので洗っておく。炊飯器の内うち釜がまにフライパンなど一通り。

　さつきと桂は外している。買い出しの荷物を遊馬に押しつけてから、二人とも一度女子寮に戻っていった。

　本気で遊馬の部屋に一泊するつもりらしい。

（――大丈夫だ。問題ない。ディーは女の子だけど……魔ま装そう具ぐだ。それに桂となら中学生になるまで一緒の部屋だったし……って、思い出すな俺おれッ!!　それよりもさつきは……なんでこんなに俺に絡むんだ？　やっぱりアレをバラされたくないからだよな。俺のことを好きだという線は２００％ないだろうし。むしろ恨みすら買っている気がするぜ）

　ツンデレとは物語の中だけのファンタジー。だからさつきが自分になにかと絡んでくるのが、遊馬あすまにはずっと不可解でならない。

　どうあれ六畳間の３／４が女の子に支配される現実は遊馬の目前に迫りつつある。

　だが「逆に考えればその方がよかったのだ」と遊馬は自己暗示をかけることにした。

（――いきなり今日からディーと二人っきりで寝食をともにするよりは、こうやって段階的に慣れていった方がいい……んじゃないか。そうだ。そうだぞ俺おれ！）

　西日が建物の隙すき間まから差し込んできた。薄暗い部屋が突然オレンジ色に染まる。それに気づいて遊馬が視線を窓に向けると、ディーはぼんやりとあかね色の光を見つめていた。すきま風ならぬすきま光に眩まぶしげに目を細める。

　白くきめの細かい肌が日差しの色に染まっていた。

　作られた顔……いや、顔だけでなく体も指も足も何もかも、すべて人の手によって生み出されたのに、人形ではなくそこに魂が宿っていると遊馬は感じた。

　それに、ディーを見ているとずっと昔に会ったことがあるような気がしてくるのだ。

「ディーは何歳になるんだ？」

「……わからない」

　静かな部屋に澄んだ声が響いた。

　遊馬はベッドに腰掛ける。すると、ディーもその隣にちょこんと座った。

「昔、どこかで会ったことがないか？」

「……わからない」

「そっか。わかんない……よな？　生まれたばっかりってことだろ。これから色々と学習して、成長していくんだ」

「……成長？」

「ああ。人間と一緒だな。俺も桂けい先輩もさつきも、みんなそうなんだ」

「……ディーは……遊馬を守るよ」

　会話がかみ合っていない。が、ディーはずっとこの調子だ。

「いいかディー。女の子を守るのは男の役目なんだ。確かに俺は桂先輩やさつきに面倒をかけっぱなしで、とてもじゃないが良いお手本とは言えない……って、自分で言ってて切なくなってくるな。けど、俺は男だ。だからディーを守ってやる」

「……じゃあディーは……どうしたらいいの？」

　魔ま装そう具ぐとしての役目を失って困るディーに、遊馬は返答を詰まらせた。

（――そうか。なにか役目がないとディーは不安なんだな。かといって魔装具としてがんばれって応援するわけにもいかんし、そばにいてくれるだけでいい……って、それじゃなんだか恋人みたいじゃねぇかッ!!　あ、いや課題的にはそれで合ってるのかもしれんが）

　そもそも、ディーを女の子らしくするという目標は与えられたが、それにどんな意味があるかまで遊馬あすまは考えたことがなかった。

（――ディーが人間になりたいって望んだのか？　いや、ディーはどっちかといえば魔ま装そう具ぐとして俺おれを守ろうとしてるよな。そもそもなんで魔装具を人型にしたんだ？）

　ディーの存在自体が謎なぞすぎる。

「……遊馬？　ディーはどうしたらいいの？」

「えーと。そ、そうだな。女の子らしくしてくれ。桂けいやさつきを参考にして、かわいくなるのがディーの仕事だ」

「……わかった」

　呟つぶやくとディーは遊馬の胸に飛び込んできた。ぴとりと顔を遊馬の胸元に寄せて離れない。

「ちょッ！　ちょちょちょちょ、ちょっと待て。これが参考にした結果なのか？」

「……さっき桂に聞いたから。女の子は好きな人とはいつもぺったりしてたいって」

「す、ストップ！　いいかディー。そういうことは好きな相手にすることだ」

「……ディーは遊馬のこと……好きだよ」

　遊馬の思考が真っ白になる。女の子に告白されたのだ。

（――いやいやいや、好きになるきっかけはあったか？　ないだろう。第一俺は魔ま装そう士しとしては学年最下位な実力だし、使われる魔装具の方が不ふ憫びんだってなじられるくらいだ。とてもじゃないが優秀とは言えん……けど、今日の訓練でディーが力を出せたのも、元はといえば俺が人型魔装具とたまたま相性がよかったからかもしれんし、それにディーから見れば力を引き出せる俺っていう存在は優秀だから、つまり好きっていうのは俺が魔力の源として相性がいいからであって、これはきっと人間らしい恋愛感情ではないッ!!）

　ディーにとって遊馬は好物。そう考えれば遊馬は納得がいった。

「一つ質問したいんだが、ディーは俺と爆盛りチャーシュー麺めんはどっちが好きだ？」

「……遊馬」

「な、ならケーキはどうだ？　まだ食べたことはないから想像しづらいだろうが」

「……きっと、遊馬」

　言い返す言葉が見つからない。ディーは遊馬の胴に腕を回してきゅっと抱きしめる。遊馬の背筋が震ふるえた。このままベッドに押し倒されてしまいそうな体勢……だが、そんなことはあってはならない。

　押し倒されるなどもってのほかで、今の状態ですら危険だった。桂たちがいつ戻ってきてもおかしくない。目撃されて、何を言われるか想像するだけで背筋に悪寒が走る。

　バタン！　と、部屋の扉が豪快に開かれた。音に驚いて遊馬が上体のバランスを崩す。ギシッ！　と安物のマットレスが鳴り、ディーに上からのしかかられるような格好になっていた。

「帰ったわよ。まさかディーに変なことしてないわよ……ね？」

　さつきのこめかみ付近に血管が浮き出る。口は笑っているが目は死んでいた。

　玄関とキッチンを仕切る扉もないワンルームの和室は、ドアから部屋まで見通しがすこぶる良好だった。ベッドの上に二人が抱き合い寝そべっている。

「……おかえりなさい」

　ディーは押し倒した遊馬あすまからゆっくりと視線を玄関のさつきに向けて呟つぶやいた。

　返事を保留してさつきが部屋に上がり込む。その後ろから旅行用のボストンバッグを抱えた桂けいが玄関で靴を脱いだ。

「ちょっと桂！　これを見なさい！　この惨状を!!」

「あら、ディーちゃんって学習能力が高いみたい♪」

「なんでそんなに平然としていられるわけッ!?」

「さっき、お買い物の途中でディーちゃんに教えてあげたの。好きな人とはぴったりくっつきたいって」

　この状況を発生させた真犯人はあっさりと口を割った。遊馬にとって千せん載ざい一いち遇ぐうの弁明チャンス到来である。

「と、いうことなんだが……」

「なんだが……じゃないわよ！　とっとと離れなさいッ!!　はい、ディーは腕をぎゅっとさせない!!　遊馬の変態が感染するわよッ!!　あとで消毒しなくちゃいけないわ」

　さつきが遊馬からディーをずるずると引っぺがす。ディーはなぜ自分が引き離されているのかよくわからず小首を傾かしげた。

「……だめ？」

「だめよ。遊馬はだめ」

「……どうして？」

「どうしてもよッ!!　こいつは野獣なの。鎖で縛って首輪をつけておかなきゃいけない危険な存在だからッ!!」

　桂は遊馬たちのやりとりに目を細めながら、ボストンバッグを部屋の片隅に降ろすとエプロンを取り出し装着する。手を洗ってからさっそくすき焼きの準備に取りかかった。



　小さなテーブルの中心にフライパンすき焼き鍋なべが置かれた。ガスコンロもないためすべての材料を煮て作った肉豆腐のようだが、立ち上る甘あま辛からしょうゆ味の香りは問答無用で食欲をそそる。桂は料理が上う手まいのだ。

「……おいしい。ぷるぷる、じゅわー」

　味のしみこんだ焼き豆腐にディーの表情が明るくなる。

「ディーは豆腐が好きなのか？」

「……好き。ぷるぷる」

「今日はすき焼きだから木綿の焼き豆腐だし、プルプル感なら絹ごしだな。プリンみたいにもっとぷるぷるだ」

「……プリン？」

「プリンはプルプルで甘くてカラメルがちょっとだけ苦いんだ。あの苦味が……いや、さっきスーパーにもあったんだ。だがディーの人生初プリンはケーキ屋さんの焼きプリンであるべきだと俺おれも考えた。正統派の味を知っていればこそ、マンゴープリンやコンビニ系のバリエーションも楽しめるしな」

「……楽しみ」

　ディーと一つ約束をしてから遊馬あすまは肉をほおばる。牛肉のうまさが体に染み渡った。

　よくかみしめてから遊馬は次の肉に箸はしを伸ばした。が、引っぱっても鍋なべにはりついたように肉が遊馬の元にやってこない。

「あんたさっきから肉ばっかり食べてるでしょ？」

「いいだろ別にッ!!　プリンも肉もうまいんだからッ!!」

「プリンは関係ないでしょ！　それにこれはあたしの肉よッ!!」

「先に箸をつけたのは俺だッ!!」

「あたしよッ!!」

「証拠はあるのか？」

「あんたこそ所有権を主張するなら肉に名前でも書いてあるっていうの？」

　肉の一端を遊馬が。反対側をさつきの箸が掴つかんでいた。二人はすっかり肉食獣と化している。桂けいは穏やかな表情で春しゆん菊ぎくを鍋から取りつつさつきに尋ねた。

「さつきちゃんは、あっちゃんのどこらへんが好きになったの？」

　桂の一言でさつきの顔は熟うれたトマトのように真っ赤になる。

「なんでそんな質問が出るのよ！　あたしはそんなつもり欠片かけらもないわッ!!」

「でも、すごく仲良しだよね？」

　もう付き合ってるんでしょ……と、言わんばかりの桂に遊馬も反論した。

「いや違うんだ……が、詳しくは言えない」

　こうなったいきさつについて、遊馬はさつきに口止めされている。

「そうなんだ。お姉ちゃんね……あっちゃんとさつきちゃんが良いお手本になるかなって思ったの。人が人を好きになるのを、ディーちゃんがお勉強するには二人が付き合うのがいいんじゃないかって……」

　さらりと無茶を言う桂にさつきは箸をぐいっと引っ張って、遊馬から肉を奪いさると卵に浸して一口で食べきった。

「残念だけど桂が期待しているようなことはないわよ」

「じゃあどんな理由なのかな？　ディーちゃんも気になるよね？」

「…………？」

　白しら滝たきのつるつるっとした食感を楽しみながらディーは小さく首を傾ける。

「いいじゃない別に！」

「あっちゃん。チャンスだよ！　この反応は脈アリだよ!!」

「チャンスって……なにがだ？」

「さつきちゃんはあっちゃんのことを好きだけど、素直になれないツンデレさんなの！」

　桂けいの推理を遊馬あすまとさつきは同時に否定した。

「そんなんじゃないだろ。こっちから願いさげだ」

「あたしと遊馬じゃ釣り合いがとれないでしょ!?」

　先日の試験のことを遊馬は思い起こした。

　とある理由でさつきは「塔」のモンスターに連れ去られそうになったのである。一年生が定期試験で最初に挑戦するのは危険レベル１地域。そこに生息しているモンスターの大半は、こちらから仕掛けなければ襲ってこない、大人おとなしいものばかりだった。

　試験課題は黒いウサギのようなモンスター――ダークラビットの撃破である。撃破すると黒色の魔力結晶になるため、それを持ち帰れば試験終了だった。

　動きが素早く茂みなどに隠れるため見つけるのに苦労するモンスターだが、攻撃力はたいしたことがない。

　にもかかわらず、雑ざ魚こ相手にさつきは半ば拉ら致ちされかけた。

　さつきは……かわいいものに弱い。すこぶる弱い。もふっとしていると、ついつい抱きしめたくなる性格なのである。

　プライドの高いさつきに遊馬は秘密を口止めされていた。

「……すき焼き美お味いしい」

　我関せずとまんべんなくネギや白菜や椎しい茸たけなども食べるディーだが、春しゆん菊ぎくにだけは見向きもしない。

　なんとも言えない空気の中で夕飯が終わった。遊馬はこのまま桂とさつきがディーを引き取って帰ってくれる……と、心の底でひそかに願っていたのだが、そうはいかなかった。

「じゃあ温泉行って、それからあっちゃんの部屋でパジャマパーティーだね♪」

　遊馬が虹にじ浦うら市にやってきて一つだけよかったことがあった。

　虹浦市は「塔」を中心に作られた人工島だった。その海の底には天然温泉の源泉があり、それが引き上げられて市内に供給されていた。あちこちに温泉施設が点在しており、「塔」見学と温泉目当てで本土から観光客がやってくるほどである。

　学園の生徒手帳を出せば温泉施設の入浴料は五十円と破格だった。おっさんくさいという自覚はあるが、遊馬にとって温泉は心のオアシスだ。桂が提案する。

「ディーちゃんにさつきちゃんもそれでいいよね？」

　洗い物をしながらさつきは「かまわないわよ」と乗り気の返事だ。エプロン姿で台所に立つさつきの姿は、普段みせない女の子らしさもあって遊馬あすまは一瞬だが見入ってしまう。

　そんな遊馬の服の裾すそをディーが掴つかんだ。

「……遊馬。ディーは温泉、必要ない」

　ベッドの上にちょこんと腰掛けてディーは呟つぶやいた。

「もしかして水がだめなのか？」

　ディーは首をフルフルと左右にさせる。

「……温泉は男湯と女湯に別れてるから、遊馬と一緒に入れない。ディーは汗もかかないから、汚れない」

「ダメよ！　そんなに志が低くてどうするの？　ディーは女の子になるんでしょッ!?」

　アホ毛がピンッ！　と部屋の天井を指した。洗い物を終えたさつきはディーを立たせると、その背中を押して部屋の外へと押していく。

「着替えはお姉ちゃんのを貸してあげるね」

　ボストンバッグからお風ふ呂ろセットと着替えの入った手提げを取り出し、桂けいの準備も整っていた。

「……遊馬と離れるのはだめ」

「遊馬も連れて行くから大丈夫よ！　ほら、ボーッとしてないで準備なさい」

「俺おれもって……俺が一緒に女湯に行くのはまずいんじゃないか？」

「バカなの？　あんたのそういうところって天然？」

「冗談に決まってるだろ！」

　と、強がってはみた遊馬だが、さつきにツッコミをいれられるまで女湯に行くかもしれないと本気で危き惧ぐしていた。そうでもしなければディーが風呂に入らないような気がしてならない。

　遊馬はじっとディーの瞳ひとみを見つめて言い聞かせる。

「温泉に行こう。俺は逃げたりしないから安心しろ」

「……混浴？」

「それはできない。けど、途中までは一緒だ」

「……ディーは遊馬のそばにいたいから、男湯でもいいよ？」

　懇こん願がんするディーの寂しげな表情に遊馬の心臓は早はや鐘がねを打った。だが、さつきと桂の視線がそんな遊馬に突き刺ささる。

「いいかディー。俺はディーを一人前のレディーにしなくちゃならない。ディーが人間的に成長してくれることが俺にとっての喜びだ。ディーには一人で風呂に入れるくらいの大人おとなになってほしいんだ」

「……大人？」

　ディーは真剣に耳を傾けていた。深くゆっくりうなずいてみせる。

「……ディーは大人おとなになる。遊馬あすまから少し離れるけど、遊馬は不安にならない？」

　逆に遊馬を子供扱いするような口ぶりだが、文句も言わず遊馬も首を縦に振った。

「お、おう。俺おれも大人だからな」

「……わかった。いっしょに大人になろうね遊馬」

　どこかズレている。が、ひとまず遊馬の説得は成功したのだった。



「……温泉。あったかい」

　呟つぶやいてディーが肩までつかる。時間的に穴場なのか利用者は遊馬たちだけだった。入浴前に体を洗うというマナーも、浴槽に手ぬぐいをいれないという掟おきてもすべて、ディーはさつきにみっちりと指導された。

　男湯と女湯で別れる前に、少しだけ遊馬に未練の表情をみせたディーだが、大人になる約束を果たすべく遊馬と離れ、こうして温泉を堪たん能のうしている。

　桂けいやさつきから見てもディーは到底魔ま装そう具ぐとは思えない。球体関節だったりすることもなく、その身体的な特徴は普通の女の子となんら変わりなかった。

　この温泉は市内でも珍しい露天風呂スタイルになる。海際の少し高いところに造られており、太平洋が一望できる……だけではない。段差になっていて女湯が崖がけの上、男湯が崖の下にあった。遊馬あすまもそんな構造になっているとは知らなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　つまり、女湯から男湯がのぞき放題になっている。崖がけの縁まで桂けいが歩いていって、遊馬の頭上から声をかけた。張り出した岩の陰に隠れて、遊馬が見上げても岩盤から桂の顔がぴょこんと飛び出しているようにしか見えない。一方、桂からは遊馬の姿が丸見えだった。咄とつ嗟さに遊馬は湯船に逃げ込む。

「なんで隠れちゃうのあっちゃん？　いつも一緒にお風ふ呂ろに入ってたのに？」

「何年前の話を持ち出すんだッ!!　誤解を招くような言い方するなッ!!」

　悲鳴のような遊馬の声に反応して、ディーが湯船を出ると桂の隣から顔を出した。さらにさつきまでそれに並ぶ。

「あら、男湯を見下せるなんてなかなか愉快ね」

　上機嫌でさつきが笑う。

「これならあっちゃんに何かあっても、こうやって目の届く範囲にいるからディーちゃんも安心だね」

「……うん」

　ごく短い返事をしてディーはうなずくと、じっと遊馬を見つめ続ける。

「ちょ、ちょっと待て！　これじゃあ湯船から出られないだろうが！」

　少し高めの温度のお湯が遊馬の体を芯しんから温める。みるみるうちに遊馬の顔は真っ赤にゆであがった。立ち上がれば三人の前にすべてをさらけ出すことになる。

「こ、こっち見るなッ!!」

　遊馬の悲痛な訴えは、他の客が男湯に入ってくるまで受け入れられることはなかった。



　のぼせた遊馬はしばらく温泉のロビーにあるベンチで横になっていた。

「だらしないわね！　あれくらいでのぼせるなんて」

「うるせぇ……」

「……遊馬、大丈夫？」

　見つめていたことと、遊馬がのぼせたことの因果関係がディーにはわからない。

「あっちゃんは、自分の裸を見られるのが恥ずかしくてお風呂から出られなかったの。女の子みたいだね」

　遊馬に膝ひざ枕まくらをしながら桂がディーに説明した。別に遊馬が頼んだわけでもないのだが、桂はそっと遊馬の頭を撫なでる。完全に遊馬を子供扱いだ。

「……見てない方がよかった？」

　桂の説明で遊馬がこうなったことの責任の一端が自分にあると理解し、途端にディーの顔は悲しげになった。

「いいんだディー。原因はそっちでフルーツ牛乳を飲んでる性悪ドＳ女だからな」

　さつきは売店で買ったフルーツ牛乳を美お味いしそうにぐびぐびやってみせる。

「あら？　いいのかしらそんな口の利き方して」

「俺おれは本当のことを言ったまでだ」

　ゆっくりと上半身を起こして遊馬あすまは「ふぅ」と息を吐いた。

「あんたの夢の秘密をあたしは握ってるのよ？」

「公表したければすりゃいいだろ」

　パティシエが夢……というのは、遊馬に貼はられた「なんだか不良っぽい」というレッテルと相反している。ギャップが笑いの種にされるかもしれない。

　が、遊馬は気にしていなかった。今さらクラスメートたちに怖がられるのも、おもしろがられるのも、クラスのお荷物扱いされるのも一緒なのだから。

「な、何よ！　せっかくあんたの秘密を握ったっていうのに、失うものがなにもないなんて不公平じゃない!!」

「捨て身の力を思い知ったか。もうお前には遠慮せん」

「あらそう。じゃあこれからはあたしももっと遠慮しないわよ！　あんたのプライベートに土足で入り込みまくってあげるわ！　三年間みっちりとねッ!!」

「ならお姉ちゃんはあっちゃんのために落第するね！　そうしたら一緒の学年だよ？」

　学園に落第はない。あるのは退学……なのだが、桂けいはそのことに気づいていない。

「……ディーはどうしたらいい？」

　三人に迫られて遊馬の口からどっと重く深いため息が出る。この先、やっていけるのか不安ばかりが募るのだった。



　狭い部屋で四人が川の字……になることはできず、遊馬は床に転がっていた。寒くはないが明日の朝は全身がバキバキと悲鳴をあげそうな寝心地である。常夜灯が点ついているため部屋の中はぼんやりとしたオレンジ色の光で照らされていた。

（――フローリングじゃなくて、畳でよかった……って、なんで俺が床なんだ）

　とはいえ、女の子を床に寝かせるのも気が引ける。ベッドの上では女の子が三人、窮きゆう屈くつそうに密着していた。壁際に桂。真ん中にディー。そして端っこにさつきという並びで、さつきの投げ出された腕や足がベッドから飛び出している。さつきの寝相はあまりよくない。寝返りを打ったら床の遊馬の上に雪崩なだれのように転げ落ちてきそうである。

　遊馬はベッドとは反対側の壁際によりながら、明日の予定を思い起こして心の中でため息を一つ。明日は土曜日で授業はなく自主訓練日だった。学園の訓練施設が開放されて、自由に魔ま装そう士しのトレーニングができるのだが……休息日にすることもできる。というか、大半の生徒がそうしていた。

　とりあえずキャッシュディスペンサーに行って、ディーの生活費の入金確認が遊馬の最初の仕事になる。

（――んで、買い物か。女の子の服ってしまうにしても場所とるだろうしな……ったく、この部屋ってこんなに狭かったのかよ）

　今までそう感じることはなかったのだが、ディーがやってきたことで遊馬あすまの自室に対する印象は大きく変わっていた。今日は特別狭いわけだが、今後のことを考えるとできるなら引っ越しをしたい……と、遊馬は思う。

　が、資金がなければ思うだけ無駄だった。

　ゆっくりと上体を起こすと遊馬は三人の寝顔に目を向ける。ディーが桂けいを抱き枕まくらにするようにキュッと抱きしめて寝息を立てていた。桂は無抵抗にされるがままだが、くっつく二人の姿が遊馬には妙に愛らしく思えた。ほんのりとした百ゆ合り風味である。

　さつきはそれに参加せず、掛け布団を蹴けり飛ばしていた。

（――ったく、しょうがないな）

　蹴り飛ばされてベッドの外に追いやられた布団を手にし、遊馬はかけ直そうとした……瞬間、ドサッ！　と音を立ててさつきがベッドから転落する。

「ん……ッたぁい。ふぇえ？」

　寝ぼけながらさつきが体を起こすと、ベッドの掛け布団を手にしている遊馬と視線がぴったり合った。さつきは自分のパジャマの上着が少しはだけていることに気づく。

「あ、あんた！　なにしてんのよッ!!　さてはあたしが眠ってる間に布団をはがして、さらにパジャマを脱がせて……け、ケダモノッ!!」

「いや、違うぞ。誤解だ。お前が蹴飛ばした布団をかけてやろうとしていただけだし、パジャマがはだけてるのはお前の寝相の悪さが問題だろうが？　それにベッドから転げ落ちたのも……」

「言い訳なんて見苦しいわよ！」

　ビンタが飛んでくると遊馬は覚悟した……のだが、さつきははだけたパジャマのボタンに指をかけていた。上から三番目。ここが外れると何かと危険だった。常夜灯のオレンジ色の光の下で、熱っぽい吐息がさつきの口から漏れる。

「ねぇ……見たいの？」

「いきなり何を言い出すんだお前は」

「だって、そこまでしたってことは……そうなんでしょ？」

　なんとも言えない沈黙が薄暗い六畳間を支配した。遊馬は困惑する。

　さつきはスレンダーでしなやかな体つきをしている。まるで猫のようだった。かすかに遊馬の鼻び孔こうを甘い女の子特有の匂においがかすめていった。

（――やばい、なんでさつきを相手にドキドキしてくるんだ）

　ディーから感じるドキドキとは違う。全身の血がカァッ！　と熱くたぎるような感覚に遊馬あすまは頭がくらくらし始めた。

　スッとさつきの顔が遊馬に接近する。ボタンが一つ、解放された。谷間ができるほどの大きさではないのだが、さつきのふくらみに……温泉からあがったばかりのしっとりとした肌に……熱っぽい吐息に……遊馬は間違いをおかしてしまいそうだった。

「ほら、さわってみたいんでしょ？　ん……っと……外れたわよボタン。最後の一つはあんたが外してみる？」

　パジャマの合間から小さなふくらみをちらりとのぞかせて、さつきは遊馬に迫った。オレンジの常夜灯が生み出す影のいたずらで、見えたり見えなかったりする。

（――触れてみたい……って、何を考えてるんだ俺おれはッ!!　しっかりしろ。相手はさつきなんだぞ？）

　甘い声とともにパジャマからするりと両肩を出して、さつきは身体からだをよじらせた。

「そそるでしょ？　ほら……さわってもいいのよ？」

「目の毒だ……どうせそうやって、俺をからかってるんだろ？」

「からかってるわよ！　ほらほら……脱がせてみる？」

　さつきの声が少しだけ震ふるえていた。オレンジの常夜灯のせいで遊馬は気づかなかったのだが、改めてじっとさつきの表情を見ると……恥ずかしそうに伏し目がちにしていた。

「もし俺が脱がせたいって言ったらどうなるんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「脱がさせてあげる……わけないでしょ」

「じゃあ聞くなよ。まぁ最初からわかっちゃいたがな」

　さつきの表情が安あん堵どに変わった。冗談のつもりがさつき自身も、歯止めが利かなくなってしまったのだと遊馬あすまは思った。床に寝転び遊馬はさつきに背を向ける。

「明日は買い出しに行くんだから、とっとと寝ろ」

「あれ？　残念がってるの？　拗すねるなんてお子様ね」

　強がるように笑うさつきをこれ以上追い詰めまいと、遊馬は沈黙を貫いた。ぎゅっと目をつぶる。すると遊馬の布団が背後からひっぺがされた。

「ベッドに三人はきついし、あたしも床で寝ようかな。ほら布団をよこしなさいよ」

「お、おい待て！　なんでそうなるんだッ!?」

「だからベッドが狭いからって言ったでしょ？」

　遊馬の背中側に潜もぐり込むと、さつきの胸がぴたりと寄せられる。背後から抱きつかれたような格好だ。

「な、なななななんの冗談だ？　セクハラで訴えても俺おれから賠償金なんてとれんぞ？」

「わかってるわよそれくらい」

　再び遊馬の鼻び孔こうを女の子の柔らかい匂においがかすめていく。体温も伝わってきた。背中に感じる二つのふくらみに遊馬は緊張を強しいられる。

（――こいつはいったい何を考えてるんだ？）

「別にいやらしい意味はないわよ。ただ、ベッドが狭いから……狭いだけで……だから……こうなるのは仕方ないことで……」

　さつきの言葉は最後まで遊馬に届かなかった。ごろごろごろ……と、ベッドの上を転がって今度はディーが落ちてきた。ディーはさつきの上に着地すると、そのままさらに転がって遊馬の上で停止する。広々としたベッドの上で桂けいはむっくり起き上がった。

「……あれぇ……あっちゃんどこー？」

　寝ぼけたままナメクジのようにゆったりとした動作で、桂もベッドから床にデロンと落ちてくる。結果、組んずほぐれつ床に四人が転がる格好になった。さつきはディーが落っこちてきた時の衝撃で、畳につっぷしたまま動かない。

「頼むから普通に寝かせてくれ」

　布団を挟んで上にディーが乗っかったまま、遊馬は力なく呟つぶやくのだった。



    

  
    
      


第三章　風が吹けば我が家は傾く





　遊馬あすまとディーは制服姿で、巨大ショッピングモール――レインボータウンの正面ゲートに待たされていた。少し遅れて桂けいとさつきが姿を現す。二人は着替えのため一度寮に戻っていた。

　桂の私服は彼女の趣味が前面に出たものだった。少女趣味的で全体的にフリフリっとしている。ワンピースにエプロンドレスとニーソックス。メイドカフェにいそうな雰囲気だが、普段着として着こなしてしまえるのも桂のルックスあってのことである。

　ただスタイルの良さが災いしてか、ちょっと胸元が窮きゆう屈くつそうだった。休日をレインボータウンで過ごそうとしていた学園の生徒らや、本土から観光にやってきた一般客たちの視線が桂に集まる。

　芸能人とでも間違えたのか、ケータイのカメラで写真を撮るものまで出る始末だった。

「何写真撮ってるのよ！　訴えるわよッ!!」

　桂に集まるカメラのレンズに向かってさつきが威い嚇かくする。その迫力に即席パパラッチたちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。

　どこまでも女の子チックな桂とは対照的に、さつきはさっぱりとした服装だ。デニムパンツにタンクトップで、風が吹けばちらりとおへそが見えてしまう。体のラインが出まくりな薄着だが……。

「そんな格好で寒くないのか？」

　遊馬の正直な感想にさつきはアホ毛をピンッと立たせた。

「万年制服姿のあんたに言われる筋合いないわよ！」

「万年って……まぁ否定はできんが」

　遊馬とさつきのやりとりに、ディーがぽつりと呟つぶやく。

「……ディーは制服好きだよ」

　ディーに合わせて桂も続けた。

「そうだね。学園の制服って結構かわいいし。でもディーちゃんは女の子なんだから、もっとおしゃれを楽しまなきゃね？　女の子の特権だよ」

「遊馬もせっかくだからおしゃれしてみればいいじゃない？　前にどこかで聞いた話だけど、女装ができるのは男だけだから女装は男の趣味の中でも、もっとも男らしいものなんですって。遊馬にはぴったりよね？　任せてちょうだい。服もメイクもあたしが見立ててあげるわ♪」

　楽しそうに軽口を叩たたくさつきに遊馬は肩をすくめてみせた。

「そんなことをする予算はねぇよ」

「予算があったらするのね？」

「するかッ!!」

　さつきたちと合流する前に、遊馬あすまは預金のチェックを終えている。草くさ壁かべの言っていた通り、少し多めの金額が遊馬の口座に振り込まれていた。買い物をする時は基本的にカード決済になる。変なモノを買うと記録に残るため、無駄遣いはできなかった。

「……遊馬は女装する？　ディーとおそろい？」

「さつきの言うことは気にするな。コーディネートは桂けい先輩に任せよう」

　遊馬が視線を向けると、桂はニコニコしたまま動かない。

「お……お姉ちゃんに任せよう」

「はい、よく言えたねあっちゃん♪」

　いい加減このパターンにハマるのは避さけたい遊馬だが、ディーのことで色々と世話になる間はお姉ちゃんで通すしかなさそうだった。

（――せめて姉さんとか、姉貴とか……いや、姉貴ってのはさすがにないか）

　桂が先陣を切ってレインボータウンの建物に入る。ガラス張りの明るいロビーには「塔」をモチーフにした前衛的な彫刻がそびえていた。三階まで吹き抜けの建物。その天井にも届くかなり巨大なオブジェだ。インフォメーションカウンターを通り過ぎると、さっそく女の子が好きそうなファンシー系雑貨店が四人を出迎えた。その奥にはブランドから古着まで多彩なショップがずらりと並ぶ。

　土曜日ということで女の子たちで賑にぎわっていた。

（――女の買い物って長いんだよな）

　荷物持ちも遊馬に課せられた役目だが、それまではひたすら待つのが仕事だった。とはいえ、女の子の服を見ながらあれこれ考えるのも遊馬は悪くないと思う。

（――俺おれが着たいとかそういうことじゃなくてだな……飾りボタンとかはケーキの装飾に通じるものがあるってだけで……それに最近はお菓子の形をしたアクセサリーも流は行やってるしな）

　誰だれに言い訳するでもなく、遊馬は自分に言い聞かせるように心の中で呟つぶやいた。

（――女の子の服の代わりにケーキのデコレーションをするように、ホイップ生クリームやフルーツで飾るなんてのは……そうそう、さくらんぼがあんなところにちょこんとのっかったりした日には……わたしを食べて的な感じになったりもして……ハッ!?　いかん、これはかなり高度な変態プレイだッ!?）

　女の子をケーキにしてしまう妄想は危険だった。だが、服の代わりにクリームをまとったディーの姿が遊馬の脳裏から離れない。

（――落ち着け俺。むしろそこからディーを抜いてケーキの部分を強調するんだ。妄想……じゃない、想像力を駆使しろ俺ッ!!）

　なんとかディーの女体盛りを、遊馬あすまは脳内でフルーツと生クリームのタルト仕立てに再構成した。

（――危ないところだった。何かよからぬ魔道に堕おちかけたぜ。きっと、最近ケーキを見るばかりで食べていなかったからいかんのだ）

　買い物が終わったら、このショッピングモールが誇る自慢のスイーツストリートに寄ってケーキを買って帰ろう。そう、遊馬は心に決めた。

「一人でぼーっとつったってるあれは放置しておいて、さっそく服をみていきましょ？」

「それならまずは軽くお散歩してみよッ！　あっちゃんもさつきちゃんもいいよね？」

　桂けいの提案に遊馬は素直に首を縦に振った。

「ディーにはちょっとした社会科見学だな。賛成だ。ルートはどうするんだ？」

「とりあえず三階までエスカレーターで昇ってから、大きな通りを歩いてお昼前にフードコートで一休み。午後はお洋服のお買い物ってどう？」

「それじゃあ行きましょ！　まずは三階ね！　ほら早く早くッ!!」

　手近なエスカレーターに小走りでさつきが駆けていく。

「なんか、さつきのやつが一番はしゃいでないか？」

「……走ると危ない」

　と呟つぶやきながらも、ディーも普段より軽い足取りで先行するさつきについていった。



    

  
    
      



    

  
    
      「なんだかお父さんとお母さんになった気分だねあっちゃん」

　桂けいがにっこり微笑ほほえむ。遊馬あすまは苦笑いで返すのがやっとだった。



　三階には展示場スペースがあり、定期的に催し物が開かれている。今週末から始まったのはモール内のペットショップが主催する「どうぶつふれあい広場」だった。

　小型犬やうさぎなどをモフったり抱っこできる、小動物好きが身もだえる楽園である。

　その入場ゲート前でさつきがそわそわとし始めた。隣でディーが不思議そうにさつきの顔を見つめている。

「……どうしたの？」

「な、なんでもないわよ。本当になんでもないの」

　ゲートの周囲はファンシーなバルーンアートやイラストの描かれたパネルなどで賑にぎやかに飾り立てられ、小動物好きを誘惑している。

　桂が「どうぶつふれあい広場」の看板を指さした。

「あっちゃん！　うさぎさんを抱っこできるって！」

「先輩も一年生の頃ころはダークラビットあたりと戦ったのか？」

「うん、全部真っ二つにしたよ……ッて！　あっちゃん今、さりげなくお姉ちゃんのことを他人行儀に言ったでしょ！　そういうのはいけないんだよ？　ルール違反だから！　ルールを守って正しいお姉ちゃんとの人間関係を築いてくれなきゃ！」

　返事をしてから「しまった」と、そんな表情を見せた桂に遊馬は苦笑いだ。

　ダークラビットは先日、遊馬やさつきら一年生が試験で戦った「塔」の初級モンスターで、逃げ足が速い他ほかに愛らしいのも特徴だった。

（――さつきのやつ、大丈夫か？）

　遊馬は桂からさつきに視線を向け直す。様子がおかしいのは遊馬にも一いち目もく瞭りよ然うぜんで、さつきは小刻みに震ふるえていた。

「か、かわいい。うさちゃん……かわいいよぉ……なごむよぉ……癒いやされるよぉ」

　ケージの中で子供たちの膝ひざの上にのせられて、大人おとなしく撫なでられているうさぎにさつきの視線は釘くぎ付づけだ。表情もとろけきっていて、普段の手厳しさやツンっとした雰囲気が消し飛んでいる。ディーもそんなさつきの変化に気づいた。

「……大丈夫？」

「だ、大丈夫に決まってるでしょ！　うさちゃんかわいい。抱っこしたいよ。撫で撫でしたいよ……うさちゃんだけじゃなくて、わんちゃんもいるんだ……この広場って天国じゃない。うふふ♪　……うふふふふ♪」

（――完全に目がイッちまってるな）

　さつきがこんな風に豹ひよう変へんした姿に、遊馬は一度だけ遭遇したことがあった。

「おいさつき？　ここに用事はないだろ？　今日はディーの買い物にきたんだからな」

「わ、わかってるわよ！　用事なんてないし、うさちゃん♥　だってわんちゃん♥　だって、どっちも別に嫌いじゃないけど……今日の予定にはなかったわよ！　だから抱っこもしないし、撫なで撫でももふもふもしないんだからねッ!!」

　さつきは瞳ひとみを潤うるませている。常に高圧的な振る舞いを見せていたさつきが今にも遊馬あすまに泣きつく勢いだった。

「予定にないんだから、とっとと行くぞ？」

「いやッ！　え、いいわよ別に？　うさちゃんの目が真っ赤なのはあたしとの別れが辛つらいからよね？　だけどあたしは非情な女だもの！　行くわよ！　行けばいいんでしょッ!!」

「お前の目の方が真っ赤だろ。いい加減意地を張るなって」

「意地なんて張ってないわよッ!!　ただディーに小動物のかわいさのなんたるかを教える絶好のチャンスだと思っただけよ！」

「ディーのせいにするなって」

　このやりとりに桂けいはうんうんとうなずいた。

「さつきちゃんは動物さんが大好きなんだね♪」

「ば、バカなこと言わないで！　動物なんてふわふわでもっこもこで、肉球がぷにぷにの子もいたりして……そ、それだけの小さな存在じゃない！　その小ささがたまらないなんて一言も言ってないわよ！」

「……自白？」

　ディーにまで言われてはさつきもぐうの音も出ない。

　鬼おに切きりさつきは無類の小動物好きだった。ふわふわしていたり、ぷにぷにしていたり……ついつい守ってあげたくなるような小動物が好きで好きで仕方ない。

「うふふ♪　あははは♪　もう人間の言葉は聞こえない。聞こえないわ！」

（――こいつ、開き直りやがった）

　小動物が好きというのはとても女の子らしく、隠すこともないと遊馬も思う……が「塔」ではそれが命取りになる。見た目と裏腹に凶暴なモンスターも多いのだから。

　そんなさつきは、常々「プロの魔ま装そう士しになる」と公言していた。毎年二千人近くが卒業するなかで、プロの資格を得られるのは数人。一人もプロ試験を突破できない年もある。

（――こんな弱点があるのに、プロになんてなれんのかよ）

　遊馬たちが見守る中、さつきはふらふらとした足取りで「どうぶつふれあい広場」に向かっていく。入場無料の楽園は、もうさつきの目前にまで迫っていた。

　来場者は親子連れが中心だが、おかまいなしにさつきはうさぎが跳ね回る柵さくへ向かっていった。それにディーもついていく。

「あっちゃん！　一緒に行こう！　お姉ちゃんももふもふしたいし！」

「ん、ああ……そうだな」

　遊馬あすまは少し心配になった。

（――今回ばかりはディーよりもさつきの方が危なっかしいな）

　……と、思った矢先に事件は起こった。小動物たちが一斉に威い嚇かくを始めたのである。

　うさぎはそれこそ脱だつ兎との勢いで子供たちの膝ひざから逃げ出し、チワワやプードルといった小型犬が吠ほえたてる。その光景に、今まで小動物と触れ合って笑顔に溢あふれていた子供たちが泣き出した。親も自分の子供の手を引いて広場から逃げる。異常事態だ。

　まるで猛獣のような殺気が小動物たちから溢れ出る。その矛ほこ先さきはすべて……さつきに向けられていた。

「なんでッ!!　なんでなのよッ!?」

　悔しそうにさつきはぐるりと「どうぶつふれあい広場」を見渡した。愛らしい小動物たちから注がれる敵意の視線の中心に、さつきがいることは間違いない。

「どうしてッ!?　あたしが何をしたっていうのッ!!　こんなに……こんなにかわいい動物さんが好きなのに!!」

　遊馬はがっくりとうなだれた。

　先日、さつきは「塔」のかわいい系モンスターに誘拐されかけた。遊馬は銃で威嚇してモンスターを追っ払い、なんとかさつきを助けたのだが、その時に遊馬は事情をさつきから聞かされたのである。

　さつきは特異体質の持ち主だった。この学園に招かれるすべての子供が魔ま装そう士しの才能という、特異体質の持ち主には違いないのだが、それとは無関係にさつきは「愛らしい小動物に心底嫌われる」というスキルを持っている。

　さつきになついてくるのは「塔」の中のモンスターくらいなのだ。

（――だからってダークラビットの群れに誘拐されかけるのはどうかと思うぞ）

　さつきは両腕を広げて「さあ！　あたしの胸に飛びこんでいらっしゃい！」とプードルに熱い眼まな差ざしを向けている。が、一方のプードルは牙きばを剥むいてうなり続けた。広場を管理しているペットショップの店員たちも尻しり込ごみする。

　遊馬はしぶしぶさつきに声をかけた。

「もうその辺で勘弁してやれ」

「あたしが加害者みたいな言い方しないで！　むしろ被害者よッ!!」

「それ以上罪を重ねるな。小動物を愛する気持ちがあるならな」

「…………ッ!?」

　よっぽどショックだったのか、さつきは広げた腕を下げると無言でうなだれた。

「このままじゃ収拾がつかん。ディー！　動物はまた今度にしような？」

　遊馬が棒立ちのディーを呼んで手招きする。が、ディーからの返事は……数秒遅れた。

　その数秒は遊馬あすまたちにとってはワンテンポ遅れた程度のことなのだが……ディーにはとても長いものだった。



　ディーはぼんやりと立ったまま天井を見上げる。サンルーフのように太陽光を取り入れるデザインになっていて、陽光が差し込んできた。ディーは目を細める。

「……恐怖……これが……」

　吠ほえたてる子犬たちは何かに怯おびえていた。その心細そうな瞳ひとみにディーは見覚えがある。

　脳裏に映像がフラッシュバックした。

　倒壊する建物。炎に包まれた部屋の中で……まだ幼い男の子が怯えるような……怒りをぶつけるような視線でディーを見据えていた。

「……そう。ディーは……遊馬を……あれ？　遊馬が……呼んでる」

　ディーが振り返ると遊馬と桂けいが広場の中心までやってくる。一瞬、ディーの脳裏に浮かんだ映像も霧が晴れるように消えていた。



「……遊馬？」

「こりゃ、なんかやばそうだな」

　遊馬は小さく息を吐く。とりあえずさつきをこの広場から外に出すことが先決だった。

　黙ったかと思いきや、さつきは再び怯える小動物に向けて演説を始めた。

「いらっしゃい！　大丈夫よッ!!　いっぱいいっぱいかわいがってあげるからッ!!　遊馬の言うことなんて全部デタラメなのッ!!」

　動物たちの不安と恐怖と怒りが混合された鳴き声が、さつきに集中砲火を浴びせる。

　さつきは悔しそうに鞭むちの柄をぎゅっと握る。私服だろうと休日だろうと、魔ま装そう具ぐは常に持ち歩くのが学園の校則だった。

「言葉で通じないなら、この蛇姫サーペントで教えてあげるわ！」

「待て待て！　早まるなさつき！」

「なんであたしの愛をわかってくれないのよ！」

「鞭を小動物に振るうなんてあんまりだろ！」

「こんなにかわいいわんちゃんやうさちゃんに振るうわけないでしょ！　この悔しさをぶつけるとしたら……あんたよ!!」

「なんだその理不尽かつ不条理な八つ当たりはッ!?」

　さつきは遊馬を睨にらみつける。子供たちの悲鳴や吠えたてるペットたちの混乱に、遊馬は既視感を覚えた。ズキンと頭が痛む。こういったパニックが遊馬は昔から苦手だった。

（――だめだ。早くなんとかしなきゃいかんのだが……）

　見かねて桂が仲裁に入る。

「ほらほら！　ショッピングモールの楽しみは他ほかにもいっぱいあるし！　ディーちゃんもおいでおいで♪」

　さつきとディーの手を取って桂けいは「どうぶつふれあい広場」から外に連れ出した。

「しょ、しょうがないわね。桂がそこまで言うなら従ってあげるわよ」

「……うん」

　さつきが広場から外に出て、ようやく子犬たちの吠ほえ声が止やんだ。遊馬あすまの口から安あん堵どの息が漏れる。ふと視線を落とすとディーの顔がのぞき込むように見上げていた。

「どうしたんだディー？」

「……遊馬？　えっと……うん……なんでもないよ」

「そろそろ買い物に行くか。でも無駄遣いはせんからな。必要なモノだけを揃そろえるんだ」

　とはいえ、何が必要なのか遊馬にはさっぱりわからない。だからこそ、桂とさつきという助すけっ人とを揃えたわけだが……いきなりこんな騒動になり、早くも遊馬の胸に言いようのない不安がわき上がるのだった。



　遊馬の不安とは裏腹に、買い物は順調に進んでいった。ケーキ作りには繊せん細さいさやかわいさといったものを追求する審美眼が必要だが、遊馬にはそういったセンスがない。

　アクセサリー一つとっても遊馬が良いと思ったものは桂もさつきも……ディーまでもが「いまいち」という反応を示す。一方、桂が選ぶものは遊馬には「いまいち」でも、さつきやディーは「かわいい」というのだから、遊馬はこの買い物を完遂できるかという不安よりも、自分の将来の夢について、適性があるのかどうか不安になってしまった。

　ディーは基本的には無表情だが、きちんと自分の好みを持っているらしい。服も明るい暖色系より、クールな寒色系の色を選んでいた。

「はい、じゃあここであっちゃんは待機ね」

　二階のとある店舗の前で遊馬は桂に呼び止められた。ディーも立ち止まる。

「……遊馬……来ないの？」

「あ、ああ。待ってる方がよさそうだしな」

「……じゃあディーも行かない」

「いや、そういうわけにもいかんだろ」

　女性下着を扱うお店が中心になっているフロアだった。遊馬が桂やさつきにお願いしたい分野は、まさにここである。

　遊馬の疑問は膨らむ一方だった。そもそもなんでディーは人間の形をしているのか？　作った人間の趣味にしてはやりすぎである。それに人間らしさを学ぶことの理由も想像がつかない。遊馬にはわからないことだらけだが、そんな考え事をしているうちにさつきがディーの手を取って、ランジェリーショップに連れ込んでいた。

　遊馬あすまは手近なベンチに座る。時折、ランジェリーショップからディーが遊馬を気にするようにちらちら視線を向けていた。まるで遊馬がどこかに行ってしまわないか、不安だといわんばかりの表情をみせる。

（――契約したからなんだろうな。ディーが俺おれにこだわるのも）

　いくつも疑問は浮かぶのだが、引き受けた以上はディーが一人前になるまで面倒をみなければいけない。その事実だけは確かである。遊馬が休憩している間に、ディーはぺったんこな胸にちょうどいいファーストブラを桂けいに選んでもらうのだった。



　洋服選びのセンスはさつきが大いに口を出した。似合うからという理由で乙女チックというかロリータ系中心のチョイスだが、さつきが選んだものを桂がさらにふるいにかける。ドライマークなど遊馬が洗濯するには難易度の高い素材は、桂の手によって弾はじかれた。

　衣料品のつまった紙袋を遊馬が両手に持ちながら、ショッピングモール一階を歩く。

「一個くらい持ってくれんのか？」

「あんたは服選びで頭脳労働してないんだから、それくらい当然でしょ？」

「俺だって色々考えることはあったんだッ!!　平等に頭脳労働もしてる……あ、ディー……持ってくれるんだな？」

　遊馬の手から紙袋を一つだけ受け取ると、ディーはコクリと首を縦に振った。

「……がんばる」

「ディーは偉いな。優しいな。誰だれかさんと違って」

「本当に偉いわね。でも間違ってるわよ。遊馬は今日、ほとんど活躍してないでしょ？　荷物を持つことでその存在感を主張できるチャンスなのに、ディーが手を貸したら遊馬の見せ場を奪うことになるじゃない？」

　さつきの弁舌にディーはハッとして目を丸くさせた。

「……遊馬。ディーが間違ってた」

　遊馬には言い返す言葉も見あたらない。

「さらに遊馬にはあたしに何か感謝の印を形で示す権利を与えるわ！」

　かわいい猫の小物がたくさん置いてあるファンシーショップの前で、さつきは立ち止まった。黒猫をモチーフにしたキャラクターがメインマスコットのようで、ぬいぐるみやティッシュケースカバーに、鍋なべ敷しきやら鉛筆立てにマグカップなどなど、店内はどこもかしこも黒猫だらけである。

「……プレゼント？」

　ぽかんとしているディーに桂が微笑ほほえんだ。

「プレゼントをするとね、好きな人ともっと仲良くできるんだよ。プレゼントをしてもらったら感謝しなきゃね？」

　そのまま桂けいの視線が遊馬あすまをロックオンした。

「お姉ちゃんはこれがいいな♪　黒猫さんのペンケースで勉強がはかどっちゃうかも」

　さつきのアホ毛がレーダーのように反応する。毛先の先端が好みの小物に向けられた。

「あたしは……そうね。ストラップにするわ。これならケータイ端末にいつでもつけてられるし……って、べ、別にあんたがプレゼントしてくれたからとかじゃないのよ！　本当に気に入っただけだし、気に入ったからケータイにつけるの。それだけよ！」

　どちらもそれほど高くはない。お小遣いで買える範はん疇ちゆうのものだった。

　本当は甘い味覚の一本道――スイーツストリートにも寄って行きたかったのだが、手荷物もいっぱいである。今日は諦あきらめて遊馬は二人に感謝の印を示すことにした。

「……ディーは……これ」

「桂とさつきには買い物の手伝いをしてもらったんでしょうがないが、お前はむしろ俺おれに感謝すべき……」

　言いかけて遊馬は言葉を失った。ディーが手にしたのはネコミミのついたカチューシャなのだ。ディーは自分でかぽっと頭にセットする。

「……にゃーん」

　先ほど「どうぶつふれあい広場」で、かわいいものについて学習したらしく、手をまるめて猫のようなポーズをとるディー。金髪ツインテール猫耳ロリ美少女。尻尾しつぽがあれば完かん璧ぺきだった。

　見とれていたのは遊馬だけではない。さつきまで食い入るようにディーに夢中になる。

「ひ、卑ひ怯きようよディー！　それは反則だわ……かわいすぎるのも罪よッ!!」

　黒猫カチューシャでネコミミ化したディーは、美少女のかわいさと猫の愛らしさの両方を持ち合わせていた。

「……遊馬。だめ？」

「よく似合ってる……けど無駄遣いはできないからな」

　しょんぼりとディーはネコミミを外そうとした。が、それを止める声が店内に響く。

「そのネコミミはあたしがディーにプレゼントしてあげるわッ!!」

「……本当に？」

　ディーはさつきと遊馬の間で視線を行ったり来たりさせている。まるで遊馬に許可を求めているようだ。

「プレゼントなら……いいんじゃないか？」

「よかったねディーちゃん♪　そうだ、さつきちゃんがディーちゃんにプレゼントしたんなら、あっちゃんも何か欲しい？　この黒猫着ぐるみパジャマとかどうかな？」

　桂が店の奥から持ってきたのは、すこしダブっとした感じのパジャマだった。枕まくらのような頭部がついていて、すっぽり頭からかぶることができる。ボディースーツのようになった子供向け変身パジャマの大人おとな版である。目つきの怖こわい遊馬あすまが着るとシュールさもひとしおだった。

「それこそ無駄遣いっていうんじゃないか？　プレゼントされても俺おれは着ないからな」

「お姉ちゃんがせっかく選んであげたのに、あっちゃんはすぐ意地悪を言う」

「このパジャマ、なんだかんだで一万円近くするだろ。そんな高いものをもらうわけにはいかない」

「あら？　遊馬は顔の造形からしてキュートさが皆無だから丁度いいんじゃない？　かわいい服を着れば相殺して一般人に近づけるわよ。それにディーにネコミミをつければ二人でペアルックっぽく……って、なに言わせるのよッ!!」

「なるかッ!!　するかッ!!　着るかッ!!　……プレゼントするからとっとと帰るぞッ!!」

　このままでは本当に桂けいがパジャマを買いかねないと危き惧ぐして、遊馬は桂とさつきの分のプレゼントをレジに持っていくのだった。



　遊馬が自宅の前に戻ると、その光景に唖あ然ぜんとさせられた。

　今朝まであったはずのボロアパートが……取り壊されていたのだ。

「これはなんの冗談だ？」

「……おうちない」

「あら？　もしかして住所を間違えたの？　あんたってちゃんと自宅に帰ることもできないのね？」

「うっかりバスの駅を一つ乗り過ごしちゃったかな？」

　桂の心配そうな表情に遊馬は乾いた笑みを浮かべる。

「いや、間違ってない。間違ってるのはこんなことが突然起こる世の中の方だ」

　遊馬のケータイ端末から着信音が響いた。

『もしもし担任の草くさ壁かべです。一つ言い忘れていたのでお電話しました』

　受話器を耳に当てた遊馬に不穏な言葉が飛び込んでくる。

『えーと、住環境についてですが、いかに魔ま装そう具ぐとはいえディーさんは女の子ですし、狭い六畳間に二人きりというのはさすがにいけないということで、お二人には寮に移ってもらうことになりました。それと再開発計画に漏れがあったとかで、急きゆう遽きよ、あのオンボロなアパートは解体されることになったそうです』

「なぁ……草壁先生。あんた、わざとやってないか？」

『こう見えても忙しいもので、うっかり忘れてしまったりもするんですよ。家財道具一式は新居の方に移しましたから安心してください』

　口調がどこか楽しげに聞こえるのだが、とりあえず遊馬はホッと息を吐く。

「それで、どこに向かえばいいんだ？」

『すぐに住所をそちらの端末に送ります。それではいい新婚……もとい新生活を』

　言うだけ言って草くさ壁かべは一方的に通話を切ってしまった。すぐにメールで住所が送られてくる。遊馬あすまは端末のナビで場所を確認した。到着地はとある女子寮を指し示している。

「これは……なんの冗談だ？」

　どんな冗談であれ、アパートが取り壊された以上、遊馬はそこに行くしかなかった。



　小川の流れる緑地公園の中に、洋館のような洒落しやれた雰囲気の建物がたたずんでいる。第十三女子寮は学園で生活するすべての女子にとって憧あこがれの的だった。

　入寮するチャンスは基本的に一回限り。しかも本人の努力ではどうすることもできない。入学時の魔力数値上位から定員までが選抜された。一学年につき五十人ほど。三学年合わせて百五十人の成績優秀な女子生徒が生活をしていた。

　入寮している女子生徒たちが野次馬のように自室の窓から顔を出す。先ほど引っ越しのトラックがやってきたのである。そんなトラックの次にやってきたのが遊馬たちだった。

「すんげぇアウェイな感じがするんだが」

「当然じゃない。ここは女子寮だもの」

「俺おれも住むのか？　いや、その……まずいだろ」

「そう思うならディーだけをここに置いて路頭に迷う？　ダンボールハウスと『拾ってください』って書いた立て看板くらいはつくってあげてもいいわよ？」

「なんでそう動物っぽく扱おうとするんだお前は！」

「文句ばっかり言って男らしくないわね。いい加減あたしのペットになると誓いなさい」

「誓うかッ!!」

　遊馬はもう一度ケータイ端末の地図を開く。何度見直しても中庭の真ん中が目的地に指定されていた。

　選抜級生徒のために用意された、この寮の部屋や設備はまさに天国と言える。すきま風に悩まされることもなく、隣室との壁は厚くてプライバシーも守られている。冷暖房完備で日当たりもすこぶる良好そうだった。

　その上、寮生に開放された大型のキッチンルームなどあれば遊馬にとっては天国である。オーブンはもちろんケーキ型も一式揃そろっていて、パイ生地を作る時に使うマーブル台もある……かもしれない。

　遊馬は期待に胸を膨らませる。が、すぐに冷静さを取り戻した。仮にケーキ作りができるようなキッチンがあったとしても、この寮で生活していく自信はない。

（――そもそも女子寮に男が使えるトイレはあるのか？）

　軽く青ざめる遊馬とは対照的に桂けいは普段よりも元気だった。

「それじゃ行こうあっちゃん！　これからはお姉ちゃんと一緒の部屋だよ！」

「ああ……そうなのか……って、待て待て待て待て！　どうしてそうなるんだ？」

「え？　違うの？」

　思い込みの激しい桂けいに遊馬あすまは首を左右させる。

「そんなわけないだろ」

「そっか。やっぱりディーちゃんとあっちゃんと三人だとさすがに狭いかな？　でも、お姉ちゃんは狭くても大丈夫だよ？　あっちゃんは遠慮しなくていいから！」

「遠慮もなにもしてねぇからッ!!」

「安心なさい。ディーはあたしの部屋で引き取ってあげるわ♪　それともあたしの部屋にあんたが来る？　ペット待遇でかわいがってあげるわよ！」

　さつきは鞭むちを片手ににんまりと笑みを浮かべる。

　そんなやりとりの間に、ディーは寮長さんから部屋の鍵かぎを二つ受け取っていた。その一つを遊馬に渡す。

　ディーの鍵はこの寮の個室用カードキーだが、遊馬のそれはただのシリンダー錠だった。

「……遊馬と違う」

　ディーから遊馬が受け取った鍵にはタグがついている。

「庭」という一文字が怪あやしい。

「なんか嫌な予感がするんだが」

「とりあえず行ってみましょう？」

　先導するようにさつきが中庭を目指して歩き始めた。

　緑の歩道を進むと、小川の流れる橋にたどり着く。ちょっとした広場になっているのだが……そこにプレハブ小屋が建てられていた。エアコンの室外機が備えつけられていることから、電力は通っているようである。表札に郵便受けまであるのだが……。

「鍵がかかってるな」

　ドアノブに手をかけて遊馬はぽつりと呟つぶやく。先ほどディーから受け取ったシリンダー錠がさっそく役に立ちそうだった。

　がちゃり……と音を立てて鍵はすんなり解除された。遊馬の部屋の家具……といってもベッドに冷蔵庫くらいなものだが、何一つ欠けることなくすべて揃そろっている。

　さつきがぽつりと呟いた。

「冷暖房完備の素敵な犬小屋じゃない♪」

「犬小屋って言うなッ!!　が、悪くない。自然に囲まれた立地も含めて」

　本当に犬小屋住まいになるのかと覚悟していた遊馬は、ほっと安あん堵どの息を吐いた。それに合わせるようにケータイの着信音が鳴り響く。

「あら？　メールね。送信者は学園広報になってるわ」

　ざっとさつきが内容を読み上げる。ディーが人型魔ま装そう具ぐであることと、遊馬がその面倒をみているのが学園公認の課題であることの事情説明だった。

「これであんたも変な誤解は受けずに済むわけね。けど、この神聖な女子寮で少しでも妙な真ま似ねをすれば……わかってるわよね？」

　愛用の鞭むちを手にしてアホ毛をゆらゆらさせながら、さつきはサディスティックな笑みを浮かべた。

「妙な真似ってなんだ？　するわけないだろう」

　桂けいが自分の手のひらに軽く握った拳こぶしをポンと置く。

「ということは、ディーちゃんは寮のお部屋であっちゃんは離れで生活ってことかな？」

「……ディーもここがいい」

　プレハブとはいえ遊馬あすまの新居はこれまでのボロアパートよりも広々としている。

「すぐ近くだからいつでもあっちゃんのお部屋に遊びにこられるね？」

　桂の口調は優しく柔らかい。遊馬もそれに便乗した。

「一人前のレディーには自立心が必要だと俺おれは思う。遊びにきてもかまわんから、寮でもきちんと生活するんだ。自分の力でな」

「……自立？」

　いまいちピンときていないディーにさつきが告げる。

「そうよ。あたしみたいになんでも一人でできる大人おとなの女にならなくちゃいけないわ」

「……ディーは遊馬を守るから、いつでもそばにいたい」

「そもそも俺をいったい何から守るっていうんだ？」

　遊馬の口から本音がこぼれた。「塔」の中に入らなければ虹にじ浦うら市は至って平和で治安もよい。「塔」の内部からモンスターが出てくるという事例は報告されていないし、虹浦市には常にレベル７地域――非常に危険な未開地まで行き来できるプロの魔ま装そう士しが常駐している。彼らが束になっても勝てないようなモンスターが外に出てきたなら、核ミサイルで「塔」ごと虹浦市を蒸発させるくらいしか手がないだろう。

「モンスターが外に出てくることなんてないから安心しろ」

　断言して遊馬は珍しく微笑ほほえんだ。狂犬のような遊馬が笑うと……普段以上に怖こわい。しかめっ面の方がしっくりくるのだが、そんな遊馬の表情にディーは「……うん」と素直にうなずいた。

「いつも一緒は無理だけど、門限まではあっちゃんのお部屋に遊びに行けばいいんじゃないかな？」

「……じゃあ、いっぱい遊びに行く」

（――ふぅ……とりあえずこれでディーの衣食住は確保だな）

　ついでに自分の新居も手に入り、遊馬は心の中で再び大きな安あん堵どの息を吐くのだった。



    

  
    
      


第四章　狙ねらわれてねたまれて？





　ディーがやってきてから一週間。遊馬あすまに対する周囲の評価は次第に変わり始めた。

　遊馬にぴったりくっついてくるディーの姿は、親ガモを追う小ガモのようだ。そんなディーをいつも遊馬は優しくフォローしていた。遊馬の真剣な姿はクラスメートたちの抱く「落ちこぼれ」や「狂犬」というイメージを払ふつ拭しよくしつつある。

　さつきも協力的で、率先してディーをクラスの女子たちの輪に加えた。最初はぎこちなかったディーだが、順応したのか女子たちからのウケもなかなかいい。ディーの場合、天然ボケキャラを作っているという雰囲気はなく、真性なのだということが浸透したようだ。

　順調だった。最初はどうなるかと不安が大きかった遊馬だが、ディーの表情も少しずつ……本当に細かい変化ではあるものの、豊かになってきている。

　学園で普通に生活している限りは、遊馬が危険な目に遭うこともない。ディーもここ数日は「……遊馬を守る」という決まり文句を口にしていなかった。

　今朝も三人で昇降口にやってくる。桂けいは日直で今日は一人、早く寮を出た。

「なんだか拍子抜けね。もっとディーは苦労すると思ってたのに」

「……さつきのおかげだよ。ありがとうございます」

「よく言えました。本当にディーは素直でお利口ね。誰だれかさんと違って」

「なんでこっち見るんだよ。つうかディーまで……」

　最近、さつきの影響で彼女に似てきているディーの行く末がどうなるのか……想像すると遊馬は気が重くなる。そんなことを考えていて集中力を欠いたまま、上履きに履き替えようとしたその時、遊馬の足の裏にチクリと痛みが走った。

「痛ッ!!　なんだこりゃ」

　身体的なダメージは普段の訓練で慣れているのだが、まるっきり不意打ちだったため遊馬は少し大きな声をあげてしまった。

　上履きを脱いでひっくり返すと、中から画が鋲びようがこぼれ落ちた。ディーの表情がこわばる。

「……遊馬を……守れなかった」

　靴下に血が滲にじむが放ほうっておいてもすぐに止まるだろう。問題は怪け我がよりもディーのうろたえっぷりの方だ。

「……ごめんね……遊馬……ごめんね」

　まるで自分の責任だといわんばかりで、ディーは軽く下唇を噛かんでうつむいてしまった。今にも泣き出しそうで見ている遊馬の方がはらはらしてくる。

「まるで女の子グループのイジメね？」

「なんで俺おれが狙われるんだ？」

　ディーを狙ねらった何者かが誤爆したのかと遊馬あすまは考えたが、クラスでのディーの評判は上々だ。その人気をねたんだ者の犯行なのかもしれないが、ねたむような人間に遊馬は心当たりがない。

　遊馬が見る限りディーはうまくクラスに溶け込んでいた。ディーがやってくるまでのぶっきらぼうな遊馬よりも、よっぽど円えん滑かつな人間関係を構築している。

　もし、自分が狙われていたのならと考えると遊馬はますますわからない。

　が、思い返してみれば遊馬の両隣には美少女が二人。これに授業時間外では学園のアイドルである桂けいが加わり、さらに遊馬は女子寮の庭に特別に住まわせてもらっているという身の上だった。

　さつきが軽く腕組みしながらアホ毛をピィンッ！　と立てる。

「犯人はあんたをねたんでいる男子ね。ま、仕方ないわよ。事情があるとはいえこのあたしが隣にいるんだし」

　遊馬が狙われたことを真剣に悩むディーとは対照的に、さつきは生き生きとし始めた。

「俺おれが不幸に見舞われるのがそんなに楽しいのか？」

「ま……とりあえず警告しておくわね」

　一度ぐるりと周囲を見回してからさつきはお腹なかから声を出す。

「もし、近くにいるならそのまま聞きなさい。遊馬がどうなろうがあたしの知ったことじゃないけど、遊馬が傷つくとディーが悲しむの。だからこういうくだらないことはやめなさい。もし、まだ続けるっていうのなら、遊馬の飼い主であるあたしが相手になるわ！」

　何事かと登校中の他の生徒たちが、声を張ったさつきに視線を集めた。

（――これじゃ逆効果なんじゃねぇか。それに飼い主って……）

　と、思いながらも遊馬はざっと確認する。さつきの言葉に反応して動きがぎこちなくなったり、こちらを見ていたのがそっぽを向いて遊馬の視線から逃げたり……という人間はいない。

「どうやら周囲に溶け込んでるって感じじゃなさそうね」

　さつきも宣言しながら生徒たちの挙動をチェックしていた。

「……遊馬？　さつき？」

　心配そうに二人の顔を交互に見つめるディーに、遊馬は「そんなに気にするなって。どこの誰だれかは知らんがこれくらい怪け我がのうちにも入らないから」と優しく告げた。

「……でも……」

「そうだディー。今日は帰ったらホットケーキを作ろう。俺の部屋のミニキッチンじゃ本格的なケーキは無理だけど、焼きたてのホットケーキはうまいぞ！　食べすぎて夕飯が入らなくなっても知らないからな」

　ほとんど料理はできない遊馬だが、ホットケーキを焼くのだけは自信があった。その言葉にディーが瞳ひとみを輝かせる。

「……ケーキ♪　ケーキ♪」

　純真な笑顔に遊馬あすまは安あん堵どしながら、いたずらがいたずらであることを祈る。

　だが、祈りは天に届かず危険はまだまだ遊馬の身に降りかかるのだった。



　昼食を購買のパンで済ませることにした遊馬は、学園内の安い自販機に向かった。大食いキャラかと思われたディーだが、遊馬の普段通りの食生活に付き合うようにパンと飲み物だけで昼食を済ませている。

「いいのか？　パンだけで」

「……うん。遊馬がいるから」

「それって……あの、き、ききき……す……じゃなくて、魔力を充じゆう填てんしたからか？」

「……そうだよ」

　ディーは自分の口元を指さした。

「……またする？」

「いや、ここではまずい！　いやいや場所の問題だけじゃなくて……ともかく、そういうことはあまりむやみやたらにしないんだぜ人間は」

　お目当ての自販機前まで二人はやってきた。遊馬がこの虹にじ浦うら市にやってくるまで聞いたことのない「十じゆう字じ光こう商会」という名前の飲料メーカーの自販機で、ラインナップの微び妙みようさに定評がある。一本七十円で買えるため遊馬にだけは人気が高い。

　得体の知れない「十字光商会」のドリンクは一般受けしないものばかりだった。ラインナップは「やきとりのたれドリンク」「ゴーヤチャンプル液状化現象」「アレの生き血」「ＷＡＳＡＢＩ～罰ゲームのお供に～」などの迷品ばかり。

　遊馬のお気に入りは「プリンシェイクソーダ」という、卵とミルクとキャラメルがミックスされた炭酸飲料だった。炭酸さえなければまだ需要はあったかもしれない。この自販機に入っているほとんどのドリンクは何かしら余計な要素で味がぶち壊しになっていた。

　この「プリンシェイクソーダ」は、以前さつきが遊馬に負けじと張り合って、挑戦したものの口をつける前に匂においで断念した経緯がある曰いわくつきである。

「ディーはオレンジジュース風ソフトドリンク（無果汁）でいいな？」

「……オレンジ好き」

　一番無難なオレンジ味を買い、続けて遊馬は「プリンシェイクソーダ」のボタンを押した。ともかく糖分が摂取できればいいという理由で遊馬はこのドリンクを飲み続けている……うちに、次第にやめられなくなったという経緯がある。

　搬入したてなのか少し温ぬるい。キンキンに冷えていてほしかったのに遊馬としては少しがっかりだった。

　ドリンクを買い終えて学園の中庭までやってくると、さつきと桂けいが遊馬あすまたちを待っていた。さつきは有名なパン工房のクロワッサンにスープのセットをテイクアウトしており、桂は自作のサンドイッチ……一人で食べるにいささか多めなボリュームだった。

「あっちゃんもディーちゃんもさつきちゃんも味見してみて！」

　野菜がたっぷりのサラダサンドは彩りも美しい。味も見た目通りの美お味いしさだった。桂の料理の味は遊馬にとって家庭の味……と、言えなくもない。なんだか食べるとホッとする。

「あら……美味しいじゃない？　マヨネーズが決め手ね」

「すごいさつきちゃん！　これ、自家製マヨネーズだけど一発で当てちゃうなんて」

　感心する桂にさつきは「ま、あたしの味覚にかかれば当然よね。だから遊馬の愛飲してるその得体の知れない飲料がまずいことも、飲まずにわかるのよ。嗅きゆう覚かくが『死』を嗅かぎ取ったわ！　そんな飲み物を愛しているなんて味覚が変態ねッ!!」と、遊馬がいままさにプルタブを開けようとしている「プリンシェイクソーダ」をびしっと指さした。

「別にいいだろ。俺おれが好きで飲んでるんだか……ら？」

　開けたとたんに黄色い液体が遊馬の顔面に勢いよくぶち当たった。その炭酸飲料は思いっきりシェイクされていたのだ。搬入時の手違いなのか……それにしたって強烈すぎる。まるで小規模な爆発だ。周囲に甘い匂においが立ちこめた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、あたしじゃないわよ」

　さつきが指さしたとたんに液体が噴き出したのだが、さつき自身もそんな偶然に驚いて指先までわななかせている。

「あっちゃん！　炭酸振っちゃだめだよ！」

「俺おれはそこまで乱暴に扱った覚えはないんだがな……」

　驚くを通り超えて遊馬あすまは逆に冷静になっていた。

　そんな遊馬の座っているベンチの周囲に黒くろ蟻ありが列を作り始める。

「……遊馬が……狙ねらわれてる」

「偶然だろ。とはいえ怪あやしいっちゃ怪しいか」

　遊馬が買うのを見越して振ってあった。そう考えると犯人はドリンクの搬入業者ということになる。缶入り飲料は買っても、清涼飲料水業界にピンポイントで狙われるような恨みを買った覚えはない。遊馬はそもそも「十じゆう字じ光こう商会」にとって数少ないお得意様のはずである。

「あっちゃんの顔に蟻さんがのぼってきてるね？」

　ハンカチを取り出して桂けいは手渡した。

「つぶしちゃだめだよ？　みんながんばって生きてるんだから」

　遊馬はパッパとハンカチで顔を払う。ともかく今はすぐにでもシャワーを浴びて着替えたい。午後の持久走で使う体操服で残り半日を過ごさなければならなそうだ。

「ちょっとシャワーを借りて着替えてくる」

「……ディーは遊馬を守るから」

　遊馬が立ち上がるとディーもそれに追従する。

「俺は大丈夫だから桂とさつきと一緒に待っててくれ」

「……だめ。ディーは……ディーは遊馬を……」

　ディーの声がか細く震ふるえていた。

「わかった。じゃあシャワー室の前までな」

　ドリンクが乾き糖分でベトベトし始めていた。昼休みのうちに着替えておきたいので、遊馬はしぶしぶディーの申し出を承諾する。

　本当はディーを連れて行きたくなかった。動機はわからないが狙われているのは遊馬なのだ。ディーを巻き込みたくない。

「あっちゃん気をつけてね」

　珍しく過保護な桂があっさりとした態度を見せた。遊馬とディーが着替えを取りに校舎へと歩き始める。

「二人だけで行かせていいのかしら？」

　口をすっぱくするさつきに、桂は春の日差しのようなほんわかとした口調で返した。

「あっちゃんがあんな顔をする時って、助けちゃいけないんだって……最近思うの。ディーちゃんがやってきてすっかりお兄ちゃんの顔になったし。ちょっと寂しいけど」

　寂しいと言いながらも桂けいは笑顔を崩さない。さつきはアホ毛を角のようにとがらせた。

「あ、あたしは最初っから助けるつもりなんてないし、遊馬あすまなんてどうなろうが知ったことじゃないわよ！」

「さつきちゃんも本当は心配で、一緒に行きたかったんでしょ？」

「そんなことないわよッ!!　遊馬って桂が言うほど面倒見が良くて立派かしら？」

「立派……って言うのがあってるのかわからないけど、あっちゃんなりに一生懸命なのは伝わってくるし。さつきちゃんもあっちゃんのそういうところが好きなんじゃないの？」

「だからなんで好きとかそういう話になるのよッ!!」

　さつきがヒートアップするほどに、アホ毛の角がどんどんとんがりを増していく。

「じゃああっちゃんのどこが好きか言いっこしよっか？　いっぱい言えた人の勝ちだよ」

「しないわよ！　一つとして見つけられないわ。いいこと探しするには遊馬って難易度高すぎるのよッ!!」

　顔を真っ赤にしながら吠ほえるさつきに桂はにっこりと目を細めるのだった。



　午後の授業の持久走の間も遊馬は警戒を怠おこたらなかった。ディーは運動場のトラックの外で遊馬が軽快にトップを快走するのを応援している。遊馬はそんなディーの前でぶっちぎりのタイムを叩たたき出した。魔ま装そう具ぐ使用不可の訓練には遊馬はめっぽう強い。

　持って生まれた魔力も高く、魔装具とうまく同調できれば遊馬はプロの魔ま装そう士しに比肩するだけの力を発揮できる……かもしれないだけに、学園の教師たちも残念でならなかった。

　近年、「塔」の研究は行き詰まりつつある。レベル８の壁――「塔」の内部を危険度別に区分していった結果、プロクラスの魔装士がチームを組んで挑み、それでも先に進むことができない区域が存在した。毎年学園から数人のプロ魔装士が誕生するのだが、それと同数か……それ以上の未帰還者を出している。

　人類の限界。それがレベル８なのかもしれないという説もある。その先に進むための様々なアプローチもあったのだが、それらの研究もペーパープランから実働試験に至ったものまで含め、どれも成功をおさめることはなかった。

「一着、厳島いつくしま君。すばらしいタイムですね」

　ストップウォッチを片手に担任の草くさ壁かべが告げる。遊馬は肩で息をしていて返事もまともにできないが、草壁はそれでも続ける。

「少し手を抜いてもよかったんですよ？」

「……ハァ……ハァ……いや……先生……俺おれは……これくらいしか……」

「そうですね。他ほかの部分がダメでも得意なところでがんばるというのは良いことだと思います。まぁ、魔ま装そう具ぐと同調してしまえばこのタイムもあっさり他ほかの生徒に抜かれてしまうわけですけど」

「……全否定……すんなって……一言……余計だ」

「これは失礼しました」

　ゴールした遊馬あすまに続く第二グループの先頭は男子ではない。さつきだった。魔装具に頼らずに走り込み、基礎体力トレーニングもばっちり行っているさつきだが、それでも遊馬にトラック三周以上離されている。その後ろはといえば……全員真面目まじめに走っていなかった。魔装具のアシストなしで走るのは面倒だ……とは言わないが、ダラダラとマイペースにジョギングしている。

　だんだんと呼吸も落ち着いてきた遊馬にディーが駆け寄ってきた。

「……遊馬。大丈夫？」

　ディーの差し出したタオルを受け取ると、遊馬は自然と笑顔になった。

「ふぅ。ありがとうなディー。どうやらいろいろと取り越し苦労だったみたいだな」

　昼休みの一件も悪い偶然が重なっただけ……と、遊馬は思いたかった。ディーの保護者をしつつ学園のカリキュラムをこなすだけで手いっぱいなのに、妨害者まで出てきてはお手上げである。

　草くさ壁かべがディーの成長に目を丸くさせた。

「驚きましたね。タオルを用意するなんて、もうすっかり一人前のレディーになってしまったんでしょうか？」

「……まだだよ」

「早く一人前になってくださいね。と、私が言ってなるようなら誰だれも厳島いつくしま君に頼んだりはしないでしょうが。そういえばディーさんの魔装具としての力は、模擬戦の時に使ったきりのようですね。もう少し、そちらの方を研究してみてもいいんじゃないですか厳島君？」

「ディーは女の子になるんだろ？　ディーが力を使う必要なんて日常生活にはないんだ」

　ディーの能力。それはシャボン玉のように広がる防壁である。ディーが遊馬を守ろうとするのも魔装具としての機能に関係しているのかもしれない。

「それもそうですね。さて、私も厳島君だけの相手をしてもいられないのでタイム計測に戻りましょう。アルバイトとはいえ先生なのですから」

　学園の教師には専業と兼業があり、プロの魔ま装そう士しの資格を持つ教師も少なくない。

「これでもプロのトップクラスなんですよ」

「嘘うそつくなって。そんな大物ならアルバイトなんかしないだろ」

　草壁は応こたえずにトラックの方へと歩いていってしまう。

「……遊馬？　ディーはもっと力を使う方がいい？」

「いや、いいんだディー。気にするなって」

　ジョギングするクラスメートたちを遠目に見ながら遊馬あすまはぽつりと呟つぶやいた。



　現在「塔」という資源と魔ま装そう士しという人種は日本の独占状態だった。「塔」から離れるほど結晶のエネルギー放出量は減少するからだ。魔装士の才能についても同じことが言えた。石油資源のように輸送することもできない。

　そして「塔」の出現以降、魔力を持った人間は年々増加傾向にあった。「塔」が東京湾に突然姿を現したのが二十年前。それから少しずつ「塔」に適応した新人類の割合は増えていった。徐々に広がりつつあるのだが、それでも「塔」の影響範囲は日本の本州までに留とどまっている。

　人工島である虹にじ浦うら市の容量はまだ十分に余裕があるのだが、この先も魔装士の才能を持った人間が増えるという予測データから建設ラッシュが始まっている。

　寮から学園に続く通学路にも、新しいマンションがいくつもその輪郭を天に向かって伸ばし始めていた。まだ骨格を組み上げている段階で白いシートに被おおわれているのだが、どれも十階建て以上にはなりそうである。

「もっと魔装士になる人が増えるのかな？」

　桂けいがぽんやりと建設中のマンションを見上げて立ち止まった。遊馬が第十三女子寮の庭に引っ越してきてからというもの、さつきとディーと毎日四人で帰るのが通例になっている。

「そういえば、桂はプロの魔装士になるのかしら？」

「うーん……実はあんまり考えたことないかな。やっぱり女の子の夢は好きな人のお嫁さんになることだし♪　さつきちゃんはやるからにはプロを目指すって感じだよね？」

「あたりまえじゃない。自分の才能を生かす仕事に就けるなんて幸せなことよ！」

　遊馬はさつきの後ろで彼女に気づかれない程度に小さく息を吐いた。

（――本当はペットショップの店員とかトリマーになりたいんだろ。あれだけ小動物に嫌われてちゃ無理っぽいが……少し気の毒だな）

　自分のことは棚にあげて遊馬は心の中で呟いた。

「プロの魔装士になれなかった人間でも虹浦市に留まる人は多いんだよな」

「学園の卒業生には魔ま装そう具ぐの携帯が許されるし、レベル３地域までなら『塔』に入ることもできるけど……あ、あたしには関係ないわ！　プロになるんだから。いずれはレベル８地域も攻略よ！」

「にしたってマンション造りすぎじゃないか？」

　遊馬も空を仰あおぐ。

　休憩に入ったのか工事中のわりに静かなマンションの……頂上にそびえていたクレーンが不意に動き出した。その先端には鉄骨の束がワイヤーで固定されているのだが……。

「って、冗談だろッ!?」

　遊馬あすまが見上げた瞬間、鉄骨は大きく揺れた。クレーンが動いている気配はない。ワイヤーに何かがあたったのである。衝撃でワイヤーが外れて鉄骨が傾いた。

「うあああああああああああああああああああッ!!」

　遊馬は無意識のうちに声をあげていた。鉄骨が三本、雨のように降ってくる。遊馬が立っていたのはちょうど落下点だった。

「遊馬ッ！　逃げてッ!!」

　さつきが鉄骨に気づいて声をあげるが、遊馬は動かない。いや、動けなかった。画が鋲びよう、炭酸ジュースときて……鉄骨というエスカレートの仕方に恐怖を覚え、逃げるのが一瞬遅れてしまったのである。

（――まさか『塔』の外で死ぬのか……俺おれは……）

　遊馬には落ちてくる鉄骨がゆっくりとスローモーションがかって見えた。逃げようと意識した時にはもう頭上に迫っている。身体からだが機敏に反応しない。まるで水中にいるような感覚だった。逃げられるタイミングを逸いつし、直撃は免まぬがれられない。

「……遊馬を……守る」

　少女の声に遊馬はハッして、我に返った。目の前に青白い膜が広がる。それは鉄骨の直撃を受けて火花を散らしながらも……弾はじく。

「……んッ……まだ……がんばる」

　苦く悶もんの表情でディーは耐えた。だが、二本目、三本目の鉄骨がディーの生み出した泡の防壁に降り注ぐ。泡の防壁は消えかけていた。

　コンマ数秒遅れて桂けいが携行している愛刀を抜いた。刀の魔ま装そう具ぐ。名前はない。二本目の鉄骨めがけて跳ぶと、桂は居合抜きで一刀両断する。その動きは風よりも迅はやい。剣を振るうスピードはまるで光のようだった。

　さつきも同時に鞭むちを空中に伸ばし、鉄骨の一本に巻きつけると軽々と投げ飛ばす。

　遊馬だけが何もできなかった。全身から力が抜ける。ディーたちがいるためなんとかふんばるが、身体は腰を抜かしてその場にへたりこみたがっていた。だが、グッとこらえる。

「あっちゃん大丈夫？」

　刀を鞘さやに納めて桂がたずねる。さつきはマンションの屋上を警戒していた。気配を探るのは得意ではないさつきだが、ひとまず殺気の類たぐいは感じられない。

「事故にしてはずいぶんピンポイントで狙ねらわれたわね？」

　さつきが視線を落とすと、遊馬がディーの体を支えるように抱きしめていた。今の防壁で魔力を使いきったのか、ディーは目を閉じて遊馬に体重を預けている。

（――狙われてるのは間違いなく俺だ。どこの誰だれだか知らんが……このままじゃディーも桂もさつきも巻き込むことになる。なんで……俺はこんなに弱いんだッ!!）

　遊馬あすまの腕の中でディーがゆっくりと目を開く。

「……遊馬。無事で……よかった」

　安あん堵どの表情を見せるディーに遊馬は申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「ありがとうなディー。それにさつきに桂けい先輩も」

「お姉ちゃんがあっちゃんを助けるのは当然だよ！　家族だもんね？」

　先輩と呼ばれたら返事をしない。そんなちょっとした意地悪も桂はしなかった。

「あたしはただ自分の身に降りかかってきた火の粉を払っただけよ」

　二人の気遣いに遊馬は苦笑いする。自分が情けない。情けなくて仕方ない。

「もう鉄骨は降ってこないよな」

　抱きしめていたディーをそっと離す遊馬だが、ディーは膝ひざから崩れ落ちそうになった。今の防壁で消しよう耗もうしてふらふらなようだ。

　すぐにディーの身体からだを捕まえ直し、遊馬は背負う。ディーの体は見た目相応に軽い。

「……遊馬。ディーは歩けるよ？　大丈夫だよ」

「まだ辛つらそうだからな。休んでてくれ」

　さつきは少しだけむくれながら遊馬に告げた。

「ほら、さっさと帰るわよ。とりあえず対策を練るのはあとにしましょ。寮は警備もしっかりしてるし、ここにいるよりは安全でしょ？」

「そうだな。ディーも休ませてやりたいし」

　遊馬も桂もさつきに続いた。遊馬が背中のディーにそっと呟つぶやく。

「ディーは女の子だから、俺おれが守ってやらないとな」

「…………？」

　遊馬の言葉をディーはうまく理解できなかった。契約した主あるじを守るという魔ま装そう具ぐの本能と、女の子になるという使命がディーの中でぶつかり合う。

「……ディーは魔装具？　女の子？」

「俺はディーのことを女の子だって思ってる。レディーにするっていう課題は関係ない。女の子と魔装具のどっちになりたいか迷ってるんなら、俺は女の子になってほしいんだ」

「……どうして？」

　一瞬、遊馬は答えにつまった。その方がかわいいから……とは恥ずかしくて言えない。

「ディーが魔装具なら、剣とか銃とかそういう形で生まれてきたはずだろ？　他の魔装具と違ってディーが特別なのには、きっと意味があるんだ」

　魔装具と女の子の狭間はざまで揺れるディーは、遊馬の背中にぴたりとくっつくと目を閉じる。遊馬の背中を感じながら、いつの間にかディーは寝息を立て始めた。

　遊馬はもう一度空を見上げる。

（――俺が狙ねらわれるとディーも消しよう耗もうするし……もしかして狙いはディーなのか？）

　推理を確かめるすべは今のところ、遊馬あすまの手の中にはなかった。



　遊馬の新居のプレハブ――通称「犬小屋」に桂けいとさつき、そしてディーの姿があった。

　ディーは普段からプレハブにいて、門限をすぎてもなかなか自室に帰らないのだが、さつきと桂まで揃そろうのは引っ越した日以来である。

　桂が雑誌とノートパソコンを持ち込んだ。取り壊された「レジデンス虹にじ浦うら」よりも一回り広くなった部屋のテーブルにそれらを並べる。

「あっちゃん！　デートしよっか！」

「いきなり何を言い出すんだ」

「さっきの鉄骨落下事件は警察に連絡したけど、事故で処理されちゃいそうだし。ここは攻めの一手が必要だよあっちゃん！」

「攻めの一手って……まさかデートに見せかけた囮おとり捜査をして、犯人をおびき寄せるつもりじゃないよな？」

「あっちゃんとディーちゃんでデートして、犯人があっちゃんに危害を加えようとしたところでお姉ちゃんとさつきちゃんが颯さつ爽そうと登場。犯人は御用！　って感じかな？」

「……囮？」

　ぽつりとディーは呟つぶやいた。

「あっちゃんとディーちゃんはデートを楽しめばいいんだよ？」

「……だめ。遊馬が危険なのは……」

「ちゃんとお姉ちゃんとさつきちゃんでフォローするから大丈夫！」

　えっへんと桂は胸を張る。ぽよんと揺れる小玉スイカが二つ。遊馬は思わず目を背けてしまった。桂は気にもとめずに続ける。

　テーブルの上に広げた季刊「虹浦の歩き方」という観光ガイド雑誌を開き、インターネットの虹浦市観光スポット紹介のページを立ち上げた。

　一方、さつきは不機嫌そうである。

「あんたが狙ねらわれる理由について、いくつか考えてみたんだけど……もしかしたらディーとあんたが仲良くしてるのをねたんでる連中なんじゃないかって思うわけ。ほら、うちのクラスにもいるでしょ？　魔ま装そう具ぐに愛着を持ちすぎて『俺おれの嫁』とか言ってるのが何人か」

「いくらなんでも考えすぎじゃないか？　自分の魔装具を愛してるってことは、自分の魔装具が一番かわいいわけだし嫉しつ妬とする理由もないだろ？」

「ともかくあたしは反対。どこに敵が潜ひそんでいるかもわからないし、デートなんてディーには早すぎるわ！　それに予算はどうするのよ？」

「ディーちゃんの教育費っていうことで予算の申請をすればいいと思うの！　お姉ちゃん天才だね♪」

　申請を通すかどうかは担任の草くさ壁かべが決めることだ。桂けいの楽観的な考えがそう簡単に実現するとも遊馬あすまには思えない。

「予算が出なくてもお金を極力かけずに楽しむお散歩デートコースだって作れるんだから！　ね？　ディーちゃんもデートしたいよね？」

「……デート？」

「そうだよ。あっちゃんと二人で街を冒険するの！」

「……ディーはずっと……ずっと遊馬と一緒にいるよ」

　ベッドに腰掛けてディーは呟つぶやく。まだ調子が戻らないのか、半分眠っているようなぼんやりとした表情をしていた。

「だからだめだって言ってるでしょ！」

「もしかして、さつきちゃんディーちゃんに焼き餅もち？　ディーちゃんにばっかりあっちゃんが構うから寂しいのかな？　お姉ちゃんもその気持ちわかるよ！」

「い、いきなり何を言い出すのよ！　そんなわけないでしょ？　遊馬とあたしがデートだなんて不釣り合いにもほどがあるわッ!!　首輪にリードをつけて散歩くらいならしてあげてもいいけどねッ!!」

　ビシッと遊馬を指さすさつき。

　遊馬はそんなさつきに対抗するように声を張った。

「行くか！　デート！」

　危険だからと寮に引きこもるわけにもいかない。

　遊馬は立ち上がるとさっそく草壁に相談の電話までする。予算の申請が却下される……かと思いきや「いいんじゃないでしょうか？　デートプランができたら教えてください。それと先ほどの事故の件もこちらの耳に入っています。私からも陰ながら警護の支援ができるよう、かけ合ってみますから」と、予想を超えた結果が出た。

「本当にいいのかしら？」

「おう。何かあったら頼りにしてるぜさつき？」

「なによそれ！　あたしを頼るんならそれなりの代償も払ってもらうわよ？」

「金ならないぞ」

　ふっきれたのか遊馬は楽しげにさつきに告げる。さつきはため息まじりだ。

　心配そうなディーの瞳ひとみを遊馬はじっと見つめ返して告げる。

「俺おれだって魔ま装そう具ぐが使えないわけじゃないんだ。それに街中でそうそう魔装具を使って暴れられないだろ？」

　魔装具は常にそばに置くことで同調率が高まっていくため、魔ま装そう士し見習いである学園の生徒は虹にじ浦うら市内では魔装具の携帯所持を認められていた。市内で自衛というケースも希まれだが、先ほどの桂やさつきのような使い方は処罰の対象にならない。

　鉄骨が落ちてきた時のことを遊馬あすまは思い出す。

　ワイヤーが不自然な形で切れたのは、おそらく魔ま装そう具ぐによる攻撃だったのだろう。

　魔装具で犯罪を起こせば厳罰が科せられる。　

（――俺おれも強くならなくちゃな。力を使いこなすんだ……ディーのために）

　自分は魔ま装そう士しにはならないのだから……そう思うことで遊馬は向き合わずにきた。自分の弱さに。弱さとは魔装士としてではなく、遊馬の心のありようのことだった。

　逃げる気持ちがどこかにあった。自分には関係ないと思うようにしてきた。

　だが、今の遊馬には守らなければならないものがある。こうして手助けしてくれる仲間がいる。

（――ディーが一人前になるまでは……俺もパティシエのことは考えない。ここで魔装士見習いとしてやれることをやってからだ）

　遊馬は心に決めると、少しだけ気持ちが楽になったように思えた。



    

  
    
      


第五章　見せかけてデートして





　桂けいにとって遊馬はかわいい弟だ。最近はそう思われることに遊馬が恥ずかしさを覚えているので、桂としては寂しい日々が続いている。遊馬は大人おとなになっていき、もう桂だけの弟ではいてくれない。

　ディーがやってきたことは桂にとってチャンスだった。遊馬の方から桂を頼ってくれたのも、ディーあってのことだし、桂自身も妹が増えたような嬉うれしさがあった。

（――けど、ディーちゃんは魔装具なんだよね）

　魔装具だけどディーは女の子として一人前にならなければいけない。そんなディーの使命を手伝ってあげるのもお姉ちゃんの務めだと桂は思う。

　その一方で、さつきはといえば……これまた遊馬との距離は微び妙みようだった。ただ、さつきが遊馬のことを好きなのは確かだと、桂はこれまでのさつきの態度から感じている。

（――さつきちゃんは素直になれないし、でも、さつきちゃんの恋を応援すればディーちゃんが失恋しちゃうし）

　最後にどちらを選ぶのかは遊馬の判断に委ゆだねるしかない。

（――平等に応援してあげたいけど、今日はディーちゃんとあっちゃんが主役だから、ごめんねさつきちゃん）

　遊馬あすまが水族館の入館ゲートにチケットを通し、ディーもそれにならう。二人が入館したのを確認して、桂けいもさつきを引き連れて館内に入るのだった。



　遊馬とディーは水族館名物のトンネル水槽にやってきた。

　二人は手をつなぐこともなく並んで歩く。見上げるとウミガメがゆっくりと遊馬たちの頭上を通り過ぎていった。このトンネルのような通路は全面透明で、巨大な水槽の中を歩いて進むことができる。気分は水中散歩だった。

「……遊馬、あれは？」

「ジンベイザメだな。鯨くじらやイルカはほ乳類だが、あれはサメってつくからきっと魚だ」

　遊馬たちの頭上に巨大な影を落としていくジンベイザメ。他ほかの客たちから感嘆の声が漏れ聞こえる。だがディーはさほど感動した様子もなく、表情もぼんやりしたままだった。

「ああいうのは男の浪ろ漫まんだもんな」

「……浪漫？」

　ゆったりとした足取りで歩きながらディーは小首を傾かしげる。

（――どうも水族館には反応が薄いな。これならミニ動物園に……いや、護衛にさつきがいる以上、惨劇になっちまうし）

　ふと遊馬は後ろを確認した。振り向くと人混みの中に紛まぎれている二人の女の子がそっぽを向く。視認できる距離にさつきと桂はついてきている。

「……どうしたの？　きょろきょろ？」

　じっと見つめるディーの瞳ひとみに遊馬の背筋がブルッと震ふるえた。もう見慣れた顔のはずなのに……こうして改めて見つめられると遊馬は緊張してくる。

（――これって……恋なのか？）

　誰だれかを本気で好きになったことはない。遊馬にとって桂は家族だから、好意はあっても恋愛とは別物だった。

　ディーと見つめ合ううちに、遊馬の胸はドキドキと高鳴っていく。

（――落ち着け。これは敵をおびき出すための罠わなだし、俺おれとディーはそもそも人間と魔ま装そう具ぐで、恋愛にはならんはずだ）

　銀色の群れがトンネルを越えていった。小さな魚たちが隊列を組んで水中を駆け巡る。

「やっぱり遊園地の方がよかったか？」

「……遊馬と一緒なら、どこでもいいよ」

　ぴとり……と、遊馬に身を寄せてディーは腕にしがみついた。本当に気分は恋人同士のようだった。ディーが魔装具だなんて嘘うそなんじゃないかと遊馬は思う。

「なぁ……ディーには夢ってあるか？」

「……夢？」

「そうだ。寝て見る夢じゃなくて、将来の目標とか……やりたいこととか」

　黙っていてもよかったのだが、何か話していた方が落ち着くと遊馬あすまは聞いてみた。どんな返答でもいい。ただ、ディーのことをもっと聞きたい。知りたい。そんな気持ちが遊馬の中に芽生えていた。

「……わからない。遊馬を守るのと女の子になるのは……両方うまくできるか……難しい」

「そもそも、なんでそんなに俺おれのことを守ろうとするんだ？」

「……約束したから」

「契約はした……けど、それはディーを俺が一人前のレディーにするっていう約束だろ？」

　ディーは小さく首を左右させる。

「……遊馬を守る……約束だから。遊馬と会って……だんだん思い出してきたから」

　今度は遊馬の方が首を傾かしげてしまう。

「もしかして、ずっと昔に俺はディーと会ったことがあるのか？　いや、ディーはまだ生まれて三ヶ月くらいだって草くさ壁かべは言ってたし、そんなわけないと思うんだが」

　遊馬には幼い頃ころの記憶がない。両親は事故で死んだという話だった。事故が起こったのはこの「塔」を囲む人工島。まだ虹にじ浦うら市が機能するより以前の出来事だという。

　両親の写真は残っていたのだが、記憶を失った遊馬には父親も母親も他人のようにしか感じられなかった。

（――だめだ。ガキの頃の記憶は特に曖あい昧まいでさっぱり思い出せん）

「……ディーは遊馬を守るためにここにいる。だから女の子になるのは……だめ」

　ディーは遊馬を見つめていた。もうトンネルも終わりかけているが、ほとんど水槽を見ていない。ディーは密着して遊馬を見上げている。遊馬もそんなディーに真剣な眼まな差ざしを向ける。

　携帯用オペラグラスで後方からそれを確認しながら、さつきが顔を真っ赤にさせていた。



「あ、あいつ何真面目まじめな顔してるのよ！　恋人同士の演技にしたってやりすぎよッ!!」

　どれどれとさつきの手からオペラグラスを取り上げて桂けいも確認する。確かに二人の距離はトンネルに入る前と後とでぐっと縮まって見えた。水槽の中の美しい魚群も遊馬たちの目には入っていない。

「確かにあっちゃんもディーちゃんもいい感じだね？」

「それで桂はいいわけ？　だってディーは……魔ま装そう具ぐじゃない」

「でも、ディーちゃんを女の子らしく成長させるっていうのがあっちゃんの課題だし」

「わかってるわよ。わかってる……けど」

　怒ったかと思えばしょぼくれる。遊馬の前ではしぼんだ態度など絶対に見せないさつきだが、ディーと遊馬あすまの急接近を目の当たりにして余裕がないのか、遊馬がいないこともあって本音がこぼれた。

「さつきちゃんは、やっぱりあっちゃんのことが好きなのね？」

「ち、違うわよ。そんなんじゃないわ」

「お姉ちゃん誰だれにも言わないから素直になっていいんだよ？」

「誰が遊馬みたいな落ちこぼれのことなんか……あたしや桂けいがいなかったら何もできないじゃない？」

「そうだね。あっちゃんって魔ま装そう士しの視点で見たら頼りないし……けど、それだけじゃないんでしょ？」

　桂の笑顔にさつきの顔が再び赤くなる。

「笑わなかったから……あたしの……本当の夢を。ただそれだけよ！　それに遊馬だってパティシエになりたいなんていう、見た目とギャップが大きすぎる夢を持ってるし……その秘密をあたしは知ってるから、お互いに共犯者みたいな関係ってだけなの」

　さつきは中間試験で遊馬に助けられた時のことを思い出す。

　あわやモンスターの群れに誘拐されかけたのだが……さつきが油断したのもそれがかわいかったからだった。愛らしいモンスターを前にすると、さつきは攻撃できなくなってしまう。それは魔装士としては致命的な弱点だろう。しかも困ったことに「塔」のモンスターの中には、なついてくるものまでいたりする。



    

  
    
      



    

  
    
      　こちらの世界ではペットショップの店員やトリマーになるのは難しい。小動物に徹底的に嫌われ、威い嚇かくされる体質――そんな事情もさつきは遊馬あすまに知られてしまった。

「今思えば、遊馬があたしの夢を笑わなかったのって……顔に似合わずパティシエなんて夢を持ってたからかもしれないわね」

　それからさつきは遊馬が気になり始めて……こうして一緒にいる。

　自分の気持ちをさつきは認めたくなかった。遊馬はただ、将来の夢や目標に偶然似たような境遇だったからさつきの夢を笑わなかったに過ぎないと、さつきは思う。

（――あれだけ酷ひどいことばっかり言ったし、遊馬だってあたしのことなんか……）

　本当は構ってほしい。だから気を引きたくて強がっていた。

（――遊馬なんて……あたしと全然釣り合わないじゃない！）

　今さら素直になれない。それなのにディーと遊馬が密着しているのを見ていると、だんだん怒りがわき上がってくる。ディーへの嫉しつ妬とではない。遊馬に対してだ。

（――あたしだって……そういう風にしてみたいのに……）

　さつきは自分の気持ちをもてあましつつあった。



　遊馬とディーは水族館を出ると、次はモノレールに乗った。虹にじ浦うら市をぐるりと取り囲んでいる環状線である。

　モノレールの座席に隣同士で腰掛けると、遊馬は小声で呟つぶやいた。

「人が多いところじゃ、さすがに狙ねらってこないみたいだな」

　太陽光を反射して海がキラキラと眩まぶしい。窓の風景は工業地帯と海だった。

　反対の市内側に視線を向けると、高層ビル群の中心に「塔」が天高くそびえている。青空の果てまで続いていて、塔の頂上を見ることはできなかった。

「ディーもあそこから来たんだよな」

「……うん」

　うつむくとディーはぺったんこな胸のあたりに手をあてる。そこには魔力結晶が内蔵されていた。

「……これがなくなったら、ディーは……死ぬかもしれない」

「悪い。なんか変なこと聞いちまったみたいだ」

「……遊馬はディーのこと……嫌い？」

　不安げに遊馬を見つめるディー。その表情に遊馬はドキッとさせられる。人造物だからこその作られた美しい顔立ちに、魂がこもったように遊馬には思えた。

「……ディーがいたから、遊馬が狙われてる」

　ディーなりに責任を感じている。その口ぶりが遊馬には愛いとおしい。

「ディーは悪くないし、ここは俺おれがもっとしっかりすべきだよな。大丈夫だって。そんな顔するな。俺は……ディーのことが好きだ。それにディーは俺を何度も守ってくれた。感謝してるんだぜこれでも」

　自分の無力さの方が情けない。が、ここで泣き言を口にしてもディーが一層不安になるだけだ。

「……よかった。ディーは遊馬あすまのためにがんばるね。いっぱいいっぱいがんばるから」

　微笑ほほえむディーの表情に遊馬もどことなく安あん堵どした。ディーの視線に時折感じていたゾクゾクとする感覚がいつの間にか消えている。

「よし！　次の駅で降りるぜ」

「……予定は？」

　デートコースは繁はん華か街がいが中心で人通りは多い。工業地帯や港こう湾わん地区の方が襲撃者に都合がよさそうである。

「さっさと襲撃者を倒して、もとの平和な学園生活を楽しもうな」

　遊馬に手を引かれてディーは立ち上がった。同じ車両の端で予定にない行動に出た遊馬に、さつきと桂けいも慌てて席を立つ。

「ちょっと遊馬、なにやってるのよ！」

「ここって……ううん、きっと偶然だよね」

　遊馬が降りたのは「次世代魔ま装そう具ぐ研究所跡地」という、物々しい名前の駅だった。ホームに人の姿はない。モノレールの駅からざっと見渡すと、工業地帯で死角は多かった。

「ここで降りる予定はないわよ？」

「きっと、あっちゃんなりに考えたんだよね。ここなら襲撃者をおびき寄せるのにうってつけだって。だからさつきちゃん……まだすぐには合流はしないで、あっちゃんとディーちゃんを後ろからフォローだよ？」

　さつきは桂の言葉に無言でうなずいた。この駅でホームに降りたのは遊馬とディー、それに桂とさつきの四人だけだ。さつきは気を引き締め直した。



　広い道路だが車はほとんど走っていない。工場も静かで煙突から煙も出ていなかった。コンビニはシャッターが閉まったままで、人の気配がまるでない。

　ゴーストタウンのような雰囲気は、戦うにはうってつけだと遊馬は思う。

（――それにしても、なんでこんだけ大きな工場やら施設が放置されっぱなしなんだ？）

　片側三車線の広い道路の脇わきにある歩道を歩きながら、遊馬は周囲を見回した。頭の奥がチクリと痛む。

　ディーと出会ってから、こんな風に頭が痛くなるのは二回目だった。

（――この先は……危険？）

　思考ではなく、もっと動物的な部分……本能が遊馬あすまに訴えていた。工場地帯を抜けるとフェンスに囲まれた白いドーム状の建物が目に入る。ドームの天井が一部、倒壊していた。廃棄されたのか管理維持されている気配は皆無で、キープアウトの看板もさびついてしまっていた。

　入り口もフェンスに鍵かぎなどかかっておらず、看板を無視すれば素通りできる。

「ま、こんなところに入っていくなんて廃はい墟きよ好きくらいなもんだろうな」

　遊馬がわざとらしく軽口を叩たたく……が、ディーは反応しなかった。

「どうしたんだディー？」

「……ディーはここで作られたの」

　スッと白いドームをディーは指さした。遊馬はあっけにとられたが、降りた駅の名前を思い出す。

「たしか次世代魔ま装そう具ぐ研究所跡地……ってことは、この白いドームがそうなのか？」

　ディーはコクリとうなずいた。

「なんだか壊れっぱなしで放置されてるのはちょっと寂しいな。ディーが生まれた病院みたいなもんだろうし。それにしても、何があったんだ？」

　元気のないディーの気持ちを遊馬は察したつもりだ。

「……事故」

「そうか。研究所っていうくらいだからな」

　ディーに返事をしながら、遊馬は思う。

（――ディーが生まれた場所で事故か……俺おれの両親も事故で……）

　遊馬が深く考えようとした瞬間、ディーの身体からだがガクリと揺れた。膝ひざをついて倒れそうになったところを遊馬が受け止める。遊馬は考えるのを後回しにした。

「生まれた場所がこんな風になってるのはショックだよな。俺が気まぐれでデートコースを変えたせいだ。すまん。今日は無理せずに寮に帰ってゆっくりするか？」

「……ごめんね……遊馬……ごめんね」

　必要以上に謝るディーに遊馬も気まずくなる。

「い、いいんだって。デートのチャンスはいくらでもあるんだし、今度は……囮おとり捜査とかは抜きにしてスイーツストリートに行こう!!　そのためにも、さつきに手伝ってもらって『塔』でばんばん稼かせぐからな。訓練にもなるし一石二鳥だ」

「……ありがとう。遊馬……けど、ディーは……」

　思い詰めた表情のディー。震ふるえる唇。潤うるむ瞳ひとみ。今すぐにでも遊馬は抱きしめてあげたいという衝動にかられた。

（――いかん。ここでディーをぎゅっとやろうものなら……あとでさつきや桂けいに何を言われるかわかったもんじゃない）

　予定を勝手に変更して人ひと気けのない場所にディーを連れ込み、抱きしめて押し倒し……なんてことをする気は遊馬あすまには毛頭ないのだが、さつきならそれくらいのこじつけは余裕だろう。

　遊馬はディーの手をぎゅっと握った。柔らかい手のひらから体温が伝わってくる。

「……遊馬。しばらく……こうしてて」

「あ、ああ。落ち着くまでな」

　遊馬はじっと白いドームを見つめる。すると頭の奥がまたズキンと痛んだ。



　遊馬の手を握りながら、ディーはゆっくりと目を閉じる。ほんの数秒。だが、ディーはその数秒の間に記憶と、自分の存在理由を思い出した。

（――遊馬は覚えてない。その方が……いいのかもしれない）

　十年前、この場所でディーは初めて起動した。

　計画の初期段階では探索を行う魔ま装そう士しのパートナーとして。いずれは単独で探索が行えるようにと開発されたのが人型魔ま装そう具ぐだった。

　実動試験機の四号機――Ｄ型。研究者たちの間でつけられた愛称は「ディー」である。

　動力源にはレベル７地域で発見された、超高純度の魔力結晶が用いられた。

　三号機まではその魔力結晶とボディーの相性が合わず、マッチングしたのが四号機――女の子の形状だった。

（――覚えてる。みんな……困ってた）

　ディーの体と命の源ともいえる魔力結晶が組み合わさり、基礎人格ＯＳがインストールされた瞬間、ディーはこの世界に生を受けた。

（――ずっとケースの中で、ディーは動けなかった。けど、声は聞こえてた）

　当時の魔装士たちの誰だれが魔力を注ぎ込んでもディーは起動しなかった。

（――ディーはあのまま、ずっと眠っていればよかったのかもしれない）

　計画は行き詰まり、並行して進められた学園による魔装士育成の成果も出始めた。

　新型魔装具開発計画は無期限停止。研究は従来の武器型魔装具の発展、強化へと方向転換。Ｄ型の解体処分も決定した。

　その矢先、とある研究者の子供とディーは出会ってしまったのである。



「……………………」

「なんでガラスのケースに入ってるの？　これって英語の『Ｄ』だよね。ＡＢＣの次のＤ！　きみの名前？　お父さんが『一度はディーを見ておけ』って言うんだ。ディーは人類の希望なんだって。きみってすごいんだね」

「……………………」

「眠ってるの？」

「……………………」

「そうだ。一緒に外に行こうよ！　お父さんもお母さんも研究研究って……つまんない。ここはつまんない大人おとなばっかりだ」

「……………………」

「海を見に行こう！」

　男の子がケースに触れた瞬間、ディーの魔力結晶は温かい光で満ちあふれた。



（――あの時、遊馬あすまがディーを外に出してくれた）

　ディーと遊馬は同調したのである。

　透明なケース越しにディーの手が遊馬に伸びる。遊馬もその手に自分の手のひらを重ねるようにした。銃弾にも耐える強化ガラスがひび割れ、砕け、二人の手が触れ合う。

　障壁となっていたガラスケースは一瞬で消え去った。ディーが覚かく醒せいしたと同時に、砕けた破片が氷のように空間に溶けて消える。そのままディーの力は、遊馬までも呑のみ込もうとしていた。

　起動したディーは魔力を制御できなかった。遊馬も自分の中の潜せん在ざい魔力の存在など知らずに、無自覚なままディーに魔力を注いでしまった。

　二人の相性は良すぎたのだ。ディーの胸の中の超高純度魔力結晶と遊馬の持つ巨大な魔力。その二つの力が合わさり、一つになり、膨張していき……それは純粋な破壊の力となって解き放たれた。

　遊馬を守ったのはディーの魔ま装そう具ぐとしての本能だった。だが、他ほかの誰だれも救うという意識はディーにはなかった。

　ただ、自分を起動させた主あるじの安全だけを確保した。他のなにを犠ぎ牲せいにしても。

　泡の防壁はディーが持つ攻撃力の余波から主を守るためのものである。それをディーは主のためだけに使った。

　その結果が、この廃はい墟きよを生み出した。

　ディーは思い出す。幼い遊馬の怯おびえる顔を。ディーへと向けられた敵意を。恐怖を。

（――ディーは……遊馬にひどいことをしたんだ）

　ディーは暴走後、ラボの特殊部隊に拘こう束そくされ、封印された。遊馬が学園に入学して虹にじ浦うら市に戻ってこなければ、ずっとそのまま眠り続けるはずだった。

　震ふるえが止まらない。顔を上げると心配そうに遊馬が見つめている。眼まな差ざしは優しい。

　ディーはゆっくり呼吸を整えるので精一杯だった。

「……思い出したよ。ディーは人間のお手伝いをするために、この場所で作られた」

「お手伝い？　ま、まさかメイドさんとかソッチ系か？」

　一人前のレディーになるという課題を遊馬あすまは思い出したようで、急に顔が赤くなる。

「……違うよ。ディーは魔ま装そう具ぐだよ。『塔』の中を探索するお手伝い。魔ま装そう士しを守るのがディーの役目」

「例のシャボン玉みたいな防壁の力か。たしかにディーの防壁はすごいからな」

「……………………」

　じっとディーは遊馬を見つめる。が、遊馬はぽかんとしていた。

（――遊馬はやっぱり、覚えてない）

　ディーの小さな胸に不安な気持ちが膨らんだ。遊馬がこうしてディーと接してくれているのも、遊馬がディーのことを忘れてしまっているおかげである。

（――怖こわい。遊馬に嫌われるのが……）

「どうしたんだ？　今日のディーはなんていうか、表情豊かだな。色んな意味で。これはそう……きっと、ディーが一人前のレディーに成長してるって証拠だ」

　前向きに励ましてくれる遊馬の言葉がディーの胸を締めつけた。

「……遊馬。もし、ディーが遊馬の大事なものを壊したら……ディーのこと嫌いになる？」

「いきなり何を言い出すんだ？　まったく……わざと壊して回るようなら大いに問題だが、そうでなけりゃ事故だろ？　人間誰だれにだって失敗はあるんだ。俺おれ自身、失敗ばかりしてるし他人のことはどうこう言えないが……もし、間違っちまっても、ちゃんと反省して謝る気持ちがあればいいんじゃないか？」

（――ものとひとじゃ違う。わかってる……けど）

　遊馬の言葉がディーには嬉うれしかった。胸の不安が和やわらいでいくのをディーは感じる。

（――ディーは許してもらおうなんて思っちゃいけない……遊馬のためにディーは全部捧ささげて……きっと、それでも足りないから）

「さてと、襲撃者を誘おうかと思ったんだが、そうそううまくもいかないようだし……帰るか？」

「……遊馬。ごめんね」

「襲撃者が出てこないのはディーのせいじゃないだろ？」

　手をつないだまま二人は来た道を戻るように歩き出すのだった。



　駅へと向かう道をまっすぐ進む間も、トラックの一台も通らない。遊馬はしばらく歩いてから立ち止まると、遠くなった研究施設に振り返った。

　頭の奥がチクリと痛む。

「やっぱりなんか……いや、調べるにしてもあとだな」

　ふぅ……と、遊馬が息を吐いて前に向き直った瞬間、声が響いた。

「煙突の上よッ！　遊馬ッ!!」

　さつきが鞭むちを構えて走り込んでいた。その視線は工場の煙突に向けられている。

　人影が煙突から遊馬あすまたちめがけて飛び降りてきた。手には……槍やりのようなものを握っている。数十メートルの高さから飛び降りてくるとなれば、魔ま装そう具ぐの使い手以外ない。

「……遊馬を……守るッ!!」

　ディーの声に、視線に気迫がこもっていた。泡状の防壁が遊馬とディーを包み込む。

　槍使いはマントを羽織っており、フードを目ま深ぶかにかぶったうえ、さらに白い仮面までつけていた。

　槍の先端がディーの防壁に触れる。火花が散った。ギイイイイイイイイイイイイイィィィンッ!!　と、二つの魔力がぶつかり合う衝撃が音となってこだまする。

「……力が……出ない」

　ディーが膝ひざをつき防壁はパチンとシャボン玉のように弾はじけた。その反動に乗るようにして仮面の槍使いは後方に飛び退のき距離を取る。さつきが着地の瞬間を狙ねらって鞭を放ったが、軽々と槍でなぎ払われた。

「なかなかやるじゃないッ!!」

　初見でフェイント込みの鞭による打撃を見切られたとなると、下へ手たな小細工が通用する相手ではない。

　ディーも負傷したのか苦しそうだった。

　遊馬はすかさず銃を抜くと撃つ。まるで見当違いの方向に魔力の弾丸が飛んだ。工場の窓ガラスを狙った遊馬の銃撃は、窓ガラスにぶつかると「キイイイィィィンッ！」という甲高い音を立てる。

　槍使いの注意が一瞬だけそちらに向く。さつきが攻撃に出ようとした時、すでにさつきよりも早く桂けいが飛び出していた。

「てぇええええええええええええええええええええええええいッ!!」

　桂は槍使いの懐に飛び込み、踏み込みながら居合抜きで一いつ閃せんした。槍の柄と桂の刃やいばが音を立ててがっちりとかみ合う。桂がぐっと刃を押し込み、柄ごと押しきろうとした。槍使いも負けずに槍に魔力を込めて強度をあげる。

　刀と槍。互いの魔装具を通じて溢あふれた魔力がぶつかりあった。両者とも一歩も引かない。

　さつきは目を丸くさせる。

「桂って魔装具を手にすると性格が変わるタイプなのかしら？」

　桂の攻撃には迷いがない。あるのは相手に致命傷を負わせる覚悟だ。それくらいしなければ槍使いは倒せないと桂は最初からふんでいた。

　普段からほんわかとしていて、どこか抜けているところもある桂がまるで別人だった。

　刃を槍の柄に食い込ませて一見、押しているように見えるのだが桂の表情は厳しい。魔力を振り絞り愛刀に力を込めても、それ以上桂の刃は動かなかった。

　桂けいの背筋に冷たいものが走る。槍やり使いは強い。今まで自分が戦った魔ま装そう士しの誰だれよりも。

　だからといって負けられない。だからといって逃げられない。

「お姉ちゃんだからあああああああああああああああああああああッ!!」

　桂が吠ほえると槍使いの肩がビクンと反応した。気け圧おされまいと桂は必死に食らいついていく。槍使いは得物の柄を振るった。桂の手から愛刀がはじけ飛ぶ。そのまま槍使いは桂を蹴けり倒し、ノミのように飛び退のくと工場のフェンスを越えて逃亡した。

「遊馬あすまッ！　ディー！　二人とも無事ね？」

　さつきは遊馬たちに駆け寄る。桂はアスファルトの道路に刺ささった愛刀を引き抜き鞘さやに納めた。遊馬はディーの体を抱き上げ、ディーは遊馬の胸に体を預けたまま力なく笑う。

「……遊馬。よかった」

「よくねぇって。ディーがこんな状態じゃ……」

　空気が重い。そんな中、桂は努めて明るく振る舞った。

「とりあえず敵の姿は見られたね。あっちゃん……あんなすごい相手に狙ねらわれるなんて、いったい何したの？　もしかして影の魔装士協会の刺客とか？」

　すっかりいつもの雰囲気に戻った桂が微笑ほほえむ。影の魔装士協会なんてものは桂の思いつきだが、あれだけの力を持った魔装士となると人数は限られてくる。ラボに照会すれば使用している魔ま装そう具ぐから特定できるかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      「見られたっていっても、顔を見たわけじゃないぜ？」

「顔は見てなくても魔ま装そう具ぐは槍やりだったから、そこから正体を暴けるかもしれないね？　あ、もちろん普段使っている魔装具じゃなくて、あの槍が予備のものかもしれないけど」

　桂けいには一つ疑問が残った。槍使いの実力ならここで逃げる理由がない。学園の生徒レベルなら一いつ蹴しゆうできただろう。それはさつきも感じていたようで、珍しく弱気な表情で呟つぶやく。

「プロ級の魔ま装そう士しね。次に襲われたらと思うと……ゾッとするわ」

　遊馬あすまもうなずいた。なぜそんな相手に狙ねらわれているのか、心当たりがあるとすればディーの存在しかない。

　ディーは特別な魔装具なのだから、それを手に入れたがる人間がいてもおかしくはなかった。敵の姿を目の当たりにして、遊馬は思う。

（――今ここで逃げたら……俺おれはこの先、何にもなれやしないッ!!）

　才能があっても魔装具との同調率の低さで力を発揮できない。遊馬にとってそれは逃げるための言い訳だった。戦うことを心の底で恐れていた。だが、戦わなければ……戦う意志を持たなければ大切なものを守ることはできない。

　ディーを胸に抱きながら遊馬はそっと呟いた。

「強くなりたい」

　桂もさつきも目を丸くさせる。

「俺……強くなりたい。このままじゃダメだってわかった。ずっとはぐらかしてきたが……俺は弱い。弱すぎる。だから……特訓してくれないか？」

　真剣な眼まな差ざしでさつきと桂を見つめてから、遊馬は頭を下げた。桂が確認する。

「あっちゃんはパティシエさんになるのが夢なんじゃないの？」

「今は夢より目の前の現実だ」

　遊馬は自然と、少しだけ強くディーの体を抱きしめていた。桂はじっと二人を見つめる。遊馬の瞳ひとみに宿った強い意志の光は消えなかった。

　一呼吸おいてゆっくりと、落ち着いた口調で桂は返す。

「いいよ。あっちゃんがそう思うんなら、お姉ちゃん協力する！」

　さつきはといえば、ほっぺたを膨らませながらそっぽを向いていた。そんな態度とは裏腹にさつきも小さく首を縦に振る。

「しょうがないわね。やるからにはビシバシいくわよ？　これはあんたのためじゃなくて、ディーを守るためなんだから勘違いしないでよね」

　ディーの表情は暗かった。うつむき、今にも泣き出しそうに悲しげな顔を見せる。

「……ディーが守るから……遊馬は戦っちゃだめ……」

「俺を守ってディーが傷つくのを見ていられないんだ」

「……遊馬……ディーはいくらでも傷ついていいから……遊馬のためなら……」

　ディーの力ない声に遊馬あすまは大きく首を左右させた。

「ディーだけじゃない。桂けいもさつきも……もう、俺おれだけの問題じゃないからな。俺がしっかりしなくて、足を引っぱって桂が無茶をすることになったり、さつきに迷惑をかけたくないんだッ!!」

　桂がにっこり微笑ほほえんでうんうんとうなずいて見せた。

「じゃあ、今日のデートは予定変更で特訓だね！」



　その日から遊馬の射撃訓練が始まった。威力がなければ精度を上げて、少しでも相手の弱点に当てられるようにする。標的はさつきの鞭むちにした。縦横無尽に空中で軌道を変える魔ま装そう具ぐ――蛇姫サーペント。その先端に取りつけた的を射抜くのは至難の業わざである。初日、遊馬は的にかすらせることさえできなかった。

　翌日は日曜日も返上で桂と近接戦闘の組み手を行う。刀を鞘さやに納めた状態でも桂の格闘の威力は十分に遊馬を凌りよう駕がする。

　大まかに計算すると、遊馬の基本的な格闘能力が10だとすれば、桂の格闘能力は２程度だ。そこに魔装具の倍率がかけ算のように乗っかってくる。遊馬の場合は１・１倍。合計で11だが、桂は10倍ほど。合計20という計算が成り立った。

　魔装具を装備している桂が本気で戦えば、遊馬に勝ち目はない。

「あっちゃんと喧けん嘩かするのって久しぶりだね！」

「喧嘩じゃなくて訓練だッ!!」

　遊馬の放つ左右のパンチを桂は軽くいなして防ぎきる。一年早く入学しているだけあって、基礎訓練の一つである格闘術も桂はこなれていた。一方、遊馬は喧嘩が得意で筋がいいといっても、まだまだ戦い方は我流である。

　反撃のハイキックを遊馬は腕で受け止める。が、桂が軽く振るった右のハイはみっしりと重たい。防御の構えをとっていたにもかかわらず、遊馬は軽々と蹴けり飛ばされて室内訓練場の床を転がった。

「だ、大丈夫あっちゃん？　この程度でへばってちゃ訓練になんないよ？」

　桂が声をかける。じっと遊馬の訓練を見学していたディーが、思わず駆け寄りそうになった。だがさつきがディーを止める。

「……遊馬が……傷ついてる」

「でも、本人が望んだことよ。いい女っていうのは男のバカにつき合ってあげるもの……らしいわ。桂の話だと」

「……さつきはいい女？」

「あたしはもちろんいい女だけど、遊馬がどうなろうが関係ないと思ってるわ。遊馬なんて蹴り倒されまくればいいのよ」

　ディーはまごまごしている。眉まゆを八の字にさせるディーにさつきは肩をすくめた。

「真に受けてさらに困惑されるなんて、こっちが困るじゃない」

「……ごめんなさい」

　しゅんと落ち込んでしまうところも含めて、ディーはもう十分にかわいい人間の女の子だった。

「あたしも遊馬あすまのことは心配……ってことにしておいてあげるわ。まったく、ディーはもう一人前のレディーね」

「……だめ。ディーは魔ま装そう具ぐだから。そうじゃないと、きっと遊馬と離ればなれになるから。遊馬のそばにいられないから。けど……ディーがそばにいるから遊馬が危ない目にあって……ディーはどうしたらいいのかわからない」

　緑の虹こう彩さいが揺らめいた。さつきの口から自然と言葉が漏れる。

「遊馬はディーのためにこうして一生懸命なんじゃないかしら？　きっと……ディーが好きで一緒にいたいのよ。遊馬だけじゃないわ。桂けいもあたしもそう。だからこうして特訓につき合ってるんだし」

「……さつきも遊馬のこと好き？」

「そんなわけないでしょ！　そりゃ……少しは男らしくもなったと思うけど、まだまだあたしに見合うだけの男じゃないわよ」

「……でも、一緒にいるの？」

「そういう約束をしたからよ！　た、他意はないわ！」

「……約束……大事だよね」

「そうよ！　大事なの！　そ、そういうディーはどうなのよ？」

「……わからない」

「なんでよ？　自分の気持ちは自分が一番よく知ってるはずでしょ？　自分が魔装具だからとか、勝手に決めつけてない？　いいじゃない。恋愛は自由なはずよ！　ま、まぁあたしに言わせれば遊馬を選ぶディーの男を見る目はまだまだってところだけど。ディーならかわいいし健けな気げだし、素直で、でもちょっと天然なところも魅力になるから、あんなバカよりももっとカッコイイ彼氏ができるんじゃない？　是非、そうするべきよ！」

「……遊馬じゃないと……ダメ」

「頑固なところは玉に瑕きずってやつね」

　さつきとディーの間になんとも言えない空気が生まれていた。ディーの方は別段気にしていないのだが、さつきは言ったそばから顔が真っ赤になっている。自分の発言が色々とおかしいことに、さつきは気づいていた。

「……顔、赤い？」

「赤くないわよ。太陽が傾いて窓から夕日が差してきてるだけ！」

「……うん」

　それっきり黙り込み、ディーとさつきは遊馬あすまの訓練を見つめ続けた。

　五分が過ぎ、十分経たち、遊馬は防戦一方だ。桂けいの攻撃を防いでもなお吹っ飛ばされる。

　それでもディーは助けに入らず、じっと我慢する。

　十五分間、なんとか遊馬は桂の攻撃にもちこたえることができた。

「……訓練終わったね。ディーもさつきも、ちゃんと最後まで遊馬のがんばりを見届けたからいい女？」

「え、ええ。そうね。あたしは最初っからいい女だけど、ディーもやっとその域に達してきたってところかしら？」

　そんな女の子二人の秘密の会話は、必死に桂の攻撃にくらいついていった遊馬の耳には入っていない。

（――ったく、抜刀してなくてこの威力かよ）

　刀を手にした桂の戦闘力はさらに上がるのだ。今の遊馬では一分ともたないだろう。

（――これも同調率の差か……どうすりゃ上がるんだよ）

　一日二日でいきなりパワーアップすることは……実は魔ま装そう士しの世界ではしばしばある。

　その方法は簡単だった。相性の良い魔ま装そう具ぐを手に入れるだけなのである。

　だが、遊馬の場合はそういうわけにはいかない。これからも地道な努力が必要そうだった。訓練場の床で大の字になり、遊馬は呼吸を荒らげる。高い天井に何基もつり下げられた照明がやけに眩まぶしく感じられた。

　痛みよりも疲労感の方が上回る。このまま目をつぶれば眠ってしまいそうだ。そんな遊馬の顔をディーが心配そうにのぞき込む。真新しいタオルで遊馬の額ひたいの汗をディーはぽんぽんと軽くはたくように拭ぬぐった。

「ありがとうな」

「……ディーはいい女だから」

　突拍子もない単語に遊馬は目を丸くさせた。

「さつきに教わったのか。まったく、人が真面目まじめに訓練をしてるって時に」

「……さつきもディーもいい女だよ」

　否定していいものか遊馬が迷う間も、ディーはぽんぽんと汗を取っていく。

「あっちゃん立てる？」

　さつきからタオルを受け取って桂がやってきた。軽くジョギングをしたあとのような雰囲気だ。

「あと三分待ってくれ。そしたら第二ラウンドだ」

　さつきがむくれた。

「とてもできるような顔じゃないわね。あんたは弱いって自覚があるんだから、身の丈にあった訓練をしなくちゃいけないでしょ？」

「嫌味なやつだな」

「あたしは事実を言ったまでよ！」

「ごもっともだ」

　遊馬あすまは仰あお向むけに倒れたまま力なく笑った。



　そんな中、訓練場の入り口付近で遊馬たちを見つめる視線が一つ。

（――そろそろ『塔』の出番でしょうかね）

　すうっと闇やみに溶けるように、人影は訓練場をあとにする。一週間後、遊馬たち一・二年生は「塔」での合同訓練を控えていた。



    

  
    
      


第六章　実践する実戦訓練





「塔」の根本にある神殿のような建物の中に、その入り口はあった。ギリシャの遺跡のような石柱に囲まれた魔法陣――転送門。その動作原理は未いまだに完全には解明されていないのだが、この十数年の間に何人もの魔ま装そう士したちが転送門から「塔」に挑戦し、内部を探索して人類の版はん図とを広げてきた。

　時間と犠ぎ牲せい。その二つがつぎ込まれて、今では遊馬たち学園の生徒でも「塔」の内部に向かうことができるようになった。

　遊馬とさつきが「塔」に入るのは今回で二回目になる。

　一・二年生合同の訓練。三人～四人ほどのチームで参加し、レベル３地域のモンスターを倒して魔力結晶を集めて戻るというのが、本日の課題だった。

　特訓を始めてから一週間、遊馬にも変化が現れていた。魔力の倍率は相変わらず１・１倍程度だが、元の能力がさつきと桂けいの協力もあっていくらか強化された……と、遊馬は自負している。特に毎日格闘訓練を続けたこともあって、打撃に対する耐久力は確実にアップしていた。

「今日はよろしくね♪　お姉ちゃんがばっちり引率してあげるから」

　一・二年生の組み合わせは学園が決めるのだが、生徒から希望さえあれば組む相手を選ぶことができた。

「……ディーもがんばるから」

　ディーは魔ま装そう具ぐなので、見た目は四人だが遊馬あすまたちは三人でチーム登録を済ませる。

「レベル３地域なんて楽勝よね？」

「油断はできないよさつきちゃん。まだ、あの槍やり使いの件はそのまんまなんだし」

　桂けいが表情を引き締めた。襲撃があったあの日から、しばらく特訓の日々を過ごした遊馬だったが、もちろん槍使いのことも忘れていなかった。

「そうね。襲撃はあれっきりだったけど……それにしても、あたしたちの番はまだなのかしら？」

　転送門から順次、いくつかのチームがまとめて転送されるのだが……遊馬たちはどうやら最後のグループになってしまったらしい。担任の草くさ壁かべが転送門の制御板の前で、次々とチームの登録番号をコールする。

「はい、じゃあ次のグループも集まりましたね。ああ、すいません厳島いつくしま君。どうやら端数になってしまったようで。この集団の転送が終わったら、あなた方だけ送りますから」

　草壁が制御板を操作して遊馬たちの一つ前の集団を転送させた。

「エレベーターと一緒で、一度に送り込める人数は決められていますからね。さあ、お待たせしました」

　遊馬たち四人だけだと魔法陣は広すぎる。

「そういえば厳島君は、最近訓練場を頻繁に利用しているみたいですね。何か心境の変化でもあったんですか？」

「あっちゃ悪いって言い方に聞こえるんだが気のせいか？」

「質問に質問で答えるなんていけませんよ。まぁともかく、良い傾向だとは思いますが」

　襲撃者については桂から草壁も聞いているはずだが、草壁は「そのような槍を使う魔ま装そう士しはラボのデータベースには登録されていないですね」の一点張りだ。学園の生徒の権限では犯人を調べようにも、利用できるデータベースの項目は制限されてしまっている。

「怪け我がだけは気をつけて。レベル３地域だからと油断してはいけませんからね」

　制御板に手をかざして草壁がにっこり笑った。

「では、いってらっしゃい」

　遊馬たちの体は魔法陣から噴き上がる光に包まれる。ディーはそっと遊馬の手を取ると軽く握りこんだ。

　光が止やむと魔法陣の上にはもう誰だれもいない。草壁は背伸びをしてから、隠しておいた自分の得物を手にして制御板を自動モードにセットしなおすと、自身も魔法陣へと向かう。

「座標は少しずらしておきましたし……あとは、彼らがあっさり死なないことを祈るばかりですね」

　ぽつりと呟つぶやくと、魔法陣の上で草くさ壁かべも光に呑のみ込まれ……フッと消える。

　こうして一・二年生の合同訓練は開始されるのだった。



　遊馬あすまたちが降り立った「塔」の内部。そこは鬱うつ蒼そうとしげった密林だった。

「ディーにしてみれば、帰郷って感じかもな」

「……うん。不思議だよ。知らない場所なのに、知ってる気がする」

　ディーは自身の胸元に手を添えてホッと息を吐いた。

「おかしいわね。今日の合同訓練はレベル３地域の湿地帯じゃなかったかしら？」

　霧によって一部視界が利かないエリアもある湿地帯……それが今日の戦いの舞台となるはずだった。遊馬が端末を取り出す。

「転送事故ってやつか？」

　遊馬の端末が拾った通信先は桂けいとさつきだけだった。他の生徒たちとも担任の草壁の端末ともつながっていない。桂が端末のマップアプリケーションを起動させる。これも先駆者たちが残してくれた情報をもとに作成されたものだ。

　もし、この場所が人類未踏の地であればマップは表示されないのだが……。

「現在位置がわかったよ。合同訓練をやってる湿地帯から南西二百キロ。レベル７地域の密林みたい」

　この密林から南側はまだ人類未到の地。レベル８地域だ。

「ちょっと！　どういうこと……おぼうッ!?」

　取り乱すようにさつきが声をあげた。だが、すぐに遊馬はその口を手で覆って塞ふさぐ。

「声を殺した方がいいかもしれん」

　ズン……ズン……という重苦しい足音が聞こえた気がした。見上げると木々に遮さえぎられて空が狭い。その木々の合間を塗りつぶすように、遊馬たちの頭上を影が飛び去っていった。

「翼竜型だけじゃないな……さっきの足音……かなりの大物がいるみたいだ」

　ゲームで言うなら、レベル１の勇者がいきなりラスボス前のセーブポイントに送り込まれた。といったところか。遊馬はそんな状況にもかかわらず意外に冷静でいられる自分に少しだけ驚いた。

「ここから南に進んだところにあるレベル８地域との境界線に、帰還用魔法陣が設置されてるみたい。行くしかないねあっちゃん？」

　帰還用魔法陣を使えば、先ほど遊馬たちが出発した神殿に戻ることができる。

「レベル８地域との境界線か。こいつはやばいな。事故ってレベルじゃねぇよ」

　遊馬たちが目指す帰還用魔法陣は、人類が知りうる「世界の果て」だ。

　その先を探索し、無事に帰ってきた者はいない。

「……その先に進むために、ディーは作られた。だからきっと大丈夫だよ」

　ディーの口調は淡々としている。桂けいがぽんっと軽く柏かしわ手でを打ってディーに笑顔で返した。

「そっか！　ディーちゃんが一人前のレディーになるのって、もしかして人間の気持ちを理解するためなんじゃない？　長旅の間、一緒におしゃべりしてくれる人がいると助かるもんね♪」

　桂の推理にさつきが首を傾かしげる。

「兵器や道具に人格があるってどうなのかしら？　あ、違うのよディー！　あなたは特別なの。あたしはあなたのこと……友達だって思ってるから」

　後半、さつきの言葉は尻しりつぼみになり、蚊かの鳴くような声にまでトーンダウンしてしまった。恥ずかしいのかそっぽを向いている。ディーは微笑ほほえんだ。

「……ありがとう。ディーはとっても嬉うれしいです。ディーは……みんなを守るためなら壊れてもいい。その時はみんなディーをおいていって。それがディーの役目だから」

　ディーは自分の胸元に手を添えて告げた。口調は落ち着いている。

　遊馬あすまの口から思わず怒気をはらんだ声が出る。

「なぁディー。それは違うぜ。俺おれもさつきも桂も仲間を見捨てない。ディーは大切な仲間だ。使い捨ての道具みたいな言い方するなよ！　……頼むから」

　ズキン……と、遊馬の頭の奥が痛む。これまでにない痛みだった。思わず密林の地面に膝ひざをつき頭を抱え込む。

「あっちゃん！　大丈夫？」

「だ、大丈夫だ。ちょっとめまいがしただけだから」

　しゃがみ込んだ遊馬にディーが手をさしのべた。その手に触れた瞬間、遊馬の脳裏に記憶の断片が浮かび上がる。

（――なんだ……こりゃ）

　見覚えのある白いドーム状の建物に、写真でしか知らない両親に連れられて……そこで遊馬はガラスケースの中に閉じ込められた人形のような少女に出会った。

　白い肌。長く美しい金髪。エメラルドグリーンの瞳ひとみ。暗い部屋の中に閉じ込められていた少女は……ディーと同じ顔をしていた。

　記憶はそこで途切れる。ディーと出会ったあとのことは何も思い出せない。一瞬、頭の中を駆け巡ったイメージがゆっくりと記憶の闇やみの底へと沈んでいった。

　遊馬は立ち上がる。頭の痛みも収まってきた。

　ディーと自分には何か因縁があるのかもしれない。だが、今はそんなことを考えるよりも、全員でここから脱出するのが先決だった。

「ディー。俺は何があってもお前を守る。俺を信じてくれ」

　ディーの顔が真っ赤になる。表情は豊かになったが、赤くなることは珍しい。

「……遊馬あすまを信じる。だから遊馬もディーのこと……信じて」

「ああ。もちろんだ」

「……ディーはお願いがあります」

　いつになく神妙な表情ながらも、ディーの顔は赤いままだった。じっと遊馬に注がれる潤うるんだ瞳ひとみ。唇から漏れる吐息に遊馬はドキッとさせられる。

「お願いって言われても、こんな状況だからケーキとか爆盛りチャーシュー麺めんは無理だぜ。そういうのは帰ってからだ。そうだ、この前のデートの続きをしよう。そのためにもがんばって……」

　焦り気味にまくし立てる遊馬に、ディーは無言で首を左右させた。

「……ケーキもチャーシュー麺もいらないよ。ディーは……遊馬が必要だから……」

　桂けいもさつきも見ているというのに、ディーは遊馬の目の前に立つとつま先立ちをしながら、遊馬の首に両腕をかけた。

「ちょ、ちょっと待てッ！　今はまずいだろ！」

　遊馬の表情がこわばった。さつきがすかさず指摘する。

「今は……ってどういうこと？　二人きりならそういうことし放題なの？　死ぬの？」

　鞭むちを両手に持ってビィンッ！　と張る。が、そんなさつきを桂が後ろから羽は交がい締じめにした。

「ディーちゃん。魔力補給だよね！　これはキスとかじゃなくて魔力補給なんだよね!?」

「ディーの力に頼らなくたって、あたしたちなら脱出できるわ！」

「そうだ。俺おれが守ってやるからな。ディーは道具じゃないんだッ!!」

　遊馬が力強く宣言する。

「……遊馬はディーとキスしたくない？」

「したくないっていうか、よりにもよってなんでこんな時に……」

　ともかく、今はそういうことをできる雰囲気ではない。そこで桂から折せつ衷ちゆう案あんが出された。

「なら、ほっぺにするっていうのはどうかな？」

「お、俺がするのか？」

　遊馬がきょとんとすると、羽交い締められたままさつきが吠ほえる。

「ディーにしてもらいたいの？　むしろディーに強制させるわけねこの変態ッ!!」

「してもらいたいというか、その……は、恥ずかしいってことはわかってる。俺だってそれくらい自覚があるぞッ!!」

「変態の自覚があるのね？　ああもうつきあってらんないわよ。キスでもなんでもすればいいじゃない!!」

　さつきのお許しが出たことでディーの表情がぱぁっと明るくなる。

「……ほっぺでもいいよ。ディーがしてあげる」

　遊馬あすまの頬ほおにディーは唇をあてた。ぷにょん……と、柔らかい感触が遊馬の頬に触れる。天国に感じられたのはそこまでだった。遊馬の膝ひざが笑い出す。大爆笑する勢いでカタカタと音を立てた。

　力を吸い取られるような感触は……どうやらまぎれもなく本物で、自分の体から魔力をディーが吸い上げているのだと遊馬は実感した。

「本当に……この方法で俺おれの魔力を吸ってるんだな」

「……うん……ごちそうさまでした」

「おそまつさま……って、なんか変だろそれ」

「……これでまた防壁がんばれるから……遊馬はディーをうまく使って。そうすればきっと、大丈夫。ディーの力は遊馬の力だから」

　ふと、桂けいが思い出したように呟つぶやいた。

「そういえば、複数の魔ま装そう具ぐを使いこなせるレアな人もいるけど、普通は一つ相性の良い魔装具と契約してると他ほかの魔装具との相性はほとんど上がらないんだよね。あっちゃんは確か基礎魔力値がすごく高いんでしょ？」

「言われてみればそうだな」

「まさか、ディーと相性が良すぎて他の魔装具じゃ力が発揮できなかったってことなの？　だから最下級魔ま装そう士し見習いだったなんて、言い訳としても三流ね」

　さつきは「ふんッ！」と鼻を鳴らした。ディーの操る防壁は強力だ。単純にディーが高性能なだけではなく、遊馬と契約しているからこそ発揮できた力だとすれば、当然見方も変わってくる。

「でも、おかしいわよ。ディーとは最近出会ったのに、ディーと契約する前から遊馬はどの魔装具とも相性が悪かったじゃない」

「あれ？　そういえば……そうだね。あっちゃん心当たりある？」

「いや……それはその……よくわからん」

　ピロリン♪　と、桂の端末からかわいらしい電子音が鳴る。話は途中だが桂は端末の画面を遊馬に見せた。

「終わったみたい。これで迷子にならないね！」

　ちゃっかり桂は、端末のマップを使いルート検索をかけていた。

「急ぐけど、あっちゃんついてこられる？　本気モードで走れればベストなんだけど」

　桂がルートデータを遊馬とさつきの端末に送る。

「お手柔らかに頼みたいんだが、いや、弱気はいかんな。全力でついていくぜ」

　桂やさつきを追走する自信は遊馬にはない……が、その解決案をディーが提示した。

「……遊馬。ディーとお手々つないで」

「もしかして早く走れるのか？」

　ディーはコクリとうなずいた。差し出された手を遊馬あすまは半信半疑で握る。

「最初は少しゆっくりめのペースで行ってあげるわよ。せいぜいあんたはディーのお荷物にならないことね！」

　さつきも準備を整えた。手には鞭むちの柄を握っている。

　桂けいが軽く跳ねるように走り始めた。青臭い緑の臭においと湿気が肌にまとわりついてくる。土がぬかるんだ場所もあって足場も悪い。茂みのどこからでもモンスターが飛び出してきそうな雰囲気だった。先頭を行く桂の表情には普段の余裕がない。

　検索されたルートの情報によれば、およそ十キロほどの道のりだった。大型モンスターと遭遇した場合は隠れてやり過ごすか逃げきるしかない。

　さつきも桂を追って走る。遊馬とディーは懸命に足を動かした。手をつないでいるため少し走りづらい。

「いっそおんぶしていった方がよかったりするのか？」

「……このままがいい」

　手を握り合って気持ちを一つにするよう意識する。そうすることで遊馬の中に、ようやく自分がディーと同調しているのだという実感がわいてきた。

（――これが、同調するってことなのか）

　体が軽い。まるで自分の体重を感じなくなったようだ。それなのに踏み出す足にはしっかりと力が入っている。筋力が何倍にもなったように。

　突然、先頭を行く桂が立ち止まると手近な巨木の背後に隠れた。追いついた遊馬たちもそれにならう。

　ドスン……ドスン……と、重い足取りで恐竜……いや、怪獣のような二足歩行の大型爬は虫ちゆう類るいが巨木の前を横切った。全長はおよそ十メートル。顎あごが発達し牙きばが剥むき出しのいかにも肉食っぽい大型モンスターだった。ワニのような瞳ひとみが周囲を見回し、荒い鼻息をまき散らしている。

　さつきと遊馬は同時に息を呑のむ。小声でさつきが正直な感想を述べた。

「かわいい系じゃないけど、これはさすがにあたしも太た刀ち打うちできないわね」

「俺おれなんかひとたまりもねぇな。『塔』の中のモンスターっていえば、せいぜい大型犬くらいのしか見たことなかったが……これがレベル７地域の実力か」

「奇襲すればいけるかな？」

「……これくらいなら防げる」

　桂とディーは強気だった。だが、仕掛けずにやり過ごす。モンスターの通った道は獣道なのか、地面に植物がほとんど生えていない。横断歩道を渡るように左右を警戒してから、桂は一気に駆け抜ける。さつきと遊馬にディーもそれを追った。

「こういう地形は警戒した方がいいかもね？　モンスターさんの通り道みたいだし」

「え、ええそうね！　もちろんそれくらい気づいたわよ！　後ろの二人も注意なさいッ!!」

　さつきが伝言ゲームのように遊馬あすまたちに首だけ振り返って告げる。

　遊馬とディーは仲良く手をつないでいた。ディーはずっと嬉うれしそうな表情だ。遊馬も恥ずかしがりつつも、まんざらでもない。

「あら？　にやけっぱなしね。遊馬にしては余裕じゃない？」

「別ににやけてないし真面目まじめだ」

「……ディーは嬉しいよ」

　さつきの走るスピードが上がった。遊馬とディーも加速する。

　密林を警戒しながらも最大限のスピードで駆け抜けた。大型モンスターの縄張りだからか、逆にやっかいな中型肉食獣タイプのモンスターとは遭遇しなかった。

　だが、快調な遊馬たちを木々の上から監視する視線がある。枝から枝を飛びながら槍やりを振るい、樹上で遊馬たちを発見、追走しようとしていた類人猿型モンスターの群れを倒して人影は進んだ。魔ま装そう具ぐの槍で倒された類人猿たちは次々に魔力結晶化するのだが、今はそれを回収している暇はない。

「まだ一・二年生だと思って彼らを甘く見ていましたね」

　男の計画では、ここで大型モンスターの一体と遊馬たちをぶつけて、ディーと遊馬の覚かく醒せいを促す予定だった。

「仕方ありませんが、一つ意地悪をしましょう」

　仮面の下で男は小さく息を吐いた。



　大型モンスターのテリトリーを抜けると、さすがに走って突破できない状況がやってきた。サバンナのような平原に出たのだ。遠くに赤いゴツゴツとした岩山が見える。

　隠れる場所が少ない平原という地形で、遊馬たちはよりにもよって狼おおかみ型のモンスターの群れと出くわしてしまった。

　その数およそ二十匹ほど。レベル７地域では雑ざ魚こにあたり、単体なら脅威にはなりえない。が、遠とお吠ぼえで仲間を呼ぶため持久戦に持ち込まれるとやっかいだった。

「一気に蹴け散ちらしちゃおうね♪」

　桂けいが抜刀術の構えをとる。さつきも鞭むちを展開した。相手が愛らしい子犬ならいざ知らず、凶悪そうな狼の群れならさつきも遠慮はいらない。遊馬も銃を抜いた。

「頼むから効いてくれッ！」

　遊馬は祈るように引き金を引く。狼の眉み間けんを射貫くよう狙ねらって撃つ。命中した。しかし遊馬の魔力の弾丸が急所にヒットしたにもかかわらず、狼は鳴き声一つ出さない。

「俺おれの特訓の日々はなんだったんだッ!!　せめて痛がるくらいしてくれよッ!!」

　狼の群れは次々と飛びかかってくる。ディーが遊馬たちを包むように防壁のシャボン玉を膨らませて、狼おおかみの群れを防いだ。

「……ブレイク」

　ディーが呟つぶやくとシャボンが弾はじける。飛びかかってきた四匹の狼が宙に舞った。

「まとめていくわよッ!!」

　さつきの鞭むちが虚こ空くうを切り裂く。空中に浮かされた狼を次々と打ち据えて空中コンボを完成させた。

　懲こりずに残った狼たちが牙きばを剥むいて襲いかかってくる。

「一刀両断だよッ!!」

　刀に込めた魔力を解放させて、桂けいが居合抜きで狼の群れを一いつ閃せんする。飛びかかってきた五匹が真っ二つにされた。さらに魔力のこもった衝撃波が群れの一角を吹き飛ばす。

「キャンキャン！」

　群れの中に交ざって一匹……小さな狼がさつきに向かっていった。その瞬間、さつきの動きがぴたりと止まる。成犬にはない全体的に丸みをおびた柔らかいフォルム。愛らしいくりっとした瞳ひとみ。牙もかわいい八重歯のようだ。

「か、かわいい♪」

「さつき……ったく、これじゃ前と同じだろッ!!」

　黄色い悲鳴をあげてさつきは子犬……もとい、子狼に向かっていく。

「さつきッ！　そいつだってモンスターだッ!!　行くなッ!!」

　遊馬あすまの制止する声にさつきは吠ほえ返す。

「行くわよ！　抱っこしてモフモフしてあげなくちゃッ!!　だって、この子はあたしを見ても怯おびえたり逃げたりしないのよッ!!」

「見境なさすぎるぞッ!!　戻ってこいさつきッ!!」

　遊馬は思わず一歩踏みだしていた。さつきを追いかけて飛び出すと、そこに狼が二匹飛びかかってくる。ディーの防壁が間に合わない。

「うわあああああああああああッ！」

　銃を持ったまま遊馬が腕を振り回した。その腕が幸運にも一匹目の側頭部をなぎ払う。キャウンキャウン！　と、狼が遊馬の一撃を受けて転げ回った。が、同時に迫ったもう一匹が遊馬の喉のど笛ぶえを狙ねらう。遊馬は思わずその場でのけぞった。

　今し方、遊馬の喉があったあたりを狼の牙がガチンっと噛かむ。遊馬の背中に冷や汗が浮かんだ。

「チェストオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　すかさず桂の突きが遊馬の喉を狙った狼を貫く。ディーも防壁で他ほかの狼を牽けん制せいしていた。

「さつき！　頼むから俺おれの話を聞けええええええええええええええッ!!」

　遊馬は拳けん銃じゆうで狙いをつける。ぴょんぴょんと飛び跳ねる子狼の着地タイミングを見切ってトリガーを引いた。

　バチンッ！　と、子こ狼おおかみの眼前で火花のように魔力の弾丸が爆はぜる。

「キャン？」

　子狼は一瞬動きを止めたが、ダメージはなく「蚊かでも止まったか？」といった雰囲気だ。

（――子狼相手にまでこれじゃ、俺おれ……なんのためにいるのかわからんぞ本格的に）

　レベル７地域のモンスターが相手とはいえ、さすがの遊馬もショックを隠しきれない。銃を撃つより銃を持った手で殴った方がまだマシだった。

　さつきはきょとんとした子狼に心を奪われたままである。

「ほーらおいで！　こっちに来なさいってば！　いっぱいかわいがってあげるからッ!!」

　さつきが近づくと子狼は逃げ始めた。しかし本気ではない。まるでお花畑で追いかけっこでもしているような、ほのぼのとした空気がさつきと子狼の間に生まれた。

　だが、子狼の目的は端から見ている遊馬には明白だ。逃げる先で親狼たちが牙きばを剥むいてさつきの到着を待っている。

「ったく……苦情はあとで聞くからな！」

　遊馬は銃を構え直した。狙ねらうはさつきの……お尻しりのあたりだ。

　バチンッ！　と、さつきのお尻に電気が走ったようなショックが与えられる。足を止めるとさつきは振り向いた。鬼か般はん若にやのような形相をみせる。

「あたしのお尻になんてことを……あれだけ練習してそのざまなんてッ!?　狙いが完かん璧ぺきにズレてるじゃない！」

「前を見ろさつき！　そのチビはお前をおびき寄せる囮おとりだったんだ!!　汚い大人おとなに利用された被害者だろ？　救ってやるためにも、まずは大人の狼たちを倒すんだッ!!」

　遊馬の声にさつきの怒りの矛ほこ先さきが正常な方向へと向き直った。

「許せないわね。遊馬にお仕置きする前に、まずはこいつらをさっくりと片づけるわ」

　さつきが鞭むちでぴしゃんと地面を叩たたく。えぐれる大地に狼たちは後ずさった。その瞬間、絶妙のタイミングで桂けいが居合抜きで一いつ閃せんする。群れの二匹を葬ほうむり魔力結晶化させた。

「今すぐ救ってあげるわ！　かわいいおチビちゃんッ!!」

　さつきの鞭が唸うなりをあげた。空気を切り裂き次々と狼たちを血祭りにあげていく。子狼は後ずさり、怯おびえ、攻撃が自分に及ぶ前に敗走した。

「あッ！　お待ちなさいッ!!　まったく……でも、これで自由になれたのね」

　密林の方へと走って逃げた子狼の後ろ姿に未練を残しつつも、さつきは残る狼を桂と連れん携けいして全滅させた。途中からディーと遊馬の出番はまったくない。

（――つうか、最初からほぼ俺の見せ場はないよな）

　落ち込む遊馬に気づいたのか、ディーがじっとその顔を見つめて呟つぶやく。

「……どんまい」

「だめ押しをされた気がするな」

　肩を落とした遊馬あすまだが、まだ帰還用魔法陣までの道のりは半分以上残っている。荒野は限りなくレベル８地域に近い。下へ手たをすれば端末に登録されていない未確認モンスターに出くわす可能性もあった。

「ディーに一つ聞きたいことがあるんだが」

「……？」

　ディーは小さく首を傾かしげる。

「ディーには攻撃技みたいなものはないのか？」

「……だめ」

　うつむくとディーは小さく身を震わせた。

「だめって……ないんなら仕方ないんだが」

　あるけど使えない。そんなニュアンスにも受け取ることができるが、ディーの怯おびえる表情に遊馬はそれ以上の追及を諦あきらめた。

「……ごめんなさい」

「わかった。今は無理するな。もし大丈夫になったら攻撃も頼むぜ！　俺おれの分まで」

　それ以上言うと自虐的すぎてますます遊馬はへこんでしまう。だから遊馬は努めて軽い口調を心がけた。

「……遊馬に嫌われたくないから……」

　ディーの小さな肩が細かく震ふるえる。

「俺がディーを嫌う要素なんてどこにもないだろ？　ほら、そろそろ行こうぜ」

　遊馬はディーの手を引いて走り出す。このままモンスターに目をつけられず走りきれればいいのだが……。

　そんな遊馬たちの一団に距離をとるようにして、影が追走していた。密林から遊馬たちを追ってきていた他ほかのモンスターの群れを蹴け散ちらし、影もまた帰還用魔法陣のあるレベル８地域との境界線付近を目指すのだった。



　赤い渓けい谷こくの谷間を抜ければ、ゴールはもう目と鼻の先である。

「一気に抜けるぞッ!!」

　遊馬が先頭になって走る。ディーとつないだ手をぎゅっと握っていた。さつきは先ほどからずっと不機嫌そうにため息ばかり口にしている。

「さつきちゃんもお手々つなぎたいの？」

「違うわよ！」

「お姉ちゃんでよければつなごっか？」

「だから違うって言ってるでしょ!!」

　少し残念そうに眉まゆを八の字にさせる桂けい。さつきには桂がどこまで本気なのかわからない。

　冗談を言う余裕まで出てきた遊馬あすまたちだが、そんな一団の頭上から不意に何かが落下してくる。それが何であるのかを遊馬が理解したのは、物体が遊馬の目の前の地面に着弾したあとだった。

　卵である。大人おとなが両腕で抱えて持たなければ持ち上がらなさそうなそれは、無残にも殻が砕けて赤い大地に黄身と白身をぶちまけていた。

（――もったいねぇ。これだけあればホットケーキも作り放題……って、そんなこと考えてる場合じゃなさそうだな）

　立ち止まって遊馬は切り立った崖がけの上を見上げた。人影が見えたような気もするのだが、確認する前に遊馬はつばを飲み込む。

「やばいんじゃないか……今まで以上に」

　バサッ……バサッ……と、羽音が響いた。むあっとした熱い大気が谷間を吹き抜け、遊馬たちに向かい風となってぶつかってくる。剥むき出しの敵意が四人に注がれていた。

　赤い大地に合わせたような、血よりも赤い鱗うろこに身を包んだ巨大な影。桂が端末のカメラで撮影すると、その姿がデータ照合された。

　クリムゾンエッジ。火炎属性。ドラゴン型。非常に好戦的なうえ、機動力も高く遭遇した場合は戦闘に勝利する以外、生き延びる道はない。レベル７クラスモンスター。

　プロの魔ま装そう士しでも下へ手たをうてば命を落とす難敵だった。

　崖の上から草くさ壁かべは仮面の下でにっこり微笑ほほえみ一息つく。クリムゾンエッジを遊馬たちの元へ誘導したのは草壁だ。魔装士協会のエージェントというもう一つの顔を草壁は持っていた。

「雌ならテストの相手としてはうってつけですね」

　クリムゾンエッジの雌は縄張り意識が強く、卵を守る雌にはつがいの雄さえも近づけないという習性がある。その縄張り意識があるために、他ほかのモンスターがこの戦いに介入してくる気配はない。

「では、お手並み拝見」

　すでに草壁の眼下では戦闘が開始されていた。

　クリムゾンエッジの攻撃は強力の一言に尽きる。その大きな翼が生み出す突風と切れ味鋭い爪つめ。そして口から吐き出す火炎球は食らえばひとたまりもない。

「先手必勝だよ！」

　見上げるほどの巨体に向かって桂が駆けていく。遊馬は桂が動き出すのに合わせて銃を抜いた。先ほどの狼おおかみと比べて的はデカイが、クリムゾンエッジの全身は鋼はがねのような鱗で覆われている。

　そのため狙ねらうのはクリムゾンエッジの右目だった。いかに魔力の弾丸が微力でも、眼球にクリーンヒットすれば目薬くらいのショックは与えられる……と、遊馬あすまは自分に言い聞かせて拳けん銃じゆうの引き金を引いた。二発、三発と連射する。

　遊馬の放った魔力の弾丸が炸さく裂れつした。練習の成果もあって、ゆらゆらと動く標的であっても遊馬は命中させる。

　クリムゾンエッジの注意が遊馬に向く。さらに右目に直撃させたことで、一時的とはいえその視界を奪ったようだ。足下に飛び込んだ桂けいにクリムゾンエッジは気づいていない。

　桂が居合抜きで丸太のような後ろ足を切りつけた。

　ギイイイイイイイイイイイインッ!!

　刃やいばが鱗うろこに擦れて火花を散らす。

「自信あったのに通じないなんて、レベル７クラス……お姉ちゃんもびっくりだよ」

　桂の心から余裕は消えた。相手は飛行するため逃げるのも難しい。渓けい谷こくと荒野では身を隠せる場所も見あたらず、密林に逆戻りすればしたで、そちらにも巨大モンスターはうようよしていた。逃げ場はない。

「そこから離れてッ！　桂ッ!!」

　さつきの言葉で桂は我に返った。

　ほぼ同時にクリムゾンエッジが体をぐるりと一回転させる。尻尾しつぽが鞭むちのようにしなって桂に襲いかかった。すかさず刀を構えて受け流そうとしたが、受けきれず桂は派手に吹っ飛ばされて荒野を転がる。倒れた桂めがけて、クリムゾンエッジは口を開いて狙ねらいを定めた。その口内に熱気が集約する。

「ディーは桂先輩に防壁ッ！　さつきは左から攻撃してくれッ!!」

　遊馬は声を張ると、拳銃に魔力を注ぎ込んで再装そう填てんした。再び六発まで連射可能になる。

「ここは確実に……当てるッ!!」

　遊馬は回り込みつつ左目に三発。

「まだ弾は残ってるぜッ！　全部もっていけッ!!」

　さらに口の中に三発を遊馬は撃ち込んだ。左目は……クリムゾンエッジのまぶたがシャッターのように降りて防がれる。口の中に放った魔力の弾丸も、クリムゾンエッジの圧倒的な魔力に圧倒され、口の中に届く前に雲うん散さん霧む消しようした。

「ったく、俺おれってなんでこんなにキマらねぇんだよ」

「あんたの攻撃に期待はしてな――ッ!?」

　クリムゾンエッジがさつきを前足で軽く払いのける。その名の由来となった、赤く長い爪つめが刃物のように振り回された。

　咄とつ嗟さにさつきは鞭を振るうが、変幻自在の軌道を描く前にばっさりと切断される。

「なんてことしてくれるのよッ!?」

　切り落とされた鞭の先端にさつきは魔力を込めた。みるみるうちに鞭は再生し元の長さを取り戻す。さつきは爪つめの殺傷圏内に入らないようクリムゾンエッジの背後に回り込んだ。

（――なんだ……この熱気は）

　クリムゾンエッジから距離をとった遊馬あすまだが、空気が一瞬でひりついたことを肌で感じ取った。まるで溶鉱炉に近づいたような熱さだった。

　クリムゾンエッジは口の中に溜ため込んだ魔力を解き放つ。狙ねらいは……先ほど吹き飛ばされて大地に倒れたままの桂けいだ。

（――ディーの防壁で防げるのかッ!?　こんな時に俺おれは……）

　遊馬が拳けん銃じゆうに魔力を込める。一瞬で魔力の弾丸の再装そう填てんが終わった。クリムゾンエッジの顔めがけて撃ちまくる。一秒以内に全弾発射された。

「うおおおおおおおおおおおッ！」

　うなり声をあげながら遊馬はトリガーを引き続けた。銃声は止やまず雨のようにクリムゾンエッジに魔力の弾丸が降り注ぐ。桂を救いたい……その思いが遊馬の迷いを消し去った。弾は途切れない。遊馬は射撃しながら魔力弾の再装填も同時に行っていたのである。

　撃ちまくる。撃ちまくる。撃ち続ける。拳銃ではなくマシンガンのように魔力の弾は放たれ続けた。だが、そのすべてがことごとく無視された。

　クリムゾンエッジの口から火炎球が放たれる。それは小型の熱気球ほどの大きさに膨らみ地面をうがちながら桂に向かった。桂はようやく立ち上がったが、その時にはもう火炎球が目前に迫っていた。

「桂――――――――――――――――ッ!!」

　遊馬の叫びと同時に灼しやく熱ねつのエネルギーが爆はぜた。焼け焦げた砂や小石交じりの熱風が遊馬とさつきに吹きつける。

「桂ッ!!　返事をしてくれッ!!　まさか……やられちまうなんて冗談はなしだッ!!」

　遊馬は爆心地に向かってありったけの声で呼びかける。

　熱風と砂さ塵じんと砂すな埃ぼこりが舞い上がり……ゆっくりとシルエットが砂埃の向こうに浮かび上がった。桂は立っている。消し炭になることもなく無事だ。

　青いシャボンの泡が桂を包み込んでいた。ディーが間に合い、桂の隣に立って防壁を展開したのである。

「ディーちゃんありがとうね」

　こうなることを信じていた桂は、目の前にクリムゾンエッジが迫っているのに微笑ほほえんでみせた。

「……桂。逃げて。ディーが抑えるから」

「そんなことできないよ」

「……ディーだけなら、時間……稼かせげるから。桂が言うことなら、遊馬もわかってくれるから」

「なら余計に言えないよ。あっちゃんも言ったでしょ？　ディーちゃんは道具じゃない。かわいい妹なんだから♪　あ、でも妹だとあっちゃんと結婚できないね？」

「……結婚？」

「詳しく知りたかったら、ディーちゃんも一緒にこのピンチを大逆転しなきゃね？」

　防壁の泡を桂けいは内側から抜けると、居合抜きの構えではなく刀を抜いたままクリムゾンエッジに向かっていった。クリムゾンエッジはディーに集中していて動かない。再び火炎球を放とうと、魔力を口の中に集めだした。

　もっとも厄介な相手――ディーから潰つぶそうとしている。

「あっちゃん！　さつきちゃん！　弱点を突くよッ!!」

　桂は赤い大地を駆け抜けながら、人差し指で自分の顔のある部分を指さした。

「そうか。そこなら行けるなッ!!」

「わかったわ。フォローするから遠慮なくやってちょうだい！」

「てええええええええええええええええええいッ!!」

　気迫のこもった声とともに、桂がクリムゾンエッジの側面から頭部に向けて一気にジャンプする。迎撃するようにクリムゾンエッジの前足……その研ぎ澄まされた爪つめが桂を叩たたき落とそうとする。だが、さつきの鞭むちが前足に巻きついた。綱引きになれば太た刀ち打うちはできないが、さつきが鞭を絡めたことでクリムゾンエッジは先にそれを振り払おうとした。

「いくら強いっていっても、本能に従うところは動物ね」

　桂への迎撃がワンテンポ遅れる。

　その間に遊馬あすまはディーの隣に駆けつけた。ディーの手を握る。二人は同調し、ディーの防壁がよりいっそう、強い魔力の輝きを帯びた。遊馬と触れ合うことでディーの能力も引き出されるのだ。

「これなら次の攻撃も耐えられるな」

「……遊馬。ディーを置いて逃げて。守っているだけじゃ……負けだから」

　握られた手をディーが離そうとするのだが、遊馬はグッと力を込めて離さない。

「そんなことできるかよ。何度でも言うぜ。ディーは俺おれたちの」

　仲間。そう遊馬が言いきる前にディーは大きく首を左右させる。いつの間にかディーの瞳ひとみは涙を溜ため込んでいた。首を振るたびに雫しずくがこぼれ落ちる。

「……これは……ディーの罪だから。遊馬の役に立てるなら……ディーは壊れてもいい」

「なんでそんなこと言うんだ。ディー……それじゃまるで、ディーが死にたがってるみたいじゃないか」

「……壊れて許してもらえるなら、ディーは遊馬に壊してほしい」

　ディーの瞳は真剣に遊馬に訴えている。

「……ディーは遊馬の……大切なものを……奪ったから」

「奪ったって、まさかキスのことか？　女じゃあるまいし……別に気にしてない。いや、ディーみたいなかわいい女の子となら男冥みよう利りに尽きるくらいだ」

　遊馬あすまも心の中で引っかかっていた。もしかしたら？　という気持ちが少しずつ確信に近づくたびに、遊馬はそのことを考えないようにした。

　自分からディーが何を奪おうと。そんなことは関係ない。

「……ばか」

　ディーは呟つぶやく。瞳ひとみを潤うるませたまま小さく笑った。遊馬もぎゅっとディーの手を握る。

　二人の心音が……波長が……リズムが……ぴたりと合わさった。

　グルウオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!

　再び火炎球がクリムゾンエッジの口から放たれた。先ほどよりも巨大だ。遊馬とディーを灼しやく熱ねつの塊が押しつぶそうとする。

　だが、青い泡のような防壁は火炎球に引けを取らなかった。清らかな青い光が炎を受け止め、消し去っていく。波紋のように魔力の波が生まれて、遊馬たちを中心に弧こを描いて広がっていった。ディーの防壁は火炎球に打ち勝ったのだ。

　そして、遊馬たちには桂けいの攻撃が残っていた。

「チャンスに決めるのがお姉ちゃんパワーだよッ!!」

　桂は刀を突きに構えて、無防備になったクリムゾンエッジの瞳を狙ねらった。切っ先が眼球に触れる寸前で、クリムゾンエッジはまぶたを落として攻撃を防ごうとする。

「人間舐なめるなぁー突きぃッ!!」

　桂の渾こん身しんの一撃はまぶたの上から眼球を貫いた。

　グルアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?

　天を裂くような強烈な咆ほう吼こうがこだまする。桂は刀を抜くとクリムゾンエッジから飛びのいた。さつきも鞭むちをクリムゾンエッジの前足から外して構え直す。

　クリムゾンエッジの額ひたいのあたりがググッ！　と隆起し、まるで扇おうぎが開くように展開した。翼を広げて遊馬たちを威い嚇かくする。

「あっちゃん！　同じように左目もやっちゃえば、逃げられそうだよね？」

　隻せき眼がんの赤い竜。その視界を完全に閉ざせば逃げられる。それは遊馬も理解できるが、同じ方法でうまくいくとも思えない。

　片方の目から光を奪われて、クリムゾンエッジは遊馬たちを残った瞳で睨ねめつける。

「遊馬ッ！　どう攻めるのよ？　作戦くらいあんたが立てなさい！」

　さつきが指示を仰あおぐ。桂の視線もディーの眼まな差ざしも遊馬に集まっていた。

　ここで判断ミスはできない。誰だれかの死に直結する。そう考えると遊馬の背筋は震ふるえた。

（――全員で脱出するんだ。誰か一人でも犠ぎ牲せいにしたら……負けだッ!!）

　誰かを犠牲にすれば突破するための糸口はひらけるだろう。だが、今の遊馬にあるのは「全員生きるか、全滅するか」のどちらかだった。

「全員、あいつの右目側に動いてくれ。同時に行く。そして……」

　遊馬あすまは指示を出した。三人が右目……死角側に回り込む。

　しかし、遊馬は逆の左側へと走り込んだ。クリムゾンエッジは孤立した遊馬を開いている瞳ひとみで確認する。

（――俺おれのことは無視するんだろ？）

　先ほどの乱射で遊馬の攻撃力の低さはクリムゾンエッジにも判断がついたようだ。

「ディーは防壁ッ！　尻尾しつぽの鞭むちがくるッ!!」

　遊馬の読み通り、クリムゾンエッジは体を百八十度回転させて、尻尾で周囲を一いつ掃そうした。巨大な尻尾が死角側に回り込んだ桂けいたち三人に叩たたきつけられる。

　が、ディーの防壁が巨大な尻尾とぶつかり合い、弾はじき返した。

　防壁と尻尾が衝突した反動でクリムゾンエッジの動きが一瞬止まる。

「今だ桂先輩ッ！　クリムゾンエッジの体勢が崩れるッ!!」

「オッケーあっちゃん！　けどお姉ちゃんって呼ばなかったからあとでお仕置き決定♪」

「油断するなッ！　前足がくるぞッ!!」

　桂がすかさずクリムゾンエッジの左目めがけて跳躍する。またしても遊馬の読みは的中し、クリムゾンエッジの前足が桂めがけて放たれた。

「苦し紛まぎれの攻撃はお姉ちゃんには通用しないよッ!!」

　桂は刀でクリムゾンエッジの斬ざん撃げきを受け流しさばききる。

　それとほぼ同時だった、クリムゾンエッジの死角――潰つぶれた右目側から細長い何かが、空中で鋭角に軌道を変えて攻撃を加える。さつきの鞭だった。クリムゾンエッジがまぶたでガードするいとまを与えない。

　遊馬は桂を囮おとりにさつきでフィニッシュを決める。クリムゾンエッジの絶叫が響いた。

「よし！　今のうちだッ!!　全速力で逃げるぞッ!!」

　遊馬はディーの手を取ると走り出した。さつきの打撃では桂の一撃と違って、完全に視界を奪うまでには至らない。時間稼かせぎがやっとだろう。

　桂はすでに遊馬の後に続いている。攻撃を成功させたさつきが着地し、遊馬たちに振り返った……その瞬間だった。

　クリムゾンエッジは手当たり次第に、自分の周囲を爪つめでなぎ払ったのだ。そのほとんどは空を切ったのだが……さつきの背中を爪がかすめる。

　学園が支給する制服には防刃、耐衝撃などの機能が付与されているのだが……レベル７クラス相手には焼け石に水だった。

「――――ッ!?」

　さつきは声にならない悲鳴をあげた。そのままスローモーションがかったように地面に倒れ込む。さつきの背中には痛みと熱さが同時に襲いかかっていた。

「さつきッ!!」

　遊馬あすまの足が止まる。

「に……逃げなさい遊馬ッ!!　ぼやぼやしてないで……早くッ!!」

　このチャンスを逃せば次はないかもしれない。クリムゾンエッジの視力が戻れば逃げるのはさらに困難だ。遊馬は選択を迫られていた。見捨てるか、立ち止まるか。

　自分の心臓の音が余計に大きく感じられた。ドクン……ドクン……という音が遊馬の脳内に響く。

　さつきは立ち上がれずにいる。倒れたまま涙を溜ためていた。そんな表情まで遊馬にははっきりと見える。

「今助けるッ！　絶対に……四人で戻るんだ」

「あたしは……大丈夫よ。これくらいかすり傷なんだから」

　助けにくるなといわんばかりに、さつきは遊馬を憎らしげに睨にらみつけた。

「こんな時にまで意地張るなよッ!!」

「意地張ってるのはあんたでしょ？　全員助けるなんて……相応の力があるから言えることなの。あんたは弱いの！　自覚なさいよ！　だから……弱いから助けられなくても……あんたは気に病むことなんて……」

　だんだんとさつきの声がトーンダウンしていく。

「後悔するに決まってるだろ！」

「あたしだって……あんたには……生き延びてほしいのよ！　あんたはあたしのペットなんだから、飼い主の言うことを聞きなさいッ!!」

「俺おれはペットじゃねぇッ!!　訂正してもらうためにも、ここは引かないからなッ!!」

「さつきちゃん、ごめんねッ!!　あっちゃんって一度言い出すときかない頑固さんだから。もちろん頑固さではお姉ちゃんも負けてないよ！」

　桂けいは刀を抜き払い、構えたまま突撃する。

　クリムゾンエッジの左目が回復した。すぐ近くにさつきがうつぶせになって倒れているという、遊馬たちにとっては最悪な状況だ。

　一歩近づき、とどめを刺そうとクリムゾンエッジは爪つめを振りかぶり……叩たたきつける。

「そうはさせねぇッ！」

「……ディーは……みんなを守るって決めたよ」

　爪がさつきを串くし刺ざしにする寸前のところで、遊馬とディーが割って入った。青い泡の防壁が爪を押し返す。と、同時に遊馬たちに先行していた桂が、クリムゾンエッジの左目めがけて飛び込んだ。

　決まった……かに思えた桂の突きは、あと一歩のところでかわされた。クリムゾンエッジが大きく羽ばたいたのだ。その翼の風圧に桂けいは空中で姿勢を崩す。

「桂先輩ッ！　防壁の中へッ!!」

　クリムゾンエッジが羽ばたくたびに熱風がうなり声をあげた。桂はなんとか着地して遊馬あすまとディーの待つ防壁へと向かう。クリムゾンエッジは空中で口を開き、火炎球を放つ体勢に入っていた。

「打つ手なしか……」

　このまま空中から延々と火炎球を吐かれては、遊馬たちもお手上げだった。

　クリムゾンエッジが放った火炎球はディーの防壁の手前で炸さく裂れつした。赤い地面を黒く焦がす。

　寸前の所で防壁の中に桂は逃げ込んだのだが、スカートの端が焦げてしまった。

「ぎりぎりセーフ♪　けど、制服お気に入りだったのに……しゅんとしちゃうね」

「本当にぎりぎりだな。それに……アウトかもしれん」

　続けざま、二発目の火炎球をクリムゾンエッジはチャージし始めた。

　遊馬は自分の無力さを悔いた。遠距離武器は遊馬の銃だけである。

（――なんのための銃だってんだよ……ちくしょう）

　桂が倒れたさつきを抱き寄せて治療キットで止血を行った。傷口をスプレーで塞ふさいだが、出血でさつきはふらふらだ。

「なんで戻ってきたのよ。このままじゃじり貧じゃない」

　さつきは力なく呟つぶやく。

　ディーと遊馬の生み出した防壁が次第に小さくなっていった。第二、第三の火炎球が炸裂するたび、ディーの表情が苦く悶もんに満ちる。

「ディーと俺おれで前に進む。その間に桂先輩はさつきを背負って逃げてくれ」

「だめだよあっちゃん！　そんなことできないよ」

「せめてそれくらいはさせてくれ。ずっと……俺は何もできなかったからな。いや、ディーがいなかったらそれすらできないんだ」

　遊馬は一歩踏み出した。ディーも歩調を合わせる。桂はまだ自力で動けないさつきを背負った。

「ちょ、ちょっと桂！　本気なの？」

「あっちゃん。さつきちゃんを安全なところに降ろしたらすぐに戻ってくるからね」

　桂は防壁の外へと飛び出した。遊馬とディーは手をつないだまま、ゆっくりと前へ進む。火炎球が炸裂しようがお構いなしだ。遊馬とディーが盾たてになっている間に、桂はゴールである帰還用魔法陣の方角に向けて走る。

　遊馬とディーは立ち止まらない。桂とさつきが逃げたことで、クリムゾンエッジは再び地上に降りてきた。

　青い結界の泡は小さくなり、もう遊馬あすまとディーの周囲を包み込むほどしかなかった。あと一発、火炎球を食らえば防壁は消えてしまうだろう。

「……遊馬。もう……もたないよ」

「そうか。なんか……かっこわるいな俺おれ」

　あれだけ仲間を見捨てないと言ったのに、結果だけみれば大惨敗もいいところだ。

　一方、桂けいの前に人影が立ちふさがった。先日、遊馬とディーを襲った仮面の男だ。槍やりを手にした男を桂が睨ねめつける。

「これって……あなたの仕業なんですか？」

「そんなに怒らないでください。もう、十分に確認はできましたから」

　さつきは黙り込んだ。桂は仮面の男の正体に気づいている。

「さて、ではお給料分の仕事はしましょうか」

　槍使いは軽い足取りで一直線にクリムゾンエッジに向かっていった。



　ディーの胸は燃えるように熱くなっている。魔力結晶がオーバーヒートを起こしかけていた。次の火炎球を防ぎきったら、ディーにはやることがある。

　遊馬に相談はできなかった。言えば止められるだろう。

（――……遊馬が止めてくれるのは嬉うれしい。ディーを人間として扱ってくれるのが嬉しい。ディーの罪を知れば、きっと遊馬はディーを嫌いになるから。だからディーは遊馬がディーのことを好きでいてくれたままで……消えます）

　自爆。ディーは最後に遊馬の足下にありったけの力で防壁を展開すると、手を振りきった。防壁は火炎球から遊馬を守るためではない。自爆の衝撃から遊馬を守るためのものだ。

「おい……ディー？　なにをする気だ。ちょっと待て！　待てよ！　なんだよこの防壁……なんで出られないんだ？　ディーッ!?　お前がやったっていうのかッ!?」

　遊馬は防壁の外に出ることができない。壁は強固で内側から叩たたいても押してもびくともしなかった。

「……うん。遊馬はディーの大切な人。だから……閉じ込めたよ」

　遊馬はハッとした。一瞬だが記憶の断片が甦よみがえる。十年前、ガラスのケースに入れられていたディーに話しかけ、ガラス越しに手のひらを合わせた……やはりそれはディーなのだ。

「ディーと俺は会ってるんだな？　十年前にッ！」

「……………………」

　さよならは言わなかった。遊馬の質問にも答えない。次の火炎球が放たれる前に、ディーはクリムゾンエッジの足下にたどり着く。

「…………ディーは遊馬と再会できて、桂やさつきと出会えて幸せでした」

　ディーに自爆する機能はないが、ここまで酷使した胸の中の魔力結晶は、非常に不安定な状態だった。火炎球の魔力に反応して爆発する。そんな予感……いや、確信がディーにはあった。

「残念ですが、そうされては困りますから」

　火炎球が発動する直前で、クリムゾンエッジの口に矢のような一撃が放り込まれた。それは……槍やりの魔ま装そう具ぐである。口内を貫き、その巨大な頭部を木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばす。

　一撃必殺。防壁に閉じ込められた遊馬あすまはただただ唖あ然ぜんとするばかりだった。赤い竜の体がゆっくりと横に倒れ伏す。クリムゾンエッジの肉体が空気に溶けて消滅すると、赤いルビーを連想させる魔力結晶だけが残された。

　仮面に手をかけ、槍使いは吐息まじりに外してみせる。

「お疲れ様でした厳島いつくしま君。どうやらあなたの補習はここまでですね」

　何事もなかったように草くさ壁かべは笑う。その微笑ほほえみで遊馬は誰だれがこの状況をつくり出したのか理解した。



    

  
    
      


第七章　最後に残るのは……





　渓けい谷こくを抜けると体感温度がぐっと下がった。「塔」の内部ではエリアの境目に近づくと、こういった変化が起こりやすい。赤い荒野の向こうに雪化粧をした山脈が見える。帰還用魔法陣はもうすぐだった。

　さつきの負傷もあって少しゆっくりめの進行になった。先ほどの余裕のなさが嘘うそのように、安あん堵どしながら遊馬たちはゴールを目指す。これも黒幕……もとい、強力な助すけっ人とのおかげである。

「おや？　怒っているんですか厳島君」

「当然だろ。向こうに帰ったら覚えておけよ!!」

「怖こわい怖い。本当に危なくなったので助けてあげましたし、そう怒らないでください」

　遊馬の背中に乗ったままさつきも糾きゆう弾だんした。

「怒るに決まってるでしょ！　危うく死にかけたわよッ!!」

「実際死んでないのだし問題ないでしょう？」

「こんなに頭にくる大人おとなは初めてね」

「珍しく俺おれもさつきと同じ意見だ」

「先生、ちょっと悲しいです。教え子にこんなに恨まれるなんて」

　草くさ壁かべの嘆なげくような口ぶりはとてもわざとらしい。

　桂けいが確認をとった。

「これまでのお話をまとめると、つまり、ディーちゃんの性能試験だったっていうことですか？」

「はい。ディーさんはとある実験中の事故で機能停止して、つい最近までうんともすんともいいませんでした。ですが、この春いきなり再起動して厳島いつくしま君の名前を口にしたんです。きっと、自分に適合する魔力波長の持ち主に反応したんでしょう」

　草壁は歩きながらじっと遊馬あすまを見つめる。

「その適合者が俺おれだったってわけか」

「そうです。厳島君の潜せん在ざい的な魔力の高さが他のどの魔ま装そう具ぐにも活いかせなかったのは、きっと厳島君が人型魔装具とだけ相性が良い、特異体質だったからなんでしょうね」

　さつきが小さく息を吐いた。まだ背中の痛みは残っているが、休憩も挟んだため体力は回復しつつある。ちょんちょんと遊馬の肩を叩たたいて「降ろして」と合図した。

　遊馬の背中から降りると草壁を睨にらみつける。

「気に入らないわね。性能試験だなんて」

「仕方ありません。ディーさんはあくまで人型魔装具なんですから。窮きゆう地ちに追い込まれなければ厳島君も本気になってはくれませんでしたし。今回は十分に力を見ることができました。それでこれからのことについてですが……まぁ、帰ってからにしましょう」

　表情一つ変えず草壁が指をさす。イギリスのストーンヘンジのような石柱が林立していた。帰還用魔法陣にようやくたどり着いたのだ。

「我々人類にとって拠点のようなものです。この場所に立てるのは選ばれた者だけ。あなた方は人類の中でも、最も遠くへとやってきた冒険者と言ってよいですね。身み震ぶるいしませんか？　ここは世界の最果てなんですよ」

　眼鏡めがねを中指でくいっと押し上げながら草壁は演説した。

「まったく実感も感慨も湧わかないんだが」

「厳島君。実技がだめならせめて筆記試験くらいは良い点を取ってほしいですね」

「こんなところまできて説教かよ。ったく……」

　遊馬は正直なところ、草壁に頼りたくないし好きでもない。だが、先ほどクリムゾンエッジを相手に放った一撃は圧巻だった。プロ級……しかも並のプロではなく、トップクラスの実力者に違いない。

「ともかく帰って……そうだディー。今度こそケーキを買いに行こう」

　ディーはずっと黙り込んでいた。普段から物静かで積極的に相手に話しかける性格でもないのは遊馬も承知している。だが、それにしたって静かすぎる。

　ディーの視線はずっと草くさ壁かべに向けられていた。

「どうしたんですかディーさん」

「……知ってるの？」

「ええ。ですが秘密は厳守しますよ」

　遊馬あすまとディーの因縁について、草壁はきっちり把は握あくしている。草壁が遊馬にすべてを教えてしまえば、ディーと遊馬の良好な関係は壊れるかもしれない。

「よかった」

「どうしたんだディー？　草壁に脅迫されてるんなら相談してくれ」

「厳島いつくしま君、人聞きの悪いことを言わないでください。ディーさんには魔ま装そう具ぐならではの秘密や悩みが色々あるんです。そのことは今日まで一緒に学校生活を営んできた厳島君もわかっているでしょう？」

「ま、別にどんな秘密だろうと気にしねぇよ」

　ホッと息をつきながら遊馬はディーの頭を撫なでる。ディーも嬉うれしそうに頬ほおを染めた。

「……ケーキ、楽しみだね」

「つうわけで、殺されかけた慰謝料にしては安すぎると思うんだが、ケーキは草壁先生のおごりに決定だ。あと、帰ったら一発殴らせろ」

「おっと、暴力はいけませんよ暴力は。ケーキに関してはごちそうしましょう。お好きなものをいくらでも……っと、お客さんですか」

　草壁が突然、愛用の槍やりに魔力を込めた。

「困りましたね。どうやらまだ終わりではなかったようです」

　先ほど倒したクリムゾンエッジよりも、一回り大きいドラゴンが滑空しながら降りてくる。帰還用魔法陣への道を塞ふさぐように、遊馬たちの前に立ちふさがった。

「どうやらつがいだったようです。さて、皆さんは下がっていてください」

　草壁が一歩前に出る。桂けいとさつきも得物の柄に手をかけた。遊馬は反射的にディーの手を握る。

「今度はプロ級の先生もいるし、楽勝だよね？」

　口調とは裏腹に桂の眼まな差ざしは真剣だった。さつきも身構えるが、回復してきているとはいえダメージはまだ残ったままだ。クリムゾンエッジの雄は怒りの咆ほう吼こうをあげる。

「どうやら狙ねらいはこれですか」

　赤い魔力結晶をポケットから取り出して、草壁はクリムゾンエッジに見せつける。

「あなたもこうなりたくなければ、さっさと尻尾しつぽを巻いて逃げることです」

　赤い魔力結晶を見た瞬間、クリムゾンエッジの額ひたいが隆起して扇おうぎのように開いた。

（――草壁って絶対に悪役だよな）

　先ほど殺されかけたとはいえ、遊馬はモンスターが少し不ふ憫びんに思えてしまった。草壁はポケットに魔力結晶をしまい込む。

「ということで、私を狙ねらってください」

　クリムゾンエッジの爪つめが草くさ壁かべに伸びた。柄の長い槍やりを巧みに操り、すべての攻撃をいなし、弾はじき、防ぎきる。

「今のうちにみなさんは帰還用魔法陣へ」

　遊馬あすまは無言でうなずいた。むしろ自分たちがいる方が草壁にはハンデなのだろう。石柱群までたどり着くと、桂けいがその中の一つに埋め込まれた制御板を見つける。

「さつきちゃんとあっちゃんとディーちゃんは魔法陣の中心に入って！」

「俺おれにも手伝わせてくれ」

　帰還用魔法陣を使用するにはある程度魔力が必要だった。

　制御板にディーと遊馬が手を触れる。ディーと触れ合ったことで覚かく醒せいしつつある、遊馬の魔力に反応して帰還用魔法陣の魔力充じゆう填てんゲージはグンッ！　と、一気に上がった。

「先に桂先輩も魔法陣に入ってくれ。ここは俺とディーで十分そうだ」

「あっちゃん……うん！　わかった！　あっちゃんとディーちゃんの成長を見届けてあげるのもお姉ちゃんの役目だもんね」

　桂は制御板からそっと離れて魔法陣の中に入った。魔力の充填は十分だ。遊馬の注ぎ込んだ魔力が石柱全体に行き渡り始める。あとは虹にじ浦うら市へと自動で転送されるのを待つだけだった。

　遊馬は草壁の方に視線を向けた。先ほど、遊馬たちがあれだけ苦戦したクリムゾンエッジをまったく寄せつけない。撃破せずに注意を引きつけている。凶暴な赤いクリムゾンエッジが、まるでお釈しや迦か様の手のひらの上の孫そん悟ご空くうよろしく、草壁に翻ほん弄ろうされていた。

「よく見ておいてください厳島いつくしま君。こうやってクリムゾンエッジを引きつけておくといいことがあるんですよ。さて、そのいいこととはなんでしょう？」

「授業してる場合じゃないだろうがッ!!」

「はい、不正解。正解は他ほかの弱い雑ざ魚こモンスターがやってこないということです。サバンナから荒野にかけては狼おおかみ型モンスターの群れなどもいますが、こうしてクリムゾンエッジと戦っていれば、弱いモンスターはクリムゾンエッジを恐れて近づいてきません」

　ここが限りなくレベル８地域に近い場所だということを草壁は失念していた。

　突然、クリムゾンエッジが動かなくなる。まるで時間が止まったようだった。

　草壁の背筋に悪寒が走る。精神的な不気味さに加えて、気温までぐっと下がり始めた。

　荒野は雲一つない晴天にもかかわらず、大気中の水分が氷結してキラキラと光を反射した。その光景の美しさに見とれる間もなく、仁に王おう立だちしたクリムゾンエッジが足下から氷結していく。草壁が飛び退のき距離をとったところで、クリムゾンエッジは完全に氷こおり漬づけにされた。

　そんなクリムゾンエッジの背後から姿を現したのは……人間だ。いや、人間というよりも人型とした方が正しいかもしれない。額ひたいに一本、長い角が生えている。全身は白っぽい鱗うろこに覆われていた。リザードマン。

　ここまで人間に近いシルエットのものは、端末のデータベースにも登録されていない。

　レベル７地域から先に人類が進めない理由。それが遊馬あすまの前に現れた。

「厳島いつくしま君ッ!!　貴方あなたも早く魔法陣の中にッ!!」

　草くさ壁かべの声が切羽詰まっている。アレは相当にやばいのだと遊馬も理解した。瞬間、ディーの瞳ひとみの色が赤くなる。その視線はリザードマンから一瞬たりとも離れない。

「……ディーの敵。ディーはレベル８地域から先に人類を導くために作られたから……戦わなくちゃいけない」

　赤い瞳のディーの声は冷たかった。

「……ダメ……ディーは戦えない……ディーが戦えば遊馬が……」

　瞳の色が明滅して緑になる。ディーの中に二つの意思がせめぎ合っていた。

「ディー？　大丈夫かしっかりしろッ!!」

　遊馬とディーの目の前で戦闘が開始された。こんなにも鬼気迫る草壁の顔を遊馬は見たことがない。二ヶ月ほどだが、担任ということもあってほぼ毎日顔を合わせている草壁は、口調こそ丁寧だが基本的にはいい加減である。遊馬にお小言を言う時もここまで威圧感を放ったことはない。

　草壁がリザードマンめがけて槍やりで突きを放つ。先手必勝……だが、槍の先端が氷壁に阻はばまれた。リザードマンの足下からそれは突如として現れたのだ。

「まったく、ここは竜人ドラゴニアの領域ではありませんよ！」

　槍を引き抜き草壁は跳躍して氷壁を越える。リザードマン――竜人と呼ばれたモンスターもそれを見越していたのか、草壁を迎撃するように天に向かって指先を向けた。竜人の周囲につららの矢が無数に生み出される。それは空中の草壁めがけて一直線に飛んだ。草壁は槍を回転させてつららを弾ききると着地する。

「あたしも戦うわッ!!」

　さつきが魔法陣から出ようとする……が、草壁はさつきたちに視線を向けず、竜人の動向に注意を払いながら告げた。

「正直、足手まといです。あなた方四人の面倒をみながら戦える相手ではありません」

　ただの氷壁なら魔力で強化された槍の一撃で粉々に砕け散る。だが、氷壁を貫くことはできなかった。つららの矢も槍で弾はじくたびに悲鳴のような甲高い音を立てる。

「かわいい生徒たちを危険にさらしたツケが回ってきたようですね」

　竜人は草壁が使い手だと理解したのか、下へ手たな遠距離攻撃をやめて右腕を氷で被おおい、刃やいばを形成する。

「定番の攻撃方法ですね。まったく……」

　竜人ドラゴニアは終始無言だった。軽く跳ねるように草くさ壁かべの間合いに飛び込むと氷刃を振るう。槍やりの柄で受ける草壁だが……槍はあっさりと真っ二つに切断された。

「おっと。これはまずいですね」

　さらに氷刃はグッと伸びて槍ごと草壁の胸を横一文字に斬きりつける。切られた先から出血はしなかった。傷口が凍りついている。

　草壁は切断された槍の柄を投げ捨てた。槍の切っ先がある側……魔力結晶のついた方を握る。草壁と魔ま装そう具ぐの同調率は急激に低下した。凄すご腕うでの草壁であっても、槍や刀のような硬度の高い魔装具をさつきの鞭むちのように瞬時に再生することはできない。

　竜人は氷刃を振るう。草壁は避よけるので精一杯だ。氷刃の先端から真空波が発せられ、刃やいばに触れていないのに草壁の体を斬りつけていく。が、一滴たりとも出血しない。裂傷は即座に氷で被おおわれた。竜人の斬ざん撃げきは草壁に痛みだけを刻み込んでいく。

　徐々に獲物が弱るのを楽しんでいるのだ。竜人にとって、これは遊びも交えた狩りなのだと遊馬あすまは感じた。いくら草壁が殴りたいほどムカツク相手でも、ここまでされて黙ってはいられない。

（――で、何ができるんだ俺おれには？）

　赤い大地を縦横無尽に走り回り切り結ぶ草壁と竜人のテンポに、遊馬とディーはまったく追いつけそうにない。

　帰還用魔法陣全体に魔力が満ちた。

「ちょっと遊馬！　どうすんのよ？　草壁先生、圧倒されてるじゃないッ!?」

「先生には構わず厳島いつくしま君たちは帰還してください」

「あ、あたしは行くわよッ!!　撹かく乱らんするのは得意なんだから」

　さつきが我慢しきれず魔法陣から飛びだそうとした。だが、その腕を桂けいが掴つかんで止める。

「さつきちゃんは戦える体じゃないよ」

「桂はこのまま見捨てるようなことできるのッ!?」

「したくはないけど……」

　未帰還となった魔ま装そう士したちの大半は、最後の一人だった。敵を引きつけて仲間を転送させるため時間を稼かせぎ、死んでいった多くの魔装士たちがいる。

　草壁は表情こそ普段と変わらないが、腕に背中に肩に足に……全身の至るところに裂傷を負っていた。

　草壁の動きが鈍ったのを確認してか、竜人はすうぅ……と音も立てずに距離をとると攻撃手段を変更した。腕を振るう。竜人の氷の刃が空を斬る。そこに真空波が発生した。草壁の身体からだを真空波が次々と斬り裂いていく。

「挑発に乗ってはいけません。先生の指示を聞けない生徒は退学ですよッ!!」

「うるせぇッ!!　黙って見てられっかッ!!」

　ディーと遊馬あすまは魔法陣の外に飛び出していた。草くさ壁かべの前に立ち、ディーは残された魔力で懸命に防壁を展開する。

　氷刃の真空波が二発、三発と連続で放たれた。泡のような防壁は真空波を受けたとたん、曇くもりガラスのように氷結する。

　竜人ドラゴニアは遠距離攻撃を止めると接近して防壁を斬きりつけた。氷結した防壁が粉々に砕け散る。だが、防壁の中に遊馬たちの姿はなかった。

　凍った防壁を囮おとりに遊馬たちは後退していたのである。草壁は身軽に飛び退のいた。

　ディーの手を握って遊馬は祈りながら全力疾走する。ディーの足取りが重い。防壁を作るため魔力を絞り出し、今にも倒れそうだった。そんなディーの手をぎゅっと握って離さない。逃げ足が遅くなろうと、遊馬はディーを見捨てなかった。

　不意に遊馬は足を取られて赤い大地に倒れ込む。地面に冷気が集まり遊馬の足は氷こおり漬づけにされていた。

　一度は魔法陣まで逃げきった草壁が助けに戻ろうとした瞬間、魔法陣は起動する。

　光の柱が立ち上り、草壁たちの姿が粒子となって魔法陣に吸い込まれ……消えた。

「戻ってこようとするなんて、草壁のくせに先生らしいところがあるじゃないか」

　うつぶせに倒れた遊馬の背後に竜人が迫る。遊馬は不思議な気持ちだった。桂けいとさつき、そして草壁を元の世界に送り届けることができたという安あん堵ど感が、恐怖よりも先に来る。

　手をつないでいたはずのディーは……遊馬から手を離していた。遊馬の足首を手で被おおって氷を溶かそうとしている。が、ディーにはどうすることもできない。

「……遊馬ッ！　立ってッ！　逃げてッ!!　遊馬ッ！　遊馬ッ！　遊馬ッ！」

「いいんだディー。最後まで付き合わせて悪かったな。ほんと……かっこわるいぜ」

　竜人は氷刃を振り上げたが……ゆっくりとその腕を降ろした。じっと竜人が遊馬の足を見据えると、遊馬を拘こう束そくしていた氷が溶けて消える。

　立て……と、遊馬は言われた気がした。立ち上がる。この場所に残されたのはディーと遊馬の二人だけだ。

「今度は俺おれとディーを玩具おもちやにしようってわけか」

　遊馬と竜人が睨にらみ合う。戦闘力の差は歴然だった。遊馬とディーが力を合わせて生み出した防壁も、冷気に晒さらされれば凍りついて脆もろく砕かれる。

「ごめんなディー。ケーキの約束は無理そうだ」

「……ううん。謝るのは……ディーの方だよ」

　何かを悟ったような、静かで落ち着いた言葉がディーの桜色の唇から発せられた。

「……本当は、遊馬ともっと同調できたのに……ディーは怖こわくて……しなかった。あの力を使えば遊馬は……きっとディーを思い出す。そうしたら遊馬はディーを嫌いになる」

「あの力……って、もう十分に防壁の力は使ってるだろ？」

「……防壁は攻撃の余波から、主あるじを守るためのものだから。本当の力は別にあるから」

「本当の力？」

　ディーは嘘うそや強がりを言うような性格ではない。遊馬あすまの頭の奥がズキンと痛む。心の奥底でディーの言葉を拒絶していた。目の前にしている竜人ドラゴニアよりも、遊馬の心はディーの言う「本当の力」を恐れている。

「……ディーは嫌われてもいい。憎まれてもいい。それでも遊馬に……生きてほしい」

　ディーのエメラルドグリーンの瞳ひとみが揺らめき、再び赤く染まっていった。竜人はディーの変化に目を細める。

「……遊馬にはずっと忘れててほしかった……遊馬とディーは十年前に会ってるよ。ディーはまだ自分の力を制御できなくて……遊馬に触れて契約して……魔力を抑えきれずに……事故を起こして……遊馬の大切な人を奪ったのは……」

　遊馬の頭から痛みが引いた。目を閉じるとそこに光景が浮かび上がる。

　ガラスケースの中のディーと出会い、手を合わせ……ディーが起動したこと。

　ディーの瞳は燃えるように赤く染まっていった。幼い遊馬は怖こわくてただ震ふるえて、逃げることもできなかった。

　そこに、遊馬を捜しに両親がやってきたのだ。起動したディーに驚く間もなく両親は遊馬の目の前で……消滅した。跡形もなく消えてしまった。何が起こったのか子供の遊馬にはわからない。ただ、怖かった。怖くて怖くてどうすることもできなかった。

　遊馬はすべてを思い出して、目を開いた。目の前に赤い瞳のディーが立っている。遊馬から両親を奪った仇かたき。遊馬は目をそらさない。

「……ディーが……ディーがいたから……遊馬は苦しんだ」

「何も言うな」

「……でも」

「いいんだ」

「……よくないよ」

「あれは、事故だったんだ。俺おれだってディーと同じだ。俺がディーに触れなければ……そうだろ？」

　遊馬は笑った。やっと、ディーの本当の気持ちを知ることができたように思えた。ようやくディーとわかり合えた気がした。ディーはずっと遊馬に罪悪感を抱きながら、なんとか少しでも遊馬のためになろうと一生懸命になってくれたのである。

「ディーは優しいんだな」

「……遊馬？　ディーは優しくなんかないよ」

「そんなことねぇよ……とびっきり優しい……一人前のレディーだ。じゃあ、そろそろ行くか。俺おれにできることがあるなら手伝わせてくれ。俺は何があろうとディーのことを嫌いになったりしない。これからも……ずっと一緒だッ!!」

　ディーの胸の奥で、閉ざされていた鍵かぎが遊馬あすまの言葉によって解放された。

「……今度は……すごくいっぱいいっぱい魔力をもらうね。ほっぺじゃ足りないから」

　スッとかかとを上げてディーは顔を近づけた。桜色のぷるんとした唇が遊馬のそれにそっと重なる。一瞬の出来事に遊馬は身動きがとれなかった。遊馬の体から力が吸い取られる。今までにない……魂を肉体から引きずり出されるような勢いで。

「……いくよ。遊馬。銃を握って」

　朦もう朧ろうとしながらも、遊馬はなんとか拳けん銃じゆうを抜く。準備が整ったと理解したのか、竜人ドラゴニアは右手だけでなく左手にも氷刃をまとわせて構えた。荒野に雪がゆらりゆらりと落ちてくる。

　遊馬たちを待つ間、竜人も力を溜ためていた。次の一撃は何よりも鋭く、何よりも冷たい。

　遊馬は銃口を竜人に向ける。ディーもかぶせるように手を添えた。

「こんな豆鉄砲が通じるのか？」

「……大丈夫。遊馬の力をディーが増幅させて、この子を媒介に解き放つから。遊馬は世界最強の魔ま装そう士しだよ」

　睨にらみ合いが続いた。音がぴたりと止やむ。荒野に風も吹かない。この世界に遊馬とディー。そして竜人だけしかいないような静けさだった。白い花びらのように落ちてきた雪が足下に積もり始める。まるで雪が音を吸収してしまったようだった。

　遊馬とディーは熱を発していた。雪は遊馬の身体からだに触れる前に、魔力の熱気で溶けて消える。竜人は両腕に磁石で引き寄せるように雪の冷気を集約した。

「……遊馬。来るよ」

「やるしかないんだな……上等だッ!!」

　遊馬が銃を構えると同時に、竜人は氷刃を×の字を描くように振りきった。巨大なつららが竜人の目の前に生まれ、周囲の雪を巻き込んで膨らんでいく。先ほどまでの静かな雪景色が一瞬で猛烈な吹雪ふぶきとなった。

　直径二メートルほどに成長した柱のようなつららは、防壁ごと遊馬たちを貫くだろう。防ぎようがない。絶体絶命。そんな言葉が遊馬の脳裏をよぎる。

　竜人が叫んだ。どう表現していいのか人間の言語からはかけ離れた鳴き声は、遊馬には「ＧＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＡＡＡＡＡ!!」と聞こえた。意味はわからないが、殺意や敵意に満ちているのは肌で感じられる。

　魔力を帯びた冷気を振りまきながら、つららが遊馬とディーに襲いかかる。

「ディーと……俺の中の魔力を信じるぜ」

　今日まで遊馬は自分ではまともに魔力を行使したことがなかった。エネルギーを提供していたとはいえ、実際に防壁を展開していたのはディーだ。

「ディーは俺おれが守るッ!!　相手が誰だれだろうと、何があろうとッ!!」

　負けじと遊馬あすまも叫んだ。喉のどから、腹から勇気と一緒に声をふりしぼる。

　引き金を引いた瞬間、その感触を遊馬は思い出した。たった一度だけ感じたことがある……魔力を注ぎ、魔ま装そう具ぐを発動させた時の感覚。

　それはとても恐ろしくて、悲しくて、胸が痛むものだった。

　純粋な破壊の力が銃口に集約する。遊馬は耐えた。この力を御することだけに集中する。

　震ふるえる手にそえられたディーの存在に、遊馬は救われたような気がした。

　竜人ドラゴニアが放った一撃はすでに脅威には感じない。遊馬はむしろ、自分が打ち出した力に圧倒されていた。



〈それは色で言うならば黒だ〉



　黒い野球ボールほどの小さな塊が、巨大なつららの先端とぶつかり合う。

　力の押し合い、つばぜり合いにすらならなかった。まるで掘削機にすり潰つぶされるように、つららは圧倒的に小さな黒い球体にその存在を削り取られていく。

　魔力を球体に吸い尽くされて巨大なつららは砕け散った。竜人の目前まで黒い球体は一直線に飛ぶ。竜人が腕の氷刃を振るうが、球体を叩たたき落とすことはできずに、逆に球体に片腕を呑のみ込まれた。痛覚を感じないのか人間にはその表情の変化が微び妙みようすぎて理解できないのか、竜人ドラゴニアは顔色一つ変えない。なくした腕のあたりを残った腕で軽くおさえながらじっと遊馬あすまを睨にらみつける。まるで機械のような冷たさだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　遊馬もじっと竜人から視線を外さない。バックジャンプを連続で行い竜人は距離をとる。遊馬には勝てない。そう判断を下したのか、レベル８地域と遊馬たちが呼ぶ彼らの世界に、竜人は後退していった。

　遊馬が放った黒い球体はゆっくりと毛糸の玉がほどけるように空気に消える。遊馬は銃口を下げずにいた。

「……遊馬。うまくいったね？」

　落ち着いたのかディーの瞳ひとみは元のエメラルドグリーンに戻っていた。遊馬は応こたえない。

「……遊馬？　遊馬？」

　何度も名前を呼ぶのだが、遊馬は銃を構えた格好で硬直していた。ディーがそえていた手を離した途端、バタンと遊馬は地面に倒れ込む。

　力のすべてを出しきり、搾しぼり取られて遊馬は立ったまま意識を失ったのだった。



    

  
    
      


エピローグ





　目が覚めるとそこは病院のベッドの上だった。遊馬の顔をのぞき込んで桂けいは涙をぽろぽろ流している。

「あっちゃん！　よかった……もう目が覚めないのかって思ったんだから。お姉ちゃんをこんなに心配させるなんて、悪い弟だよあっちゃんは!!」

　ぎゅっと抱きつかれて遊馬は安あん堵どした。どうやら自分は元の世界に帰ってこられたのだ……と。

「あれからプロの魔ま装そう士しチームでもトップクラスの人たちが集まって、すぐに救援に戻ったのよ。草くさ壁かべ先生って意外と人脈があるみたいね」

　見下ろすようにさつきが告げる。その表情は……今にも泣き出す寸前だった。口調とは裏腹に少しでも小突けば爆発しそうである。

「ディーは？」

「あれ？　そういえば……」

　桂が遊馬を離すと病室を見渡した。つい先ほどまでいたはずのディーの姿がない。

　遊馬は上体を起こした。パジャマのような入院着に着替えさせられていた。痛みというより、脱力感が酷ひどいのだが、立ち上がり近くのハンガーにかけてあった制服の上着を羽織る。上着はボロボロですすけていた。窓の外は薄暗く、病室の時計の針は午後五時をさしている。

「ちょっとあっちゃん！　休んでなきゃだめだよッ!?」

「どこに行こうっていうの？」

　桂けいもさつきもディーと遊馬あすまの真実を知らない。ディーがそのことを桂とさつきに知られたら、きっと一緒にいづらくなるだろう。十年前の事故はディーにとっても辛つらい記憶なのだから。他ほかの誰だれにも知られたくないのは遊馬も同じだった。だから遊馬は嘘うそをつく。

「ディーのやつ、もしかしたらケーキを探しにいったのかもしれないな。帰ったら一緒にケーキを食べようって約束しただろ？　予算はたっぷりだし……桂先輩はレインボータウンを。さつきは中央駅のデパートを捜してくれ。俺おれも心当たりがあるんだ。ディーのことだから早くしないと、天然ボケを発揮してごく自然に万引きなんてするかもしれん」

「わ、わかった！　あっちゃん本当に体は大丈夫なんだね？」

「ああ、俺よりディーが心配だ」

　桂はうなずくと真っ先に病室から飛び出した。さつきと個室に二人、取り残される。

「心配って……あんたの方がよっぽどよ」

　まださつきの表情はどこか不安げだった。

「珍しいな。いつも俺には不満げな顔ばっかりなのに」

「そういう風に茶化すところが気に入らないのよッ!!」

「すまん……悪かったな」

　一瞬、二人揃そろって無言になる。

「あ……そうだ。背中の傷はもういいのか？」

「魔力結晶様々ね。初めて治療を受けたけど、この病院の医療技術にも魔力結晶が応用されてるみたい。骨折なんかも数日で治るっていうし……って、そんな話がしたいんじゃないの」

「じゃあどんな話があるんだ？」

　遊馬が首を傾かしげるとさつきは顔を真っ赤にさせた。じっと遊馬を見つめる。

「い、一度しか言わないわよ。耳をかっぽじってよく聞きなさい」

「なんだよ、妙にもったいつけやがって」

　フンッ！　と鼻を鳴らしてからさつきは小声で呟つぶやいた。

「あ、ありがとう。あんたとディーがいなかったら、みんな死んでたわ。それと……最下級魔ま装そう士しっていうのは言いすぎだったわね。べ、別に謝罪してるんじゃないわよ！　本当にちょっとだけ見直したっていうだけだから。勘違いしないでくれる？」

　早口にまくし立てるとさつきはそっぽを向いてしまった。

「じゃ、じゃああたしもディーを捜しにいくから。ほら、あんたも早くしなさいよ！」

「ありがとうな、さつき」

「こっちが感謝される筋合いはないわよッ!!」

　遊馬あすまは病室を出ると走り出す。他の入院患者や看護師さんの迷惑も顧みず、院内を駆け抜けて外に出た。



　遊馬の身なりは下半身が病院の入院着で上が制服という不審なものだった。だが遊馬は気にもとめずモノレールに乗ると、あの駅を目指した。そこに行けば会えるように思えた。

　ディーに初めて出会った場所へ向かう。

　工業地帯に近いこともあり、駅に人影はない。遊馬は走った。周囲には目もくれず。まだ体は重たくて力も入らない。立ち入り禁止の看板も無視してフェンスを抜け、研究所の敷地内に足を踏み入れた。

　ドーム状の建物を目指す。息を切らしながらたどり着く。入り口らしき場所に遊馬が一歩踏みいると……そこは何かでくりぬいたように、地面ごとごっそりと削りとられた空間ができていた。天井の穴から夕焼けの赤が差し込んでいる。ディーは爆心地とおぼしきクレーターの中心にたたずんでいた。

「……もう、見つかっちゃったね」

「ディーッ！　こんなところでなにやってるんだ」

　夕焼けの中にぽつんとたたずむディーは、どこかうつろで寂しげな表情をしていた。

「……やっぱり、遊馬と一緒にいたらいけないって思ったから」

「いけないわけないだろ。俺おれたちはきっと、一緒にいた方がいいんだ」

　ディーはゆっくりと首を左右させた。今にも夕ゆう闇やみの中に消え入ってしまいそうな、ディーという存在がひどくおぼろげなもののように遊馬には感じられる。不安になる。こうして見つけられたのに、瞬きをしたとたんにディーがふっと消えていなくなってしまうように遊馬には思えた。

　だから遊馬はじっと見つめて、目を離さない。ディーは目をそらした。小さな桜色の唇が歌うように開く。

「……遊馬がディーと力を合わせれば……きっと、レベル８地域の探索もできる。それがわかれば遊馬は……ケーキ屋さんになれない。ディーと一緒に探索任務について、今日みたいな相手と戦うことになって……そうしたら遊馬は……遊馬は……」

　不意に涙ぐむディーの姿に遊馬はドキッとさせられた。ただ、これまでのドキドキとは何かが違う。

　痛みや苦しみといったものを感じさせない、圧迫感とも違う不思議な胸の高鳴りだった。身体からだの中から熱いものがわき上がるような、そんなドキドキだった。

　ゆっくりと遊馬あすまはディーの元に歩み寄る。一歩進んでは立ち止まり、ディーが逃げてしまわないか確認してからもう一歩を進める。

「だからって、いきなり何も言わずにいなくなるなよ！　この先、どうなるかはわからないけど……いや、どうなったって……ディーは俺おれが守る。守ってやるッ!!」

「……遊馬」

　遊馬は一度立ち止まった。

「戦うだけがすべてじゃないだろ？　それにディーはその……まだまだ一人前のレディーとはいえないからな。一緒にケーキを食べるって約束したじゃないか？」

　ディーは笑顔になった。笑顔なのに……涙が溢あふれて止まらない。ぽろぽろと大粒の滴しずくが頬ほおを伝って落ちる。

「……ケーキ……食べたいよ」

「世界は虹にじ浦うら市だけじゃないんだ。許可が下りたら本土にも旅行に行こう。海外となるとちょっと無理かもしれないが。もちろん桂けいもさつきも一緒にだ。二人から教えてもらうこともたくさんあるだろ……う？」

　今度はゆっくりとディーの方から歩き出した。その足がだんだんと速くなる。遊馬の胸に飛び込むようにディーは抱きついた。

「……遊馬……遊馬……遊馬ッ!!　ディーは遊馬がいなくなるのが……怖こわいよ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　胸に顔を埋めてディーは泣きじゃくる。小さな肩を震ふるわせるディーは、どこから見ても立派な女の子だった。

「一緒にいるから。そんなに心配するなって」

　遊馬あすまもディーの細い体に腕を回して優しく抱きしめた。夕日が落ちて暗くなる。

　物陰から二人の少女がそんな光景を眺めていた。ディーのことで頭がいっぱいだった遊馬を尾行するのは二人には簡単だった。

　桂けいが呟つぶやく。

「これって、男女の友情かな？」

　さつきが応こたえる。

「な、なんであたしに聞くのよ？」

　声を殺して怒りのツッコミをいれるさつきに、桂はにっこり微笑ほほえみ返した。

「隠れてこっそり見てるのも、なんだか騙だましてるようで二人に悪いよね？」

　桂がさつきの手を取ってつなぐと物陰から出て遊馬とディーの前に姿を現した。

「なんで二人ともここに……ッ!?」

　慌てる遊馬だが、ディーは抱きついたまま離してくれそうにない。

「いや、あの……これは誤解っつうかその」

　さつきの猛もう禽きん類るいのように鋭い視線が遊馬に突き刺ささる。

「女の子を泣かせるなんて、どういうつもりなのかしら？」

　さつきの声に気づいてディーは名残惜しそうに遊馬から離れると涙を拭ぬぐった。

「……泣いてないよ」

「ほら、さつきちゃん！　ディーちゃんは泣いてないって！　だからあっちゃんのことも許してあげてね」

「しょ、しょうがないわね。今回はディーの顔に免じて許してあげるわ。そろそろ帰りましょ？　お腹なかも空すいてきたところだし」

　遊馬はゆっくりとうなずく。四人が揃そろったところで、ようやくこちらの世界に帰ってこられたという実感がわいてきた。

「そうだな。帰るぞディー……さつきも桂先輩も」

「……うん。ずっと……みんなと一緒だよね？」

　差し出された遊馬の手をディーは握ると歩き始める。もうこの手は離さない。二人は同調して心の中で誓い合うのだった。



〈おわり〉



    

  
    
      


あとがき





　初めましての方は初めまして。お久しぶりですの方はお久しぶりです。

　淺あさ沼ぬまです。なんとＭＦ文庫Ｊさまでお仕事をしてしまいました。ありがたや。

　そんなわけで本編こぼれ話。

　その一。実は当初、さつきの鞭むちは手打ちうどんだったのですが、あまりに斬新すぎるという理由でやむなくボツになったという。なぜ当時の自分がうどんを武器にしようと思いついたのか、今になってみると我ながらまったくわけがわかりません。

　その二。厳島いつくしま遊馬あすまの語源は「うつくしま福島」というキャッチフレーズ。語感とか。

　その三。実は一本書いたあと全ボツにして設定なども変えて書き直したので、今まで書いた本の中で一番時間がかかっている。

　その四。書いている最中に、自宅に近所の飼い猫が遊びに来るようになった。かわいい。ディーちゃん……ではなく、撫なでると抜け毛が激しいので「ぬけげ」と名付ける。

　その五。最近、ゲームの流行がめまぐるしく変わりすぎ。

　途中から無関係になってきましたが、ともかくそんな努力と根性と汗と涙と何かの汁が混じり合って結晶になったようなお話です。

　健けな気げに主人公のことを守ってあげようとする小さな女の子。背中からそっと抱きしめてむしろ守ってあげたくなるような愛らしさではないでしょうか？　ないでしょうか？　重要なので二回書きました。

　無む垢くでピュアな女の子にあれこれ手取足取り教えてしまう！　なんだかイケナイことをしているようなそうでもないような……そんなお話です。ディーちゃんのピュアさをお楽しみくださいませ♪

　ええい！　ここで唐突にＰＳ３の話！

　薄型を買っちゃいました。これでＷｉｉ、３６０とそろい踏みです。俺おれの身体からだは一つしかないのにゲーム機はたくさん。ハーレムではないか。そして遅々として進まぬ原稿。そういえば「大神」の新作がＤＳで出るんだって!?　こりゃそろそろＤＳ（初期型）もＤＳｉにバージョンアップするべきかッ!?　しなくても遊べるけど買いたくなるのがデジ物好き好きのディスティニー。

　ゲームが楽しすぎて家から出るのがつらい。ここのところの流れはというと。



COD4→L4D→COD4→BFBC→COD4→Halo3→COD4→バーンアウトパラダイス→COD4→BF1943→COD4→MH3→COD4→マリオカートWii→COD4→機動戦士ガンダム戦記（今ここ！）



　合間合間にCOD4が入るのは仕様です。

　で、ＰＳ３レコーダーを使っていたのですが、さらに進化しています。メニュー画面の使い勝手の良さやレスポンスの早さにうっとり。外付けＨＤＤに取り込んだＷＡＶＥファイルにアップサンプリングをかけて、外部ＤＡＣから音を出せるのもすごく良いです。オーディオ再生用に静音ＰＣを作ったのですが、そちらは地デジ録画マシンになりそう。

　あとがきがまだ一ページくらいあるそうなので、また唐突に近況報告。

　ＥＴＣを導入しました。が、稼働実績はまだない。なんでつけたんだ俺おれ！　家が大好きすぎるのに高速道路なんて使わないだろうッ!?　けど、今年の新春にカーナビを付けてからちょっとだけ行動半径が広がりました。高速道路に乗ってどこか行きたいというよりも、高速道路のサービスエリアに行ってご当地グルメを堪たん能のうしたいというのはここだけの話。静岡おでんとか食ってみてぇッ!!

　そんなこんなでなんとかあとがきも埋まってまいりました。

　ここいらへんでスペシャルサンクス～～！

　担当Ｓさま。今の形になるまでいっしょに試行錯誤して、長い目でみてくださってありがとうございます！

　ひなた睦月むつきさま。ダイナミックアホ毛！　ディーちゃんもかわいいですが、実は淺あさ沼ぬまはデレかけツンツンなさつきが一番お気に入りです。

　そしてこの本を手にとってくださったみなさまに感謝ッ!!



二〇〇九年九月吉日



淺沼広こう太た　　　



追伸、ファミ通文庫さんから「オトメな文具。」三巻。そして久しぶりに集英社スーパーダッシュ文庫さんからも本が出そうな予感です。そちらもよろしくお願いします～！



    

  
    
      

　著者

　淺沼広太（あさぬま・こうた）

　　１９７９年５月24日生まれ、東京都杉並区出身。「魔王、はじめました」シリーズでデビュー。「ぼくたちには野菜が足りない」シリーズ、「天使の飼い方・しつけ方」シリーズ（以上スーパーダッシュ文庫）、「みんなのあくあ！」「オトメな文具。」シリーズ（ファミ通文庫）など著者多数。
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　　小説の挿絵は「Ｈ＋Ｐ－｜ひめぱら－｜」シリーズなど。
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